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■大学入試改革の今後について



■ 心は諸君と共にありて

絶えず諸君の為に祈祷して止まざるなり、

諸君や必ず神妙の巧手に導かるゝならん
 新島襄全集Ⅲ-288

新
島　

襄
の
言
葉

■  

老
舗
ベ
ー
カ
リ
ー
「
進
々
堂
」
の
屋
号
は
フ
ィ
リ
ピ
の
信
徒
へ
の
手
紙
３
章
13
―
14
節
か

ら
命
名
さ
れ
て
い
る
。新
宿
中
村
屋
で
修
行
し
つ
つ
内
村
鑑
三
に
学
ん
だ
続
木
斉
氏
が「
パ

ン
造
り
を
通
し
て
神
と
人
と
に
奉
仕
す
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
創
業
さ
れ
た
。
パ
リ
で
フ
ラ

ン
ス
文
学
と
パ
ン
の
研
究
を
さ
れ
た
斉
氏
は
自
作
の
詩
や
評
論
を
新
聞
広
告
に
掲
載
し
て

い
る
。「
広
告
は
真
実
の
福
音
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
虚
偽
の
咆
哮
、
誘
惑
の
手
段
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
時
に
経
営
者
の
生
活
報
告
、
思
想
、
信
仰
、
い
つ
わ
ら
ざ
る
感
話
、

一
夕
の
瞑
想
録
を
も
っ
て
紙
面
の
一
隅
に
天
来
の
涼
気
を
送
る
べ
き
で
あ
る
。」

■  

伴
侶
の
ハ
ナ
氏
は
四
条
教
会
（
現
日
本
基
督
教
団
京
都
教
会
）
に
通
い
牧
野
虎
次
牧
師
の

も
と
で
教
会
学
校
教
師
を
務
め
る
と
と
も
に
、
同
志
社
女
学
校
で
デ
ン
ト
ン
先
生
に
学
ん

だ
。
斉
氏
帰
天
後
、
進
々
堂
の
経
営
と
８
人
の
子
育
て
を
「
凛
然
と
し
て
切
り
廻
し
た
」

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
白
々
と
明
け
る
早
朝
、
内
村
鑑
三
『
一
日
一
生
』
を
閉
じ
、
質
素

な
上
っ
張
り
を
身
に
着
け
て
店
へ
出
て
行
く
姿
を
子
ど
も
た
ち
は
覚
え
て
い
た
。

■  

さ
て
、
大
学
良
心
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
労
作
『
新
島
襄
３
６
５
』
が
届
け
ら
れ
た
。
本
校

で
は
全
教
職
員
に
配
布
し
、
会
議
の
冒
頭
に
実
施
し
て
い
る
賛
美
、
聖
書
朗
読
と
祈
祷
と

共
に
、
そ
の
日
に
当
て
ら
れ
た
個
所
を
み
な
で
分
か
ち
合
う
こ
と
に
し
た
。
進
々
堂
が
創

業
の
志
を
受
け
継
い
で
い
る
よ
う
に
、
同
志
社
も
ま
た
新
島
襄
の
志
を
い
つ
も
噛
み
し
め

て
、
歩
み
続
け
た
い
も
の
だ
。

※
進
々
堂
に
関
し
て
は
、『
進
々
堂
百
年
史
』
２
０
１
３
年
を
参
照

山
本　

真
司
（
国
際
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭
）



大　学

『第34代同志社大学長に植木朝子教授が正式決定』
 2019年12月４日
第34代同志社大学長に植木朝

とも

子
こ

文学部教授が決定し、2019年12月４日（水）に大学室
町キャンパス寒梅館６階大会議室にて記者会見が行われました。
次期学長に正式決定した植木教授は、多様性を打ち出した教育の実現と社会との連
携を重視する旨の所懐を述べました。

『第24回同志社国際主義教育講演会を開催』
 2019年11月30日

法　人

2019年11月30日（土）、今出川校地良心館107教室において、1963年大学文学部社会学
科卒であり、日本近現代史研究者である保阪正康氏（ノンフィクション作家・評論家）
を講師に迎え、「天皇家と同志社」と題して第24回同志社国際主義教育講演会を開催し
ました。
当日は、学生や一般市民の方々など約200名が来場。質疑応答も活発に行われ、講演
会は盛況のうちに終了しました。講演の内容は、本誌「レクチャー」にて詳しく掲載
しています。



中学校・高等学校

『新・旧南体育館』 2019年10月15日

2019年10月に新南体育館メインアリーナ棟が完成。この建物が完成するまでの教場確
保の為、旧メインアリーナ棟は、工事中もそのまま利用されてきた。新アリーナ棟が
完成した後、旧アリーナを解体し、付属棟の建設工事を開始する。新・旧体育館　
両方が併存するのは、この数週間のみのタイミングという事で、空撮にて撮影頂いた
貴重な写真！右手前が新体育館メインアリーナ棟、隣接するのが旧メインアリーナ棟。
2020年12月末には付属棟が完成し、メインアリーナ＋付属棟＝『翼翔館』が竣工する。

『京料理食事マナー体験』 2019年９月28日

会席料理の食事マナーを通して日本文化に触れ、社会における教養と品格を身に付
けることを目的に、京料理の老舗「六盛」において実施しました。
京料理の歴史、訪問先での靴の脱ぎ方、襖の開け方・閉め方、座布団の座り方など、
社会人となった際に困らないよう身に付けておきたいマナーを教えていただきまし
た。その後、実際に会席料理をいただきながら、お箸や器の扱い方などを丁寧に説
明していただきました。

女子大学



『収穫感謝の日礼拝・施設訪問』 2019年11月15日
女子中学校・高等学校

秋の収穫感謝の日に先立ち、11月15日（金）に収穫
感謝礼拝を守りました。午後からは有志の生徒が
８か所の養護施設や福祉施設を訪問し、持ち寄っ
た野菜・果物と献金をお渡ししました。神様から
与えられた豊かな恵みを感謝し、多くの方々とそ
の恵みを分かち合う時となりました。

Χmas セレブレーション 2019
 2019年12月14日

香里中学校・高等学校

毎年恒例の Χmas セレブレーションを、12月14日（土）16：30より、本校香真館で地
域の方々をお迎えして開催いたしました。500名近い来場者を迎え、第１部生徒宗教
委員、聖歌隊、演劇部員によるミニ・ページェント（降誕劇）、第２部吹奏楽部によ
る ΧmasSong アンサンブル演奏、ダンス部によるパフォー
マンス、第３部サンタからのプレゼントまで楽しい時間を
地域の皆様と過ごせました。終了後は、食堂で「おしるこ」を
提供し、身体
を温めてもら
って帰路につ
いていただき
ました。

野菜・果物の持ち寄りの様子

吹奏楽部による XmasSong 演奏

宗教部生徒による野菜・果物の
飾りつけの奉仕講師の先生による収穫感謝礼拝

ダンス部とパプリカダンスを踊る



小学校

近藤紘子さんをお招きして、特別授業が開かれました。広
島に投下された原爆による傷を抱えた人たちとのふれあい
やエノラ・ゲイの乗組員との出会いを通しての赦しの体験
のお話を聞き、平和のために何ができるのかを考える時間
となりました。

『近藤紘子さんによる特別授業（ピースウィーク）』 2019年10月30日

国際中学校・高等学校

『ハロウィーン』
 2019年10月28日

生徒がそれぞれ工夫したコスチュームで生徒
会行事のハロウィーンを盛り上げ楽しんだ。

『 高校生体育祭』
 2019年９月17日

クラス別対抗での高校生体育祭を開催した。



幼稚園

幼稚園が開園して今年度の６月24日で122年が経ちました。
現在の園舎で行う最後の開園記念会は、特別な一日となるよう保護者の方に計画・
準備･進行などのご協力をいただきました。
礼拝ではみんなで神様に感謝の祈りを捧げ、その後子どもたちは保護者と一緒にゲ
ームや製作のコーナーを回ったり、腹話術やマジックショーを見たりと盛大な会と
なりました。
親子・教員が共に幼稚園の記念日をお祝いし、楽しい時間を過ごせたことが何より
の思い出となりました。

『開園記念会』 2019年11月８日

国際学院

国際部：『College Counseling』
 2019年８月21日～12月13日
In college counseling this semester, DISK hosted five 
universities for information sessions. G11 had group 
sessions on the IB, how to evaluate which countries 
would be of interest for university. G12 students and 
their parents came for individualized counseling 
sessions focusing on the timeline for this year. G11 
students traveled to Osaka for a college fair featuring 
universities from Japan, US, Canada and the UK.

６年生は、新島襄の足跡を辿るアメリカ修学旅行の中で、現地のPYP認定小学校と交流を行いました。
日本の文化紹介や遊びを通して、現地の子ども達と主体的なコミュニケーションを図り、楽しい時間
になりました。

初等部：『６年生アメリカ修学旅行 in Boston ～現地小学校との交流～』
 2019年９月25日～10月２日



私 の 志
（本文4～7頁）インタビューの2人

その立場に立たないと分からないことはたくさんあります。健常
者の方には、もっと想像力を働かせていただければと思うことも。
私たちも積極的に外へ出て活躍すれば、社会は変わると思います。

試合に勝つ喜びや達成感を得る一方で、負けた悔しさやけが
による挫折を経て、人への寄り添い方を学びました。今は総
合格闘技と有料老人ホームでの仕事を両立させています。

岸
本
泰
昭
さ
ん

１
９
８
４
年
大
阪
府
生
ま
れ
。同
志
社
大
学
商
学
部
入
学
後
、
総
合
格
闘
技
道
場
コ
ブ
ラ
会
で

総
合
格
闘
技
を
始
め
る
。大
学
卒
業
後
は
、大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
に
就
職
し
、サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と

格
闘
技
プ
ロ
選
手
と
し
て
活
動
。そ
の
後
退
職
し
、格
闘
技
に
専
念
。現
在
は
格
闘
技
選
手
と
介

護
士
を
仕
事
と
し
て
い
る
。

前
Ｇ
Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
ラ
イ
ト
級
王
者 

総
合
格
闘
技
団
体 

パ
ン
ク
ラ
ス 

ラ
イ
ト
級
10
位
。

１
８
０
セ
ン
チ
78
キ
ロ（
試
合
時
70
・
３
キ
ロ
）

岡
崎
愛
子
さ
ん

１
９
８
６
年
大
阪
府
生
ま
れ
。
２
０
０
４
年
、
同
志
社
大
学
商
学
部
入
学
。
２
０
０
５
年
、

Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
の
脱
線
事
故
で
頸
髄
を
損
傷
し
約
１
年
の
入
院
生
活
を
送
る
。
２
０
０
８
年

卒
業
、
ソ
ニ
ー
株
式
会
社
に
入
社
。
２
０
１
４
年
退
社
し
、
企
業
や
学
校
で
の
講
演
活
動
や

犬
の
ケ
ア
に
関
す
る
仕
事
を
開
始
。
現
在
は
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
に
専
念
す
る
。
主
な
戦
績
は
、

第
43
回
の
じ
ぎ
く
杯
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会
Ｗ
１
女
子
２
位
、
パ
ラ
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
世
界
選
手

権
大
会
（
オ
ラ
ン
ダ
）
Ｗ
１
女
子
９
位
、
ミ
ッ
ク
ス
戦
（
Ｗ
１
）
３
位
、
第
29
回
交
流
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
大
会
Ｗ
１
女
子
１
位
（
い
ず
れ
も
２
０
１
９
年
）。
同
年
12
月
、
東
京
五
輪
聖
火
ラ

ン
ナ
ー
に
選
出
さ
れ
た
。
株
式
会
社
ベ
リ
サ
ー
ブ
所
属
。
著
書
に
『
キ
ャ
ッ
チ
！　

Ｊ
Ｒ
福

知
山
線
脱
線
事
故
が
わ
た
し
に
教
え
て
く
れ
た
こ
と
』（
ポ
プ
ラ
社
）
他
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●
本
誌
で
は
学
校
法
人
同
志
社
の
各
学
校
名
か
ら
「
同
志
社
」
を
省
略
し
て
、
左
記
の
と
お
り
表
記
し
て
い
ま
す
。

大
学
＝
同
志
社
大
学
、
女
子
大
学
＝
同
志
社
女
子
大
学
、
中
学
校
・
高
等
学
校
＝
同
志
社
中
学
校
・
高
等
学
校
、
香
里
中
学
校
・
高
等
学

校
＝
同
志
社
香
里
中
学
校
・
高
等
学
校
、
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
＝
同
志
社
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
、
国
際
中
学
校
・
高
等
学
校
＝

同
志
社
国
際
中
学
校
・
高
等
学
校
、
小
学
校
＝
同
志
社
小
学
校
、
国
際
学
院
初
等
部
・
国
際
学
院
国
際
部
＝
同
志
社
国
際
学
院
初
等
部
・

同
志
社
国
際
学
院
国
際
部
、
幼
稚
園
＝
同
志
社
幼
稚
園

●
執
筆
者
等
の
役
職
・
職
位
は
２
０
２
０
年
３
月
15
日
現
在
、
大
学
広
報
課
が
把
握
し
て
い
る
範
囲
で
表
示
し
て
い
ま
す
。

　
　

  

表
象
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
―
ふ
み
だ
す
チ
カ
ラ
―

同
志
社
女
子
大
学
表
象
文
化
学
部
設
立
10
周
年
記
念
事
業  

 

丸
山　

敬
介　
48

　
　

  

英
語
で
平
和
を
学
ぶ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

〜Doshisha Peace Award 2019

〜  
 

皆
川　

祥
吾　
50

　
　
香
里
中
学
・
高
校
に
お
け
る
特
別
支
援
の
取
り
組
み  

 

竹
田　

幸
平　
52

　
　

  
音
楽
で
賛
美
す
る
〜
讃
美
歌
の
魅
力
〜

中
学
２
年
生　

総
合
的
な
学
習
の
時
間  

 

三
浦　
　

彩　
54

　
　
知
の
研
究  

 

帖
佐　

香
織　
56

　
　
同
志
社
小
学
校 PEACE W

EEK 

の
取
り
組
み
に
つ
い
て  

 

中
川　

好
幸　
58

特

別

寄

稿

　
　

 「
梨
木
校
地
」
の
１
３
３
年 

梨
木
屋
敷
か
ら
同
志
社
布
哇
寮
、
そ
し
て
同
志
社
幼
稚
園
へ  

 

本
井　

康
博　
60

新
刊
紹
介 

　
68

新
島
襄
の
教
え
子
た
ち
（
出
身
地
別
）・
本
井
康
博
著
／
王
家
の
遺
伝
子
・
石
浦
章
一
著
／
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
に
恋
し
て
・
臼
井
雅
美
著

／
ド
イ
ツ
に
お
け
る
運
輸
連
合
制
度
の
意
義
と
成
果
・
青
木
真
美
著
／
２
１
０
０
年
の
世
界
地
図
・
峯
陽
一
著
／
奴
隷
船
の
世
界
史
・
布

留
川
正
博
著
／
小
さ
き
者
の
幸
せ
が
守
ら
れ
る
経
済
へ
・
浜
矩
子
著
／
人
類
の
起
源
、
宗
教
の
誕
生
・
小
原
克
博
他
著
／
１
５
７
１
年
銀

の
大
流
通
と
国
家
統
合
・
城
地
孝
・
堀
井
優
他
著
／
子
ど
も
の
貧
困
／
不
利
／
困
難
を
考
え
る
Ⅲ
―
施
策
に
向
け
た
総
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
・

埋
橋
孝
文
他
編
著
／
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
法
の
諸
課
題
―
グ
ロ
ー
バ
ル
法
学
の
す
す
め
―
・
川
嶋
四
郎
他
著
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動

実
践
論
・
上
野
谷
加
代
子
・
木
原
活
信
他
著
／
ク
ィ
ア
と
法
・
菅
野
優
香
他
著
／
い
じ
め
：
10
歳
か
ら
の
「
法
の
人
」
へ
の
旅
立
ち
・
村

瀬
学
著
／
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
わ
か
る
平
成
社
会
風
俗
史
・
影
山
貴
彦
著
／
バ
ブ
ル
世
代
教
師
が
語
る
平
成
経
済
30
年
史
・
西
村
克
仁
著
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大
企
業
を
辞
め
て

総
合
格
闘
技
の
道
へ

│
│
総
合
格
闘
家
を
目
指
さ
れ
た
経
緯
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

岸
本　

高
校
時
代
は
サ
ッ
カ
ー
部
だ
っ
た
の
で

す
が
、そ
の
頃
観
た
桜
庭
和
志
選
手
と
ホ
イ
ス
・

グ
レ
イ
シ
ー
選
手
と
の
激
闘
に
感
動
し
て
、
い

つ
か
総
合
格
闘
技
を
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
大
学
は
最
初
、
桜
庭
選
手
の
ジ
ム
に
近

い
早
稲
田
を
受
け
よ
う
と
考
え
た
ほ
ど
で
す

（
笑
）。
同
志
社
大
学
で
は
サ
ー
ク
ル
で
サ
ッ
カ

ー
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
や
は
り
情
熱
を
注
げ

る
も
の
が
欲
し
く
て
総
合
格
闘
技
道
場
コ
ブ
ラ

会
に
入
会
し
ま
し
た
。
大
阪
に
あ
る
町
道
場
で

す
が
、
プ
ロ
選
手
の
輩
出
数
で
は
全
国
で
も
指

折
り
の
道
場
で
す
。
学
生
時
代
は
道
場
中
心
の

生
活
を
送
り
、
３
年
生
の
頃
に
プ
ロ
ラ
イ
セ
ン

ス
を
取
得
し
ま
し
た
。

│
│
道
場
に
入
る
ま
で
格
闘
技
の
ご
経
験
は
お

あ
り
だ
っ
た
の
で
す
か
。

岸
本　

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
柔
道
な
ど
格
闘

技
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
が
な
い
、
私
の
よ
う
な
転

向
組
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
高
校
ま
で
の
部

活
で
体
力
や
身
体
の
使
い
方
の
基
礎
を
築
い
て

い
れ
ば
、
格
闘
技
に
も
応
用
で
き
ま
す
。
た
だ

最
近
は
総
合
格
闘
技
が
メ
ジ
ャ
ー
に
な
り
つ
つ

あ
り
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
習
い
事
と
し
て
学
ぶ

ケ
ー
ス
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
そ
の
方

が
有
利
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

│
│
大
企
業
を
退
職
し
て
プ
ロ
の
道
を
選
ば
れ

た
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

岸
本　

ま
ず
就
職
を
選
択
し
た
の
は
、
ラ
イ
セ

ン
ス
を
取
っ
て
も
す
ぐ
に
プ
ロ
と
し
て
食
べ
て

い
け
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
す
。
就
職
し
て

も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
続
け
、
で
き
る
と
こ
ろ
ま

で
会
社
と
両
立
し
た
い
と
は
考
え
て
い
ま
し
た
。

た
だ
、
同
期
た
ち
は
社
内
で
そ
れ
ぞ
れ
目
標
を

持
っ
て
い
る
一
方
で
、
私
自
身
は
社
内
で
の
将

来
像
を
明
確
に
描
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
格
闘
技

仲
間
も
目
標
や
夢
を
持
っ
て
努
力
し
て
い
る
。

彼
ら
と
比
べ
た
時
、
自
分
は
ど
っ
ち
つ
か
ず
に

な
る
の
で
は
、
本
当
に
や
り
た
い
こ
と
に
自
分

は
背
を
向
け
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
。

「
行
く
な
ら
今
」だ
と
決
心
し
て
、
入
社
２
年
目

の
年
末
に
退
職
し
ま
し
た
。

│
│
周
囲
の
反
応
は
い
か
が
で
し
た
か
。

岸
本　

会
社
か
ら
は
慰
留
さ
れ
ま
し
た
が
、
私

の
思
い
を
汲
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。
両
親
に

は
半
年
前
か
ら
気
持
ち
を
伝
え
て
い
た
の
で
す

が
、
本
気
に
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す（
笑
）。

最
終
的
に
は
、
本
当
に
や
り
た
い
こ
と
が
あ
る

の
は
良
い
こ
と
だ
と
理
解
し
て
く
れ
ま
し
た
。

一
番
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
の
は
、
大
学
の
同

窓
生
だ
っ
た
現
在
の
妻
で
す
。

│
│
そ
の
後
の
生
活
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

大企業からの転身

みんな、総合格闘技が
教えてくれた

岸
き し

 本
も と

 泰
や す

 昭
あ き

 さん
総合格闘家

大手電機メーカーの職を辞して、憧れだった総合格
闘技の道へ。大けがと手術を繰り返して満身創痍に
なりながら、現役を続ける35歳。選手生活が教えて
くれた喜怒哀楽は、福祉という新たな道へも導いて
くれました。

私 の 志



イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

5

岸
本　

24
歳
で
フ
リ
ー
タ
ー
に
な
っ
た
の
で
、

昼
過
ぎ
ま
で
は
ス
ー
パ
ー
で
お
弁
当
作
り
の
ア

ル
バ
イ
ト
を
し
て
、
夜
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し

た
り
、
別
の
ジ
ム
で
格
闘
技
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
を
し
た
り
し
ま
し
た
。
ア
ル
バ
イ
ト
で
固

定
給
を
得
な
が
ら
、
年
３
回
ほ
ど
の
試
合
に
出

て
フ
ァ
イ
ト
マ
ネ
ー
を
獲
得
。
練
習
環
境
は
ス

ポ
ン
サ
ー
か
ら
の
支
援
な
ど
で
整
え
て
い
ま
し

た
。
そ
の
頃
か
ら
、
着
実
に
勝
て
る
よ
う
に
な

っ
て
い
き
ま
し
た
。

│
│
20
代
後
半
は
破
竹
の
勢
い
で
連
勝
さ
れ
た

と
聞
き
ま
す
。

岸
本　

８
連
勝
し
て
タ
イ
ト
ル
マ
ッ
チ
ま
で
行

き
、
ベ
ル
ト
を
逃
し
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
大
き

な
け
が
が
増
え
て
い
き
、
全
身
麻
酔
手
術
を
６

回
受
け
ま
し
た
。
膝
の
半
月
板
損
傷
、
腕
の
尺

骨
や
眼
窩
底
の
骨
折
。
鼻
に
衝
撃
を
受
け
続
け

る
と
腫
れ
て
鼻
腔
が
狭
く
な
り
、
呼
吸
が
で
き

な
く
な
る
の
で
、
骨
を
削
っ
て
鼻
腔
を
広
げ
る

手
術
も
し
ま
し
た
。
一
度
け
が
を
し
て
手
術
す

る
と
筋
力
が
落
ち
て
、
ま
た
一
か
ら
の
積
み
重

ね
に
な
り
ま
す
が
、
や
は
り
総
合
格
闘
技
が
好

き
な
ん
で
す
ね
。
意
地
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
２
０
１
８
年
１
月
に「G

LA
D
IA

T
O
R

」

と
い
う
団
体
で
ラ
イ
ト
級
王
者
に
な
れ
ま
し
た
。

負
け
た
悔
し
さ
か
ら

人
の
痛
み
を
学
ん
だ

│
│
総
合
格
闘
技
か
ら
得
る
も
の
は
何
で
す
か
。

岸
本　

学
ん
だ
こ
と
は
す
ご
く
多
い
で
す
。
楽

し
さ
も
挫
折
も
教
え
て
も
ら
っ
た
。
計
画
的
に

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
重
ね
て
試
合
で
勝
利
を
つ
か

む
と
い
う
成
功
体
験
も
得
ら
れ
ま
し
た
。
ま
さ

に
人
生
の
縮
図
で
す
。
こ
れ
ら
の
経
験
は
必
ず
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
ん
だ
と
き
の
肥
や
し
に
な

っ
て
い
る
。
次
に
応
用
、
変
換
で
き
る
自
信
が

育
っ
て
い
る
は
ず
。
真
剣
に
打
ち
込
ん
だ
分
、

リ
タ
ー
ン
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
素
晴
ら
し

い
出
会
い
へ
の
感
謝
も
育
ち
ま
す
。

│
│
負
け
て
も
、
リ
タ
ー
ン
は
あ
り
ま
す
か
。

岸
本　

私
た
ち
が
仲
間
と
分
か
ち
合
う
の
は
勝

利
の
喜
び
だ
け
で
な
く
、
負
け
た
と
き
の
悔
し

さ
も
同
様
で
す
。
そ
の
分
か
ち
合
い
を
繰
り
返

す
う
ち
、
人
へ
の
寄
り
添
い
方
も
少
し
分
か
っ

た
気
が
し
ま
す
。
そ
れ
は
他
の
仕
事
に
も
生
き

る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
実
は
福
祉
分

野
に
も
関
心
が
あ
り
、
膝
を
負
傷
し
た
時
に
介

護
職
員
初
任
者
研
修
の
資
格
を
取
り
ま
し
た
。

現
在
は
総
合
格
闘
技
を
続
け
る
一
方
で
、
有
料

老
人
ホ
ー
ム
で
入
浴
や
食
事
な
ど
の
生
活
介
助

や
事
務
を
し
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
に
暮
ら
す
方

た
ち
に
は
、
人
生
の
残
り
時
間
が
あ
ま
り
な
い

辛
さ
が
あ
り
ま
す
。
私
は
格
闘
技
で
け
が
を
し

た
時
に
味
わ
っ
た
辛
さ
を
知
っ
て
い
る
。
共
有

で
き
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

│
│
い
つ
ま
で
現
役
を
続
け
ら
れ
ま
す
か
。

岸
本　

今
、
35
歳
で
す
。
こ
の
世
界
の
限
界
は

40
歳
頃
。
現
在
参
戦
中
の「
パ
ン
ク
ラ
ス
」は
強

豪
の
集
ま
る
団
体
な
の
で
、
こ
こ
で
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
ベ
ル
ト
を
獲
れ
れ
ば
、
ま
た
次
の
新
た
な

目
標
が
見
え
て
く
る
か
な
と
思
い
ま
す
。
パ
ン

ク
ラ
ス
の
試
合
はA

bem
aT

V

で
中
継
さ
れ
る

の
で
、
ぜ
ひ
観
て
く
だ
さ
い
。

│
│
夢
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

岸
本　

自
分
の
総
合
格
闘
技
ジ
ム
を
持
つ
の
が

夢
で
す
。
そ
れ
も
、
家
族
で
来
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
ジ
ム
が
目
標
で
す
。
今
は
キ
ッ
ズ
格
闘

技
教
室
が
あ
っ
た
り
、
女
性
も
ボ
ク
シ
ン
グ
ジ

ム
に
通
う
時
代
。
健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
に

は
身
体
の
機
能
を
維
持
す
る
こ
と
が
必
要
で
す

か
ら
、
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

指
導
も
し
た
い
で
す
。
介
護
の
仕
事
も
続
け
た

い
の
で
、
社
会
福
祉
士
の
資
格
取
得
も
視
野
に

入
れ
て
い
ま
す
。

│
│
新
し
い
卒
業
生
の
皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
し
ま
す
。

岸
本　

社
会
に
出
れ
ば
環
境
は
一
変
し
ま
す
。

で
も
、
人
生
の
主
人
公
は
あ
な
た
自
身
で
あ
る

こ
と
を
覚
え
て
お
い
て
ほ
し
い
。
し
っ
か
り
と

自
分
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら
、
充
実

し
た
物
語
を
描
い
て
く
だ
さ
い
。

（
２
０
１
９
年
12
月
10
日
、
大
阪
に
て
）
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本
格
的
に
始
め
て

３
年
で
世
界
選
手
権
３
位

│
│
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
内
定
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

岡
崎　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
、
世

界
選
手
権
の
ミ
ッ
ク
ス
戦
で
３
位
に
な
り
、
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
出
場
枠
を
得
ま
し
た
。
延
長

戦
の
末
に
粘
り
勝
っ
て
３
位
に
入
れ
た
こ
と
は

自
信
に
な
り
ま
し
た
。

│
│
パ
ラ
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
を
始
め
た
経
緯
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

岡
崎　

２
０
１
３
年
の
冬
に
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

の
経
験
者
で
あ
る
母
か
ら「
車
い
す
で
も
で
き

る
」と
聞
い
て
始
め
ま
し
た
。
も
と
も
と
中
学

時
代
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
高
校
で
は
愛
犬
と
一

緒
に
フ
リ
ス
ビ
ー
ド
ッ
グ
に
打
ち
込
ん
で
い
た

の
で
、
体
を
動
か
す
の
は
大
好
き
で
す
。
た
だ
、

弓
の
組
み
立
て
や
、
矢
を
つ
が
え
た
り
的
か
ら

矢
を
抜
い
た
り
す
る
に
は
介
助
者
が
必
要
。
ソ

ニ
ー
に
就
職
し
て
東
京
で
一
人
暮
ら
し
を
し
て

い
た
の
で
、
両
親
が
上
京
す
る
時
し
か
ア
ー
チ

ェ
リ
ー
場
へ
は
行
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
腰
を

入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
東
京
で
介
助
し

て
く
れ
る
人
が
で
き
た
２
０
１
６
年
で
す
。
区

の
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場
で
練
習
を
再
開
し
て
、
普

段
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
海
外
の
選
手
の
動
画
を

ひ
た
す
ら
観
た
り
、
自
分
の
練
習
の
動
画
を
撮

っ
た
り
し
て
研
究
し
ま
し
た
。
初
め
て
試
合
に

出
場
し
た
の
は
２
０
１
８
年
４
月
で
す
。

│
│
本
格
的
に
練
習
を
始
め
て
、
わ
ず
か
３
年

で
世
界
選
手
権
に
出
場
さ
れ
ま
し
た
。
飛
躍
を

後
押
し
し
た
も
の
は
何
で
す
か
。

岡
崎　

２
０
１
８
年
９
月
に
新
し
い
弓
に
替
え

た
こ
と
と
、
体
を
固
定
す
る
ベ
ル
ト
に
工
夫
を

重
ね
た
こ
と
が
要
因
だ
と
思
い
ま
す
。
パ
ラ
ア

ー
チ
ェ
リ
ー
で
は
一
般
的
な
リ
カ
ー
ブ
と
、
先

端
に
滑
車
の
つ
い
た
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
と
い
う
２

種
類
の
弓
を
使
い
ま
す
。
私
が
属
す
る
Ｗ
１
ク

ラ
ス
は
ど
ち
ら
の
弓
で
も
よ
い
の
で
す
が
、
私

は
四
肢
ま
ひ
な
の
で
、
よ
り
小
さ
な
力
で
引
け

る
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
の
方
が
使
い
や
す
い
の
で
す
。

こ
の
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
を
、
弓
の
強
さ
、
引
き
尺

な
ど
を
セ
レ
ク
ト
し
て
注
文
で
き
る
セ
ミ
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
の
も
の
に
新
調
し
て
か
ら
射
型
が

安
定
し
、
的
に
当
た
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

両
腕
が
な
く
、
足
で
弓
を
支
え
て
射
つ
ア
メ
リ

カ
の
マ
ッ
ト
・
ス
タ
ッ
ツ
マ
ン
選
手
が
使
っ
て

い
る
の
と
同
じ
タ
イ
プ
の
弓
で
す
。

│
│
現
在
の
練
習
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

岡
崎　

２
０
１
９
年
11
月
か
ら
、
パ
ラ
ア
ス
リ

ー
ト
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

検
証
企
業
の
契
約
社
員
に
な
っ
た
の
で
、
現
在

は
練
習
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
週
に
３
日

は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
、

コ
ー
チ
と
一
緒
に
練
習
し
ま
す
。
週
末
の
う
ち

１
日
は
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場
へ
出
か
け
て
練
習
。

空
い
て
い
る
日
は
、
日
本
で
唯
一
の
脊
髄
損
傷

メダル狙います！

一人ずつの行動で
社会の垣根を
取り払いたい

岡
お か

 崎
ざ き

 愛
あ い

 子
こ

 さん
パラアスリート（アーチェリー）

JR福知山線脱線事故で車いすユーザーとなった岡崎
さん。体を動かしたくてパラアーチェリーを始めると、
めきめき上達。東京2020パラリンピック代表内定を
機に、意気込みを伺いました。

私 の 志
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者
専
門
ジ
ム
で
全
身
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま

す
。
も
う
12
年
間
機
能
回
復
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

地
道
に
続
け
て
い
る
お
か
げ
で
、
関
節
や
筋
肉

を
し
な
や
か
に
保
て
て
い
ま
す
。

̶
̶

本
番
に
向
け
て
課
題
は
あ
り
ま
す
か
。

岡
崎　

私
は
握
力
が
ゼ
ロ
な
の
で
、
顎
に
発
射

装
置
を
固
定
し
て
射
ち
ま
す
。
背
筋
、
腹
筋
も

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
最
近
整
っ
て
き
た
と

は
い
え
、
正
し
い
射
型
を
保
つ
の
が
課
題
で
す
。

失
敗
し
た
と
き
は
普
段
と
何
が
違
う
の
か
を
チ

ェ
ッ
ク
し
て
、
そ
の
日
の
う
ち
に
修
正
す
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は
暑
さ
対
策
で

す
ね
。
試
合
は
す
べ
て
屋
外
で
行
わ
れ
る
の
で

す
が
、
私
は
脊
髄
を
損
傷
し
た
の
で
体
温
調
節

が
で
き
ま
せ
ん
。
厳
し
い
暑
さ
の
中
で
は
体
温

が
39
〜
40
℃
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う

な
る
と
熱
中
症
や
手
の
し
び
れ
を
起
こ
し
て
し

ま
う
。
当
日
は
傘
や
冷
却
グ
ッ
ズ
、
冷
た
い
水

な
ど
で
こ
ま
め
に
ケ
ア
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

正
確
に
的
を
射
る
た
め
に
は
感
情
面
で
も
安
定

し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
が
、
私
の
場
合
、
メ
ン

タ
ル
面
よ
り
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
維
持
に
必
死
な

の
で
、
そ
れ
が
か
え
っ
て
良
い
の
か
、
過
度
に

緊
張
す
る
こ
と
な
く
試
合
に
臨
め
て
い
ま
す
。

緩
い
挑
戦
で
い
い
か
ら 

継
続
す
る
こ
と
が
大
切

│
│
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
関
心
は
今
ま

で
に
な
い
ほ
ど
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

岡
崎　

私
た
ち
は「
パ
ラ
・
バ
ブ
ル
」と
捉
え
て

い
ま
す
が
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
進
ん
で
い
る

の
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
街
に
出
る
と
、
声

を
か
け
ら
れ
る
機
会
も
増
え
ま
し
た
。

│
│
パ
ラ
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
を
始
め
た
こ
と
で
ご

自
身
の
内
面
に
何
か
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
。

岡
崎　

障
が
い
を
あ
ま
り
意
識
し
な
く
な
っ
て

き
た
と
思
い
ま
す
。
元
の
自
分
に
近
づ
い
て
き

た
感
じ
で
し
ょ
う
か
。
事
故
か
ら
入
院
、
復
学
、

就
職
活
動
と
進
む
中
で
、
で
き
る
こ
と
を
し
よ

う
と
い
う
考
え
方
が
身
に
つ
い
て
き
ま
し
た
。

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
人
た
ち
が
周
囲
に
大

勢
い
る
の
で
、
自
分
に
も
、
も
っ
と
で
き
る
こ

と
が
あ
る
の
で
は
と
思
え
る
よ
う
に
も
な
り
ま

し
た
。
そ
こ
か
ら
学
ん
だ
の
は「
と
り
あ
え
ず
、

や
っ
て
み
る
」と
い
う
姿
勢
。
考
え
る
の
は
そ

れ
か
ら
で
も
い
い
。
緩
い
気
持
ち
で
い
い
か
ら

挑
戦
し
続
け
た
い
で
す
。

│
│
そ
こ
か
ら
育
っ
た
志
は
あ
り
ま
す
か
。

岡
崎　

障
が
い
者
が
も
っ
と
外
へ
出
て
活
躍
し

て
こ
そ
、
社
会
は
変
わ
る
と
思
い
ま
す
。
私
が

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
多
方
面
で
行
動
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
何
か
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い

で
す
。
少
し
で
も
障
が
い
者
と
健
常
者
と
の
垣

根
の
な
い
、「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
の
社
会
」に
な
れ
ば

と
願
っ
て
い
ま
す
。

│
│
同
志
社
時
代
の
思
い
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

岡
崎　

車
い
す
で
復
学
後
、
今
出
川
校
地
で
段

差
を
見
つ
け
ま
し
た
。
寒
梅
館
の
裏
も
通
り
に

く
か
っ
た
の
で
大
学
に
お
伝
え
し
た
と
こ
ろ
、

す
ぐ
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。
や
は
り
同
志
社
大

学
は
福
祉
へ
の
取
り
組
み
に
熱
心
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

│
│
今
春
卒
業
す
る
学
生
の
皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
い
た
だ
け
ま
す
か
。

岡
崎　

私
が
ソ
ニ
ー
を
退
職
し
た
の
は
い
っ
た

ん
立
ち
止
ま
り
た
か
っ
た
か
ら
で
し
た
が
、
そ

れ
に
よ
っ
て
視
野
が
さ
ら
に
広
が
り
ま
し
た
。

大
好
き
な
犬
に
関
連
し
て
起
業
も
し
た
し
、
失

敗
も
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
成
長
で
き
ま
し
た
。

転
職
を
勧
め
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
仕

事
で
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
い
い
か
ら
、
皆
さ

ん
も
い
ろ
い
ろ
な
世
界
を
見
て
く
だ
さ
い
。

│
│
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
本
番
に
向
け
て
意
気
込

み
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

岡
崎　

11
月
頃
か
ら
点
数
が
伸
び
て
き
ま
し
た
。

こ
の
調
子
を
維
持
で
き
れ
ば
メ
ダ
ル
争
い
に
も

絡
ん
で
い
け
る
か
な
と
今
か
ら
東
京
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
楽
し
み
で
す
。
私
の
出
場
は
ミ
ッ
ク

ス
戦
が
８
月
29
日
、
個
人
戦
が
９
月
１
日
。
ぜ

ひ
応
援
に
き
て
く
だ
さ
い
。
声
援
が
多
い
ほ
ど
、

他
国
の
選
手
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
ら
れ
ま

す
か
ら
！
（
笑
）

（
２
０
１
９
年
12
月
６
日
、
東
京
に
て
）
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入
試
改
革
に
対
す
る

同
志
社
の
立
場

中
根
●
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
は
２
０
２
０

年
１
月
が
最
後
と
な
り
、
来
年
か
ら
大
学
入
学

共
通
テ
ス
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
そ
れ
に
伴

い
、
入
試
改
革
を
巡
り
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
が
あ

り
ま
し
た
が
、
昨
年
末
で
一
段
落
し
ま
し
た
。

今
回
の
入
試
改
革
に
は
ど
ん
な
印
象
を
お
持
ち

で
す
か
。

多
久
和
●
入
試
は
大
学
と
し
て
学
生
た
ち
を
受

け
入
れ
る
最
初
の
入
り
口
で
あ
り
、
一
年
一
年

が
勝
負
で
す
。
同
志
社
大
学
、
女
子
大
学
の
入

試
を
受
け
て
く
れ
る
高
校
３
年
生
や
近
い
将
来

受
験
し
て
く
れ
る
中
学
生
た
ち
ま
で
を
大
切
に

し
て
、
毎
年
の
入
試
を
正
し
く
行
う
。
そ
れ
が

私
た
ち
の
基
本
姿
勢
で
す
。
外
の
騒
動
に
一
喜

一
憂
せ
ず
、
誠
実
に
情
報
発
信
も
し
な
い
と
い

け
な
い
。
内
部
の
責
任
者
と
し
て
当
然
の
こ
と

を
行
っ
て
い
ま
す
。

川
崎
●
世
の
中
で
言
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
、
大
学

内
に
そ
れ
ほ
ど
動
揺
は
あ
り
ま
せ
ん
。
来
年
か

ら
の
共
通
テ
ス
ト
に
も
、
一
つ
ず
つ
適
切
に
対

応
し
て
い
く
だ
け
で
す
。
入
試
改
革
が
行
わ
れ

る
背
景
を
大
き
く
考
え
て
み
る
と
、
大
学
入
試

多
た

久
く

和
わ

英
ひで

樹
き

教授　（同志社大学入学センター所長）
川
かわ

崎
さき

清
きよ

史
し

教授　（同志社女子大学広報部長）
中
なか

根
ね

正
まさ

義
よし

氏　（毎日新聞編集委員）

鼎談

大学入試改革の今後について
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に
は
、
大
学
が
求
め
て
い
る
人
材
を
選
抜
す
る

部
分
と
、
高
校
で
の
学
習
の
進
捗
度
を
測
る
と

い
う
部
分
の
両
面
が
あ
り
ま
す
。
今
回
中
止
と

な
っ
た
「
読
む
・
聞
く
・
書
く
・
話
す
」
と
い

う
英
語
の
４
技
能
評
価
や
、
思
考
力
な
ど
を
見

る
国
語
・
数
学
の
記
述
式
問
題
に
つ
い
て
は
、

社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
て
た
い
と
い
う

目
標
に
向
か
っ
て
は
意
義
の
あ
る
試
験
方
式
な

の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
大
学
側
に
は
、
高
校
で

は
そ
う
い
う
勉
強
が
ま
だ
不
十
分
な
の
で
は
と

い
う
疑
問
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
入
試
改
革
に

対
し
て
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
高
校
側
か
ら

の
反
対
の
声
が
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。「
英
語
４
技
能
試
験
が
無
く
な
っ
て

残
念
だ
」
と
い
う
声
は
あ
ま
り
聞
こ
え
て
き
ま

せ
ん
。
改
革
の
方
向
性
そ
の
も
の
は
、
そ
れ
ほ

ど
悪
い
こ
と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

中
根
●
私
も
そ
う
感
じ
て
い
ま
す
。「
知
識
・

技
能
の
確
実
な
習
得
」「
思
考
力
、
判
断
力
、

表
現
力
」「
主
体
性
を
持
っ
て
多
様
な
人
々
と

協
働
し
て
学
ぶ
態
度
」
と
い
う
「
学
力
の
３
要

素
」
を
含
め
、
方
向
性
が
間
違
っ
て
い
る
と
は

思
え
ま
せ
ん
。
Ａ
Ｉ
の
進
展
な
ど
今
後
の
社
会

の
大
き
な
流
れ
を
考
え
る
と
、
教
育
改
革
の
必

要
性
が
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。

今
回
問
わ
れ
て
い
た
の
は
、
50
万
人
と
い
う
規

模
の
受
験
生
に
対
応
で
き
る
の
か
と
い
う
問
題

が
解
決
さ
れ
な
い
ま
ま
だ
っ
た
こ
と
で
し
た
が
、

国
の
審
議
会
な
ど
の
議
論
を
通
し
、
改
革
の
方

向
性
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
等
教
育
機
関
が

す
べ
き
こ
と
は
明
確
に
な
っ
て
お
り
、
す
で
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

改
革
に
向
け
て
の
流
れ
は
、
も
は
や
止
め
ら
れ

る
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
、

取
材
等
を
通
じ
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

多
久
和
●
高
校
や
大
学
を
卒
業
し
て
社
会
に
入

っ
て
き
た
人
た
ち
の
能
力
が
非
常
に
高
く
、
皆

が
満
足
し
て
い
た
ら
、
お
そ
ら
く
こ
う
い
う
議

論
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
今
の
高
校
生
や

大
学
生
は
真
面
目
に
授
業
に
出
ま
す
。
昔
に
比

べ
て
さ
ぼ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
せ
っ
か

く
英
語
の
４
技
能
も
含
め
て
よ
く
勉
強
し
て
い

る
の
に
、
な
ぜ
で
き
な
い
の
か
。
彼
ら
は
読
解

力
が
な
い
と
言
わ
れ
ま
す
。
で
き
る
は
ず
な
の

に
、
で
き
な
い
の
で
す
。
そ
れ
が
、
皆
が
根
本

的
に
感
じ
て
い
る
不
満
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
を
伸
ば
す
の
が
非
常
に
難
し
い
。
少
子
化

が
さ
ら
に
進
む
と
、
お
そ
ら
く
今
思
っ
て
い
る

以
上
に
社
会
の
人
々
が
活
躍
し
な
い
と
い
け
な

く
な
り
ま
す
。
企
業
を
含
め
、
今
ま
で
は
人
的

に
余
力
の
あ
る
中
で
社
会
が
動
い
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
余
力
が
無
く
な
る
時
代
が
来
る
。
そ

う
い
う
意
味
で
は
、
全
員
の
能
力
を
伸
ば
し
て

い
く
こ
と
が
課
題
で
す
。
入
試
で
測
る
能
力
、

測
ら
な
い
け
れ
ど
も
き
ち
ん
と
見
る
必
要
の
あ

る
能
力
、
そ
し
て
今
後
育
て
る
能
力
と
い
う
も

の
が
あ
る
。
入
試
は
テ
ク
ニ
カ
ル
面
で
難
し
い

問
題
を
抱
え
て
い
る
に
し
て
も
、
今
後
は
一
人

ず
つ
の
学
生
を
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
育
て
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
、

全
体
的
な
印
象
で
す
。

川
崎
●
入
試
の
多
様
化
に
伴
い
、
学
生
も
多
質

化
、
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
大
学
側
は
い
か
に

そ
れ
を
伸
ば
し
て
社
会
へ
送
り
出
す
か
を
考
え

な
い
と
い
け
な
い
。
今
の
個
別
教
育
を
含
め
て

入
試
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

多久和英樹教授
同志社大学入学センター所長長
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は
現
時
点
で
も
課
題
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
問
題
が
起
き
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
憂
慮
す
べ
き
問
題
と
考
え
て
い
ま

す
。
少
子
化
に
な
る
と
、
従
来
な
ら
入
学
で
き

な
か
っ
た
学
生
も
入
っ
て
く
る
。
そ
う
い
う
学

生
た
ち
も
今
ま
で
と
同
様
の
レ
ベ
ル
で
卒
業
さ

せ
る
た
め
に
、
大
学
の
教
育
力
も
高
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
学
力
の
３
要
素
、
知
識
・

技
能
に
偏
ら
ず
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
、

さ
ら
に
主
体
的
な
学
び
も
評
価
で
き
る
入
試
を

積
極
的
に
行
い
、
多
様
な
学
生
を
集
め
て
教
育

す
る
。
そ
の
必
要
性
は
、
よ
り
強
く
な
っ
て
く

る
で
し
ょ
う
。
女
子
大
学
の
入
試
は
、
現
在
は

マ
ー
ク
シ
ー
ト
方
式
で
す
。
そ
れ
を
変
え
る
必

要
性
に
つ
い
て
は
議
論
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん

が
、
新
し
い
学
力
観
に
即
し
た
入
試
で
は
な
い

か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
マ
ー
ク
シ
ー
ト
で

も
知
識
・
技
能
、
思
考
力
・
判
断
力
を
あ
る
程

度
測
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
自
分

か
ら
学
ぶ
意
欲
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
３
要
素
な

ど
の
力
も
つ
き
ま
せ
ん
か
ら
。

多
久
和
●
同
志
社
大
学
も
女
子
大
学
も
受
験
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
記
述
式
も
勉
強
し
な
い
と
い

け
な
い
わ
け
で
す
ね
。
国
立
大
学
も
記
述
式
を

採
用
し
て
い
ま
す
し
、
高
校
の
定
期
試
験
も
記

の
で
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
今

ま
で
の
よ
う
に
、
丁
寧
に
一
人
ず
つ
を
評
価
す

る
と
い
う
ポ
リ
シ
ー
が
基
本
で
す
。
そ
う
い
う

意
味
で
の
質
の
担
保
は
非
常
に
重
要
だ
と
考
え

ま
す
。
ま
た
入
試
デ
ー
タ
を
見
る
と
、
合
格
率

は
３
人
に
１
人
で
す
。
３
人
に
２
人
に
は
お
断

り
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
し

か
し
挑
戦
し
た
が
不
合
格
だ
っ
た
経
験
は
、
必

ず
し
も
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
挑
戦
を
今
後
も
維
持
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

な
ぜ
合
格
で
き
な
か
っ
た
か
を
、
私
た
ち
は
受

験
生
に
対
し
て
合
理
的
に
説
明
す
る
義
務
が
あ

り
ま
す
。
そ
う
い
う
レ
ベ
ル
、
内
容
の
入
試
を

維
持
し
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
れ
が
同
志
社
大

学
の
ス
タ
ン
ス
で
あ
り
、
質
の
担
保
の
一
番
の

近
道
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
、
関

西
の
大
学
で
一
番
信
頼
を
置
い
て
い
た
だ
け
る

理
由
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
女
子

大
学
が
あ
る
の
も
安
心
で
す
。
本
学
に
は
無
い

学
部
や
進
路
も
あ
る
の
で
、
法
人
と
し
て
協
力

し
合
い
な
が
ら
質
の
担
保
、
進
路
の
確
保
を
す

べ
き
で
し
ょ
う
。

中
根
●
２
つ
の
大
学
で
う
ま
く
フ
ォ
ロ
ー
し
合

う
関
係
が
あ
り
ま
す
ね
。

川
崎
●
女
子
大
学
の
場
合
、
学
生
の
質
の
担
保

従
来
型
を
堅
守
し
た
上
で

主
体
性
を
評
価
す
る
入
試
を

中
根
●
学
力
層
を
富
士
山
型
で
考
え
る
と
、
か

つ
て
裾
野
は
緩
や
か
で
し
た
。
少
子
化
が
進
む

と
、
こ
の
裾
野
が
狭
ま
り
ま
す
。
頂
点
に
い
る

学
生
は
今
ま
で
の
学
力
を
維
持
で
き
た
と
し
て

も
、
各
大
学
の
定
員
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
そ

れ
ぞ
れ
の
大
学
に
入
学
し
た
学
生
の
学
力
差
が

広
が
り
ま
す
。
す
る
と
、
学
生
の
質
を
担
保
す

る
の
が
非
常
に
難
し
く
な
っ
て
く
る
。
ひ
い
て

は
大
学
の
研
究
力
の
担
保
も
大
変
に
な
っ
て
き

ま
す
。
難
関
大
学
と
さ
れ
る
大
学
の
ト
ッ
プ
の

方
々
を
取
材
す
る
と
、
そ
う
し
た
点
に
つ
い
て
、

非
常
に
危
惧
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
今
後
、
学
生

の
質
を
ど
う
担
保
し
て
い
け
ば
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。

多
久
和
●
同
志
社
大
学
の
入
試
で
は
基
本
的
に
、

お
そ
ら
く
次
の
20
年
間
も
記
述
式
を
維
持
し
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
。
今
あ
る
も
の
を
維
持
す
る

だ
け
で
非
常
に
コ
ス
ト
が
か
か
り
ま
す
。
本
学

で
は
入
試
業
務
に
、
学
長
以
外
の
全
教
員
が
携

わ
っ
て
い
ま
す
。
入
試
関
連
の
教
職
員
の
稼
働

率
は
他
大
学
の
比
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
従
っ

て
入
試
に
関
し
て
現
在
の
規
模
は
マ
ッ
ク
ス
な
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そ
の
３
つ
で
各
学
部
・
学
科
ご
と
に
ア
ド
ミ
ッ

シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
を
作
っ
て
い
ま
す
。
一
般

入
試
以
外
の
入
試
で
は
、
た
と
え
ば
指
定
校
推

薦
は
、
高
校
側
で
全
体
的
な
力
を
３
つ
総
合
し

て
推
薦
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

Ａ
Ｏ
入
試
で
は
主
体
的
に
学
ぶ
意
欲
の
強
い
人

が
入
学
し
て
い
ま
す
。
指
定
校
推
薦
と
Ａ
Ｏ
入

試
で
現
在
、
約
３
割
の
学
生
が
入
学
し
て
い
る
。

そ
れ
を
考
え
る
と
、
入
試
方
式
の
見
直
し
は
必

要
だ
と
し
て
も
、
大
学
全
体
と
し
て
は
ア
ド
ミ

ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
に
合
致
し
た
学
生
が
、

あ
る
程
度
の
バ
ラ
ン
ス
で
来
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

多
久
和
●
同
志
社
大
学
の
入
試
は
記
述
式
で
す
。

本
学
で
は
、
普
段
の
勉
強
を
深
く
、
丁
寧
に
し

て
い
る
人
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
記
述
式
試
験
は
手
が
止
ま
っ
て
困
る
の

同
志
社
の
入
試
と

３
つ
の
ポ
リ
シ
ー
と
の

整
合
性

中
根
●
中
央
教
育
審
議
会
は
２
０
１
７
年
か
ら
、

３
つ
の
ポ
リ
シ
ー
の
策
定
・
公
開
を
各
大
学
に

義
務
付
け
て
い
ま
す
。
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ

リ
シ
ー
（
入
学
者
受
入
方
針
）、
デ
ィ
プ
ロ
マ
・

ポ
リ
シ
ー
（
学
位
授
与
の
方
針
）、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー
（
教
育
課
程
編
成
・
実
施
の

方
針
）
が
そ
れ
で
、
大
学
教
育
改
革
の
柱
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
つ
目
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・

ポ
リ
シ
ー
は
先
ほ
ど
お
話
に
出
ま
し
た
よ
う
に
、

大
学
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
も
あ
り
ま
す
。
非

常
に
大
事
な
も
の
で
す
。
今
回
、
英
語
４
技
能

試
験
に
つ
い
て
、
国
が
中
止
を
決
め
た
途
端
、

国
立
大
学
は
右
に
な
ら
え
で
取
り
や
め
る
ケ
ー

ス
が
続
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
大
学
人
の
矜
持

と
し
て
ど
う
な
の
か
と
思
い
ま
し
た
。
同
志
社

で
は
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
特
色
を
持
っ
た
入
試
を
し
て

お
ら
れ
ま
す
か
。

川
崎
●
女
子
大
学
で
は
、「
知
識
・
技
能
」「
思

考
・
判
断
・
表
現
」、
主
体
的
な
学
び
は
「
関
心
・

意
欲
・
態
度
」
と
い
う
言
葉
に
置
き
換
え
て
、

述
式
で
し
ょ
う
。
普
段
の
勉
強
を
し
た
上
で
、

入
試
で
は
マ
ー
ク
シ
ー
ト
な
ど
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

が
あ
る
。
そ
れ
で
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
同
志
社
で
も
学
内
高
校
を
含
め
て
多
様
な

生
徒
が
入
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
を
含
め
て
、
全

体
で
主
体
性
を
育
て
る
。
入
学
後
に
主
体
性
の

不
足
が
分
か
れ
ば
、
補
っ
て
あ
げ
れ
ば
い
い
。

加
え
て
、
学
生
側
の
意
欲
も
重
視
し
た
い
で
す

ね
。
た
と
え
ば
音
楽
、
美
術
な
ど
特
徴
的
な
学

科
の
学
生
や
小
学
校
の
教
員
に
な
り
た
い
学
生

な
ど
に
は
、
意
欲
は
非
常
に
重
要
だ
と
考
え
ま

す
。
し
か
し
今
後
は
す
べ
て
の
分
野
に
お
い
て
、

そ
う
い
う
意
欲
が
必
要
に
な
る
。
意
欲
の
育
て

方
を
考
え
な
い
と
い
け
な
い
。
授
業
を
し
て
い

る
と
分
か
る
の
で
す
が
、
意
欲
を
持
っ
て
い
る

学
生
が
一
番
伸
び
ま
す
。
そ
こ
が
、
一
点
刻
み

の
入
試
を
改
革
す
る
理
由
の
本
質
だ
と
思
い
ま

す
。
最
初
で
き
な
い
こ
と
に
対
し
て
は
、
教
育

者
は
我
慢
で
き
る
。
た
だ
、
今
は
意
欲
の
な
い

学
生
、
理
解
の
止
ま
っ
て
し
ま
う
学
生
が
少
な

く
な
い
。
そ
こ
を
何
と
か
し
た
い
。
入
試
は
大

学
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
も
あ
る
の
で
、
逆
に

本
学
で
伸
び
そ
う
な
人
を
入
試
で
も
丁
寧
に
評

価
し
て
あ
げ
る
。
そ
う
い
う
時
期
に
来
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

川崎清史教授
同志社女子大学広報部長
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思
い
ま
す
が
、
女
子
大
学
で
は
必
ず
英
語
の
試

験
は
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
国
際
主
義
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
一
つ
で
し
ょ
う
。
学
内
的
に
は
国
際

主
義
教
育
と
合
わ
せ
て
、
今
後
英
語
教
育
に
さ

ら
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
い
う
議
論
は
あ

り
ま
す
。

多
久
和
●
グ
ロ
ー
バ
ル
入
試
も
一
定
程
度
、
検

討
は
し
て
い
ま
す
。
あ
と
は
タ
イ
ミ
ン
グ
と
形

で
す
ね
。
グ
ロ
ー
バ
ル
を
広
い
概
念
で
捉
え
て
、

必
要
な
時
期
に
検
討
は
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

も
う
少
し
世
の
中
が
落
ち
着
い
て
か
ら
で
す
。

外
国
の
人
と
一
緒
に
授
業
だ
け
で
な
く
食
事
な

ど
を
す
る
と
、
自
然
と
い
ろ
い
ろ
な
テ
ー
マ
に

つ
い
て
会
話
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
こ
か
ら
グ
ロ

ー
バ
ル
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
育
つ
。
そ
う

い
う
環
境
を
、
も
っ
と
う
ま
く
生
か
せ
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

ひ
と
と
し
て
役
割
を
果
た
し
、
人
を
引
っ
張
っ

て
行
け
る
よ
う
な
、「
人
と
し
て
」
卒
業
し
て

く
だ
さ
い
と
い
う
方
針
で
す
。「
新
島
先
生
の

教
育
理
念
に
従
っ
て
１
５
０
年
間
続
い
て
き
た

同
志
社
大
学
で
あ
る
」
と
い
う
の
が
一
番
の
ア

ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
だ
と
思
い
ま
す
。

中
根
●
「
同
志
社
そ
の
も
の
が
ポ
リ
シ
ー
」
と

は
大
き
な
言
葉
で
す
ね
。
新
島
先
生
は
仏
教
都

市
で
あ
る
京
都
の
地
で
、
あ
え
て
キ
リ
ス
ト
教

精
神
の
学
校
を
設
立
し
た
。
強
固
な
理
念
を
持

た
な
い
と
存
続
し
て
い
け
な
か
っ
た
だ
ろ
う
し
、

京
都
の
街
が
受
け
入
れ
て
く
れ
た
こ
と
も
大
き

か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
の
伝
統
が
今
も

脈
々
と
息
づ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

川
崎
●
１
５
０
年
続
い
て
き
た
教
育
理
念
を
３

つ
の
ポ
リ
シ
ー
に
入
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
同
志

社
の
入
試
と
３
つ
の
ポ
リ
シ
ー
と
の
整
合
性
が

取
れ
て
い
る
の
は
、
当
然
の
こ
と
で
す
。

多
久
和
●
し
か
し
次
の
50
年
、
１
０
０
年
も
こ

の
ま
ま
で
行
け
る
の
か
。
そ
れ
を
考
え
る
と
、

私
た
ち
は
さ
ぼ
っ
て
は
い
け
な
い
。

中
根
●
同
志
社
の
教
育
理
念
の
一
つ
で
あ
る
国

際
主
義
に
つ
い
て
は
、
入
試
に
関
連
し
て
ど
う

お
考
え
で
す
か
。

川
崎
●
国
際
主
義
イ
コ
ー
ル
英
語
で
は
な
い
と

が
普
通
で
す
。
不
十
分
な
も
の
、
困
り
具
合
を

こ
ち
ら
が
評
価
す
る
た
め
の
、
記
述
式
な
の
で

す
。
た
だ
、
の
べ
４
万
人
分
の
答
案
を
丁
寧
に

評
価
す
る
の
は
な
か
な
か
困
難
で
す
。
在
籍
中

の
学
生
の
教
育
も
忙
し
い
た
め
、
そ
こ
に
も
う

少
し
重
心
を
置
き
た
い
。
高
大
接
続
も
含
め
て

在
学
生
の
学
力
向
上
に
力
を
入
れ
た
方
が
い
い

と
思
い
ま
す
し
、
今
後
は
そ
ち
ら
の
方
向
へ
行

か
ざ
る
を
得
な
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

中
根
●
国
の
言
う
３
ポ
リ
シ
ー
と
同
志
社
の
入

試
と
の
連
携
、
整
合
性
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

多
久
和
●
学
校
法
人
同
志
社
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、

大
学
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
教
員
が
か
な
り
参
加
し

て
い
ま
す
。
教
員
と
い
え
ど
も
自
分
だ
け
の
学

部
が
よ
け
れ
ば
よ
い
と
考
え
る
人
は
少
な
く
、

同
志
社
全
体
を
考
え
、
責
任
を
持
っ
て
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
従
っ
て
３
つ
の
ポ
リ
シ
ー
が
揃

う
の
は
自
然
な
こ
と
で
す
。
入
学
時
に
到
達
点

ま
で
達
し
て
い
な
く
て
も
、
入
学
後
は
き
ち
ん

と
育
て
よ
う
と
い
う
ポ
リ
シ
ー
が
あ
る
。
そ
れ

を
各
学
部
や
学
科
に
落
と
す
と
、
そ
の
分
野
の

本
質
的
な
こ
と
を
勉
強
し
、
小
手
先
で
は
な
く

将
来
通
用
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
ポ
リ

シ
ー
に
な
る
。
世
の
中
に
出
る
時
は
自
分
さ
え

よ
け
れ
ば
い
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
一
人
の

中根正義氏
毎日新聞編集委員
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幅
広
い
学
び
が
将
来
役
立
つ
こ
と
は
確
か
で
す
。

大
学
も
学
び
の
材
料
を
提
供
し
な
い
と
い
け
な

い
。
ま
た
、
全
部
自
分
で
学
ぶ
の
は
な
か
な
か

難
し
い
で
す
が
、
多
様
な
学
生
と
知
り
合
い
、

多
様
な
価
値
観
や
京
都
と
い
う
街
に
も
触
れ
、

そ
こ
か
ら
学
ぶ
の
も
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
で
し
ょ

う
。
そ
れ
が
最
後
に
は
自
分
の
基
礎
や
コ
ア
に

な
る
。
ス
ト
ロ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を
作
る
た
め
に

そ
う
や
っ
て
学
ん
で
い
っ
た
先
に
、
自
然
と
リ

ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
に
行
き
着
く
の
か
な
と
思
い
ま

す
。
私
は
数
学
が
専
門
で
す
が
、
数
学
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
、
し
ば
ら
く
し
て
他
分
野
で
の

気
づ
き
が
あ
っ
た
経
験
も
あ
り
ま
す
。

中
根
●
新
島
先
生
が
大
切
に
し
た
リ
ベ
ラ
ル
ア

ー
ツ
に
、
京
都
と
い
う
街
の
魅
力
が
加
わ
っ
て

い
る
。
京
都
は
日
本
の
伝
統
、
文
化
の
宝
庫
で

あ
り
、
国
際
観
光
都
市
で
も
あ
る
。
黙
っ
て
い

て
も
そ
う
い
う
風
に
触
れ
て
生
活
で
き
る
の
は

素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

川
崎
●
京
都
と
い
う
地
は
、
入
学
し
て
く
る
学

生
の
魅
力
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
京
都
関

連
科
目
も
あ
っ
て
非
常
に
人
気
で
す
。
学
生
の

意
欲
を
高
め
る
上
で
良
い
場
所
で
あ
り
、
強
み

で
す
。
特
に
今
出
川
校
地
は
伝
統
・
文
化
の
中

心
地
と
い
う
、
非
常
に
良
い
場
所
に
あ
り
ま
す
。

を
し
っ
か
り
学
び
た
い
学
生
も
い
る
し
、
６
年

間
で
卒
業
し
て
免
許
取
得
ま
で
を
達
成
し
た
い

人
も
い
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
の
問
題
で
は
な
く
、

一
人
ひ
と
り
の
学
生
を
教
員
が
見
て
指
導
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
や
教
養

は
社
会
で
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
重
要

性
も
学
生
に
理
解
さ
せ
、
勉
強
へ
の
意
欲
も
持

た
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
入
試
と
の
関

連
性
は
難
し
い
で
す
が
、
教
育
と
し
て
は
そ
う

い
う
こ
と
が
大
事
で
す
。
教
員
の
力
が
問
わ
れ

て
い
る
。
同
様
の
課
題
は
、
ど
こ
の
学
部
や
学

科
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

中
根
●
同
志
社
大
学
の
場
合
は
規
模
的
な
問
題

も
あ
り
、
一
人
ず
つ
に
向
き
合
う
の
は
大
変
で

す
ね
。

多
久
和
●
手
取
り
足
取
り
教
え
る
の
は
難
し
い

し
、
学
生
も
そ
ろ
そ
ろ
大
人
な
の
で
逆
に
自
立

を
促
す
必
要
が
あ
る
。
新
島
は
お
そ
ら
く
そ
う

い
う
こ
と
を
言
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
ま
で
教
育
側
は
学
生
に
一
方
的
に
与
え
る
だ

け
で
し
た
が
、
大
学
も
学
生
側
が
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
し
た
も
の
を
見
る
必
要
が
出
て
き
て
い
る
の

か
な
と
思
い
ま
す
。
そ
の
ウ
ェ
イ
ト
を
変
え
る

必
要
が
出
て
き
て
い
る
。
画
一
的
な
教
育
で
は

な
く
、
や
は
り
教
員
の
力
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
を

い
か
に
学
ば
せ
る
か

中
根
●
災
害
の
多
い
昨
今
、
世
の
中
に
貢
献
し

た
い
と
考
え
る
高
校
生
が
増
え
て
い
ま
す
。
と

こ
ろ
が
社
会
貢
献
へ
の
思
い
は
あ
っ
て
も
、
高

校
生
は
そ
の
方
法
が
分
か
ら
な
い
。
や
る
気
や

意
欲
が
あ
っ
て
も
、
基
礎
学
力
が
不
足
し
て
大

学
の
授
業
に
つ
い
て
い
け
な
い
学
生
も
増
え
て

い
ま
す
。
た
と
え
ば
経
済
学
部
で
は
、
今
は
中

堅
以
下
の
大
学
で
も
当
然
な
が
ら
数
学
を
必
須

に
し
て
い
ま
す
。
高
校
で
数
学
の
勉
強
を
し
て

い
な
け
れ
ば
、
大
学
で
つ
い
て
い
け
な
い
学
生

が
出
て
く
る
。
意
欲
と
基
礎
学
力
を
、
ど
う
セ

ッ
ト
で
育
て
て
い
く
の
か
が
非
常
に
大
事
な
時

代
だ
と
思
い
ま
す
。
文
系
学
部
で
も
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
が
必
要
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
教
育
理
念
の
一
つ
に
リ

ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
を
据
え
て
い
る
同
志
社
と
し
て
、

ど
う
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

川
崎
●
私
は
薬
学
部
の
教
員
で
も
あ
り
ま
す
。

薬
学
部
の
学
生
は
、
最
後
は
国
家
試
験
に
受
か

る
こ
と
が
目
標
で
す
。
し
か
し
国
家
試
験
合
格

の
た
め
だ
け
の
勉
強
、
教
育
で
は
面
白
く
な
い
。

学
生
は
非
常
に
多
様
で
す
。
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
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た
ち
が
背
伸
び
で
き
る
環
境
整
備
を
し
た
い
。

現
在
、
同
志
社
大
学
全
学
生
の
約
６
分
の
１
が

法
人
内
高
校
か
ら
進
学
し
て
い
ま
す
。
約
１
０

０
０
人
で
す
。
進
学
希
望
者
は
も
れ
な
く
入
学

で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
い
っ
た
ん
引
き

受
け
た
ら
最
後
ま
で
面
倒
を
見
る
の
は
基
本
な

の
で
、
ぜ
ひ
彼
ら
に
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し

た
い
。
最
近
で
は
、
同
志
社
幼
稚
園
の
園
児
た

ち
が
年
に
一
度
、
大
学
の
中
で
ク
リ
ス
マ
ス
会

を
し
て
い
ま
す
。
劇
を
し
た
り
お
点
前
を
し
た

り
、
非
常
に
面
白
い
取
り
組
み
で
す
。
一
貫
教

育
と
い
う
意
味
で
は
、
大
学
は
そ
れ
に
関
心
を

持
っ
て
あ
げ
な
い
と
い
け
な
い
。
も
ち
ろ
ん
法

人
校
か
ら
他
大
学
へ
進
学
し
て
も
い
い
の
で
す

が
、
将
来
的
に
教
員
と
し
て
同
志
社
に
戻
っ
て

き
て
く
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。
現
に
法
人
出
身

の
教
員
が
、
大
学
に
も
か
な
り
増
え
て
い
ま
す
。

法
人
出
身
の
女
性
の
研
究
者
、
教
授
も
か
な
り

増
え
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
女
性
が
も
っ

と
活
躍
す
る
時
代
。
全
員
が
活
躍
し
て
も
ら
わ

な
い
と
困
る
時
代
で
す
。
た
だ
大
学
か
ら
押
し

付
け
て
も
心
に
は
届
か
な
い
の
で
、
必
要
な
ら

生
徒
、
学
生
に
意
欲
を
持
っ
て
参
加
し
て
も
ら

う
。
必
要
な
ら
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
も
し
て
も
ら
い
、

そ
れ
を
大
学
は
活
用
す
る
。
そ
れ
が
本
当
の
高

し
た
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
。
彼
女
た
ち

は
と
て
も
意
欲
的
で
、
中
核
的
な
存
在
と
し
て

頑
張
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
指
定
校
推
薦
枠
で

は
、
京
都
聖
母
学
院
に
同
志
社
女
子
大
学
ク
ラ

ス
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
一
定
数
の
生
徒
が
本

学
に
来
て
く
れ
て
い
ま
す
。
生
徒
の
適
性
に
合

っ
た
進
学
指
導
を
し
て
お
ら
れ
、
10
年
近
く
に

わ
た
り
本
学
と
連
携
を
深
め
て
い
ま
す
。
あ
る

程
度
継
続
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
が

成
功
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
本
学
の
教
員
が
高
校
へ
行
っ
て
授
業
を
行

う
こ
と
も
あ
り
、
将
来
女
子
大
学
に
来
た
時
の

イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
を
高
校
生
の
頃
か
ら
し
て
い

る
わ
け
で
す
。
今
後
も
あ
る
程
度
、
継
続
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

多
久
和
●
私
は
現
在
「
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
同
志

社
」
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
高
校
、
中

学
、
小
学
校
も
含
め
て
数
学
の
先
生
の
会
を
作

り
、
一
貫
教
育
の
中
で
情
報
交
換
を
し
て
い
ま

す
。
高
大
接
続
と
し
て
、
こ
ち
ら
か
ら
無
理
や

り
乗
り
込
ん
で
い
く
の
は
少
し
違
う
と
思
う
の

で
、
法
人
の
中
高
の
先
生
方
に
は
自
由
に
や
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。
た
だ
希
望
が
あ
れ
ば
中
高

や
学
年
に
関
係
な
く
、
法
人
校
の
生
徒
た
ち
を

大
学
に
受
け
入
れ
て
あ
げ
た
い
で
す
ね
。
生
徒

高
大
接
続
の
重
要
性

中
根
●
私
は
全
国
各
地
の
大
学
の
方
々
と
お
話

し
す
る
機
会
が
多
い
の
で
す
が
、
主
体
的
に
学

ぶ
力
を
育
て
る
に
は
大
学
の
４
年
間
で
は
難
し

い
と
聞
き
ま
す
。
そ
こ
で
高
大
接
続
の
問
題
が

大
事
に
な
っ
て
く
る
。
同
志
社
に
は
総
合
学
園

と
し
て
法
人
内
の
各
学
校
と
の
連
携
が
あ
り
ま

す
し
、
公
立
高
校
と
の
連
携
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
京
都
先
端
科
学
大
学
の
永
守
重
信
理
事
長

（
日
本
電
産
会
長
）
と
一
昨
年
お
話
し
し
た
時
、

永
守
氏
は
「
も
っ
と
高
校
と
連
携
し
た
教
育
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
お
っ
し
ゃ

っ
て
い
ま
し
た
。「
大
学
の
４
年
間
の
教
育
だ

け
で
は
足
り
な
い
」
と
。
意
欲
が
あ
れ
ば
４
年

間
で
化
け
る
学
生
も
い
る
が
、
そ
う
で
な
い
学

生
も
い
る
。
そ
こ
で
大
学
で
の
知
や
学
び
に
高

校
・
中
学
の
段
階
で
も
触
れ
ら
れ
る
機
会
を
設

け
、
意
欲
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
。
そ
う
い
う
意

味
で
の
高
大
接
続
が
、
今
ま
で
以
上
に
重
要
に

な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

川
崎
●
女
子
大
学
で
は
、
社
内
校
か
ら
の
進
学

は
同
志
社
大
学
ほ
ど
多
く
は
な
く
、
全
体
で
40

名
程
度
で
す
。
同
志
社
大
学
に
も
行
け
る
け
れ

ど
も
女
子
大
学
に
希
望
学
部
が
あ
る
か
ら
入
学
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と
思
い
ま
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

多
久
和
●
近
年
、
同
志
社
大
学
は
新
島
塾
を
始

め
た
り
教
育
寮
の
準
備
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
学
び
に
対
応
す
べ
く
、
意
欲
あ
る
学
生

を
ど
う
育
て
る
の
か
に
尽
き
る
と
思
い
ま
す
。

入
試
は
世
間
か
ら
注
目
を
浴
び
る
シ
ビ
ア
な
機

会
で
す
が
、
今
ま
で
と
変
わ
ら
ず
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。
先
人
た
ち
が
築
い
て
き
た
こ
と
を

維
持
し
て
し
っ
か
り
や
っ
て
い
き
た
い
。
一
貫

教
育
の
枠
組
み
の
中
、
小
学
校
、
幼
稚
園
ま
で

含
め
て
、
法
人
校
の
生
徒
た
ち
に
刺
激
を
与
え
、

自
分
が
ど
う
考
え
る
の
か
を
問
い
続
け
て
も
ら

い
た
い
。
正
直
言
っ
て
、
私
は
現
状
に
満
足
し

て
い
ま
せ
ん
。
同
志
社
に
は
引
っ
込
み
思
案
な

と
こ
ろ
が
あ
り
、
守
り
に
入
っ
て
い
た
部
分
が

あ
り
ま
す
。
今
後
は
言
う
べ
き
こ
と
は
言
い
、

参
加
す
る
べ
き
こ
と
は
参
加
し
な
い
と
い
け
な

い
。
次
の
50
年
、
何
を
す
る
の
か
を
考
え
た
い
。

今
後
は
女
性
の
時
代
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
女

子
大
学
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

中
根
●
私
は
普
段
、
東
京
で
仕
事
を
し
て
い
ま

す
が
、
同
志
社
の
認
知
度
は
ま
だ
ま
だ
不
足
し

て
い
ま
す
し
、
東
京
の
大
学
で
は
得
ら
れ
な
い

魅
力
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

そ
う
し
た
点
を
も
っ
と
伝
え
て
い
た
だ
け
れ
ば

大
接
続
だ
と
思
い
ま
す
。

少
子
化
時
代
に

取
り
組
む
べ
き
こ
と

中
根
●
開
か
れ
た
大
学
と
し
て
、
今
後
、
ま
す

ま
す
情
報
発
信
が
重
要
に
な
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
大
学
の
入
学
定
員
と
入
学

者
数
は
同
じ
に
な
り
、
将
来
は
確
実
に
総
入
学

者
数
の
方
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
文
部
科
学
省

の
資
料
に
よ
る
と
、
12
年
後
に
は
18
歳
人
口
が

１
０
０
万
人
を
切
り
、
さ
ら
に
昨
年
の
出
生
数

か
ら
17
年
後
に
は
90
万
人
を
切
る
こ
と
が
確
実

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
中
で
ど
う
教
育
を
進
め

て
い
く
の
か
。
や
る
気
、
意
欲
を
ど
う
育
て
て

行
く
か
が
問
わ
れ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
学
園
全

体
で
、
学
生
の
期
待
に
応
え
る
教
育
に
取
り
組

む
必
要
も
あ
り
ま
す
ね
。

川
崎
●
１
５
０
年
を
過
ぎ
て
も
、
も
っ
と
続
い

て
い
く
大
学
に
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。

そ
の
た
め
に
、
良
い
学
生
を
育
て
な
い
と
い
け

な
い
。
そ
の
た
め
に
も
入
試
で
は
、
大
学
が
大

切
に
し
て
い
る
こ
と
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
し
て
訴

え
る
。
絶
え
間
な
く
努
力
し
、
時
代
に
適
切
に

合
わ
せ
て
変
え
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
、
改

め
て
思
い
ま
し
た
。
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「
天
皇
」
と
「
個
人
と
し
て
の
実
像
」 

と
の
開
き
を
考
え
る

　

今
日
は
天
皇
家
と
同
志
社
と
の
関
係
を
、
同

志
社
の
視
点
で
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
前
提

が
三
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
近
代
日
本
の

天
皇
制
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
同
志
社
は
ど
う
関
わ
っ

た
の
か
、
そ
こ
で
同
志
社
は
ど
う
向
き
合
っ
た

の
か
と
い
う
こ
と
。
二
つ
目
は
、
天
皇
と
い
う

制
度
を
考
え
る
と
き
、
私
た
ち
は
い
く
つ
か
の

錯
誤
を
犯
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
す
。
た
と
え
ば
明
治
天
皇
は
鎖
国
を
解
い

て
日
本
を
率
い
た
大
帝
の
ご
と
く
に
語
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
明
治
天
皇
と
睦
仁
と
い
う
個
人
と

の
間
に
は
大
き
な
段
差
が
あ
り
ま
す
。
睦
仁
と

い
う
個
人
は
慎
重
な
性
格
で
、
戦
争
は
で
き
れ

ば
避
け
た
い
と
思
っ
て
逡
巡
し
、
決
断
も
な
か

な
か
で
き
な
い
。
日
清
戦
争
の
時
、「
こ
れ
は

朕
の
戦
争
で
は
な
い
。
政
府
の
戦
争
だ
」
と
言

っ
た
。
日
露
戦
争
開
戦
時
に
は
戦
争
を
し
た
く

な
い
と
泣
い
た
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

　

大
正
天
皇
も
そ
う
で
す
。
嘉
仁
と
い
う
天
皇

は
驚
く
ほ
ど
神
経
質
で
、
文
人
肌
で
し
た
。
漢

詩
を
作
る
天
才
で
、
天
皇
で
な
か
っ
た
ら
近
現

代
で
最
も
優
れ
た
漢
詩
人
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
が
第
一
次
世
界
大
戦
中
か
ら
、
ほ
と
ん

ど
漢
詩
を
作
ら
な
く
な
り
ま
す
。
当
時
作
っ
た

漢
詩
で
は
、
青
島
で
水
を
求
め
て
死
に
ゆ
く
兵

士
た
ち
を
思
い
、
我
が
身
は
こ
れ
で
良
い
の
か

と
自
問
し
ま
す
。
大
正
６
年
に
は
こ
ん
な
漢
詩

を
詠
ん
で
い
ま
す
。
外
見
は
貧
し
い
が
精
神
も

貧
し
い
と
言
え
る
の
か
と
問
う
「
貧
女
」、
南

方
で
育
ち
日
本
に
暮
ら
す
オ
ウ
ム
の
幸
せ
を
問

う
た
「
鸚
鵡
」。
軍
事
は
大
嫌
い
で
し
た
。
２

週
間
続
く
陸
軍
大
演
習
に
出
席
す
る
際
は
「
２

日
に
な
ら
な
い
か
」
と
言
っ
た
ほ
ど
で
す
。
優

れ
た
感
性
で
漢
詩
を
詠
み
、
軍
事
に
対
し
て
怯

え
る
。
当
時
と
し
て
は
、
望
ま
れ
る
天
皇
像
と

し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
大
正
天
皇
は
ノ
イ
ロ

ー
ゼ
状
態
に
な
り
、
追
わ
れ
る
よ
う
に
摂
政
を

置
か
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
天
皇
と
裕
仁
と
い
う
個
人
と
の
間
に
も

段
差
が
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
天
皇
も
「
戦
争
」

と
い
う
言
葉
を
嫌
っ
て
い
ま
す
。
日
中
戦
争
、

太
平
洋
戦
争
へ
と
至
っ
た
時
、「
誰
が
戦
争
を

し
ろ
と
言
っ
た
」
と
、
自
問
自
答
し
た
と
言
い

ま
す
。
明
治
以
降
の
天
皇
の
歴
史
は
、
政
治
権

力
や
軍
事
権
力
が
期
待
す
る
天
皇
像
を
つ
く
り

上
げ
、
天
皇
自
身
が
個
人
を
そ
こ
へ
合
致
さ
せ

る
の
に
苦
労
し
た
歴
史
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

な
ぜ
３
人
の
天
皇
は
戦
争
に
怯
え
て
い
た
の
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は
朝
廷
権
力
と
武
家
権
力
の
間
に
役
割
分
担
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
良
い
答
案
で
し
ょ
う
。

日
本
の
歴
史
の
中
で
最
低
の
答
案
は
昭
和
10
年

代
で
す
。
国
民
と
天
皇
と
の
間
に
軍
事
が
介
入

し
、
天
皇
を
神
と
思
え
と
強
圧
的
、
弾
圧
的
な

政
策
を
と
っ
た
。
そ
し
て
平
成
の
天
皇
は
、
ま

た
新
し
い
答
案
を
書
き
ま
し
ょ
う
と
私
た
ち
に

呼
び
か
け
た
の
で
す
。

　

以
上
三
つ
の
前
提
に
立
ち
、
今
日
は
天
皇
家

と
同
志
社
に
つ
い
て
、
三
つ
の
局
面
か
ら
語
り

ま
す
。
一
つ
は
新
島
八
重
さ
ん
と
、
大
正
天
皇

の
妃
で
あ
る
貞
明
皇
后
と
の
関
係
で
す
。
二
つ

目
は
、
徳
富
蘇
峰
と
、
そ
の
弟
子
で
日
銀
総
裁

に
な
っ
た
深
井
英
五
、
終
戦
時
に
駐
バ
チ
カ
ン

公
使
だ
っ
た
原
田
健
と
い
う
３
人
の
同
志
社
出

身
者
を
通
し
て
、
天
皇
家
と
同
志
社
の
関
係
を

語
り
た
い
。
三
つ
目
は
、
半
藤
一
利
と
い
う
作

家
と
私
が
計
７
、
８
回
に
わ
た
っ
て
平
成
の
天

皇
と
美
智
子
皇
后
と
の
間
で
交
わ
し
た
会
話
か

ら
分
か
っ
た
こ
と
を
語
り
ま
す
。

新
島
八
重
が
も
た
ら
し
た 

幕
末
の
整
理

　

大
正
14
年
に
貞
明
皇
后
は
、
昭
和
天
皇
の
弟

で
あ
る
秩
父
宮
の
妃
と
し
て
、
突
然
会
津
の
人

を
選
び
ま
し
た
。
会
津
の
松
平
容
保
の
六
男
で

　

終
戦
後
は
新
し
い
憲
法
の
も
と
に
新
し
い
天

皇
の
イ
メ
ー
ジ
が
つ
く
ら
れ
よ
う
と
し
ま
し
た

が
、
昭
和
天
皇
は
そ
れ
を
成
し
得
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
れ
を
受
け
継
い
だ
の
が
平
成
の
天
皇
で

す
。
平
成
の
天
皇
と
明
仁
と
い
う
個
人
と
の
間

に
は
段
差
が
な
く
、
一
体
化
し
て
い
る
。
こ
ん

な
珍
し
い
形
は
天
皇
の
歴
史
で
初
め
て
で
す
。

明
仁
と
い
う
天
皇
は
大
き
く
天
皇
像
を
変
え
ま

し
た
。
大
き
な
転
換
点
は
、
国
民
に
向
け
た
ビ

デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
中
で
、

天
皇
は
最
初
に
「
個
人
と
し
て
」
と
言
い
ま
し

た
。
天
皇
は
内
閣
の
助
言
と
承
認
を
得
な
け
れ

ば
個
人
的
な
発
言
は
で
き
な
い
は
ず
で
す
。
そ

れ
な
の
に
天
皇
が
意
思
表
示
を
す
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
は
、
重
視
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

三
つ
目
の
前
提
は
、
国
民
と
天
皇
と
の
関
係

は
時
代
に
よ
っ
て
変
わ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
た
ち
は
千
年
余
に
わ
た
り
、
天
皇
と
権
力
、

国
民
と
の
間
に
は
何
が
あ
る
の
か
と
い
う
「
答

案
用
紙
」
を
書
い
て
き
ま
し
た
。
各
時
代
の
答

案
が
私
た
ち
の
目
の
前
に
積
ま
れ
て
い
て
、
私

た
ち
は
そ
れ
を
自
由
に
「
歴
史
」
と
し
て
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
と
え
ば
南
北
朝
の
答
案

に
は
、
天
皇
と
い
う
権
威
が
権
力
を
求
め
る
と

世
の
中
が
ど
れ
だ
け
乱
れ
、
民
が
ど
れ
だ
け
不

幸
に
な
る
か
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代

か
。
江
戸
時
代
、
日
本
は
対
外
戦
争
を
一
度
も

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
つ
ま
り
日
常
に
お
い
て
、

天
皇
の
あ
り
方
か
ら
戦
の
概
念
は
消
え
て
い
た
。

だ
か
ら
怖
が
る
。
そ
し
て
第
一
次
世
界
大
戦
、

第
二
次
世
界
大
戦
が
あ
り
、
ド
イ
ツ
を
は
じ
め

と
す
る
多
く
の
国
で
君
主
制
が
あ
っ
と
い
う
間

に
崩
壊
し
ま
す
。
戦
争
は
君
主
制
を
崩
壊
さ
せ

る
こ
と
を
昭
和
天
皇
は
知
っ
て
い
ま
し
た
。
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三
男
に
は
徳
川
か
ら
、
四
男
の
三
笠
宮
に
は
明

治
維
新
の
勲
功
華
族
で
あ
る
高
木
家
か
ら
妃
を

迎
え
て
い
ま
す
。
薩
摩
に
幕
末
維
新
の
功
績
を

認
め
、
徳
川
の
流
れ
も
断
ち
切
ら
な
い
よ
う
配

慮
し
た
の
で
し
ょ
う
。
皇
后
は
４
人
の
子
を
使

っ
て
維
新
時
の
整
理
、
清
算
を
し
た
の
で
す
。

そ
の
役
割
を
同
志
社
が
果
た
し
た
と
考
え
て
よ

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

終
戦
後
日
記
か
ら
分
か
っ
た 

徳
富
蘇
峰
の
内
面
的
変
化

　

二
つ
目
は
３
人
の
同
志
社
出
身
者
に
つ
い
て

で
す
。
ま
ず
新
島
襄
の
精
神
に
一
番
近
い
と
こ

ろ
に
い
た
徳
富
蘇
峰
に
つ
い
て
。
蘇
峰
は
、
明

治
10
年
代
は
民
権
派
と
し
て
『
國
民
新
聞
』

『
国
民
之
友
』
を
興
し
、
民
権
論
者
と
し
て
論

を
張
り
ま
し
た
。
明
治
20
年
代
後
半
か
ら
は
国

権
派
に
徐
々
に
変
わ
っ
て
い
き
、
日
露
戦
争
に

な
る
と
政
府
の
代
弁
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。
昭
和
に
入
る
と
大
日
本
言
論
報
国
会

の
名
誉
会
長
と
し
て
、
太
平
洋
戦
争
の
精
神
的

な
鼓
吹
の
役
を
果
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
正
義

の
戦
争
で
あ
る
と
、
若
い
人
向
け
に
も
本
を
書

い
て
い
ま
す
。
１
９
４
３
年
頃
か
ら
ア
メ
リ
カ

が
作
成
し
て
い
た
日
本
の
戦
犯
者
リ
ス
ト
に
も
、

蘇
峰
は
一
時
的
に
入
っ
て
い
た
ほ
ど
で
す
。
こ

夷
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
不
安
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

し
か
し
八
重
さ
ん
と
話
す
間
に
不
安
が
氷
解
し
、

幕
末
維
新
か
ら
の
会
津
の
状
況
を
理
解
し
た
。

そ
し
て
大
正
14
年
、
会
津
の
松
平
の
娘
に
白
羽

の
矢
を
立
て
た
。
時
間
的
に
ぴ
っ
た
り
符
節
し

ま
す
。

　

会
津
で
は
提
灯
行
列
が
行
わ
れ
、
朝
敵
の
汚

名
が
そ
そ
が
れ
た
と
大
喜
び
し
ま
す
。
会
津
は

復
権
し
た
。
そ
れ
は
八
重
さ
ん
の
功
績
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
後
、
八
重
さ
ん
は
い
く
つ
も
の

和
歌
を
作
り
、
そ
れ
ま
で
会
津
に
帰
っ
た
こ
と

が
な
か
っ
た
の
に
、
昭
和
２
年
か
ら
亡
く
な
る

７
年
ま
で
頻
繁
に
会
津
に
帰
っ
て
い
ま
す
。
山

本
家
の
墓
を
直
し
た
り
、
会
津
女
子
高
校
で
講

演
や
揮
毫
を
し
た
り
し
て
、
会
津
へ
の
特
別
の

感
情
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

貞
明
皇
后
と
八
重
さ
ん
の
会
談
は
、
歴
史
だ

と
思
い
ま
す
。
皇
室
そ
の
も
の
を
変
え
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
史
実
は
可
視
化
で
き
ま

す
が
、
私
は
こ
の
話
か
ら
、
可
視
化
で
き
な
い

史
実
も
あ
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。
証
拠
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
歴
史
と
は
そ
う
い
う
積
み
重

ね
の
中
か
ら
、
あ
る
事
実
が
生
み
出
さ
れ
て
く

る
も
の
で
す
。

　

貞
明
皇
后
は
な
か
な
か
聡
明
な
人
で
す
。
長

男
の
妃
は
薩
摩
か
ら
、
次
男
に
は
会
津
か
ら
、

外
交
官
を
し
て
い
た
松
平
恆
雄
の
娘
、
節
子

（
※
婚
姻
後
は
勢
津
子
）
と
い
う
人
に
白
羽
の

矢
を
立
て
た
の
で
す
。
貞
明
皇
后
は
な
ぜ
会
津

の
女
性
に
こ
だ
わ
っ
た
の
か
。

　

私
は
秩
父
宮
妃
殿
下
に
昭
和
の
終
わ
り
に
取

材
を
申
し
込
み
、
松
平
家
か
ら
嫁
い
で
き
た
理

由
を
聞
き
ま
し
た
が
、
妃
殿
下
は
「
私
は
18
歳

だ
っ
た
の
で
知
ら
な
い
。
と
に
か
く
皇
室
に
入

れ
と
言
わ
れ
た
」
と
答
え
ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
大

河
ド
ラ
マ
「
八
重
の
桜
」
を
制
作
す
る
こ
と
に

な
っ
た
時
、
新
島
八
重
に
つ
い
て
調
べ
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
す
る
と
大
正
13
年
か
ら
14
年

の
初
め
頃
、
貞
明
皇
后
が
同
志
社
女
学
校
に
視

察
に
き
た
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
す
。
資
料
に

よ
る
と
皇
后
は
視
察
時
に
、
八
重
さ
ん
と
１
時

間
会
っ
て
い
ま
す
。
女
官
が
１
人
付
き
添
っ
て

は
い
ま
す
が
、
２
人
で
会
っ
て
い
る
。

　

会
話
の
内
容
に
つ
い
て
は
資
料
が
残
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
私
は
こ
の
１
時
間
を
キ
ー
ポ
イ
ン

ト
と
考
え
ま
す
。
た
だ
訪
問
の
お
礼
を
述
べ
る

だ
け
な
ら
１
時
間
も
い
り
ま
せ
ん
。
私
は
そ
の

時
、
八
重
さ
ん
が
訴
え
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

会
津
が
い
か
に
悲
惨
な
状
況
に
あ
り
、
朝
敵
の

そ
し
り
を
受
け
て
い
る
の
か
と
い
う
、
会
津
の

苦
痛
を
切
々
と
訴
え
た
。
キ
リ
ス
ト
教
の
女
学

校
を
視
察
す
る
際
、
お
そ
ら
く
貞
明
皇
后
は
攘
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ル
ズ
ル
と
言
論
報
国
会
の
名
誉
会
長
に
押
し
上

げ
ら
れ
て
い
く
、
蘇
峰
の
あ
る
種
の
弱
さ
は
感

じ
ま
す
。
そ
れ
で
も
蘇
峰
は
歴
史
を
よ
く
見
て

い
ま
し
た
。

　

蘇
峰
の
そ
う
い
う
内
面
的
変
化
の
中
に
、
私

は
彼
を
見
直
し
ま
す
。
彼
は
彼
で
相
当
悩
み
、

こ
う
い
う
形
に
な
っ
た
の
だ
と
。
同
時
に
、
日

記
で
新
島
の
純
粋
な
精
神
に
触
れ
て
い
る
の
を

読
み
、
新
島
が
長
生
き
し
た
ら
蘇
峰
に
は
な
ら

な
い
の
だ
と
い
う
確
信
を
持
ち
ま
し
た
。
目
か

ら
う
ろ
こ
が
落
ち
る
よ
う
な
形
で
す
。

戦
争
終
結
に
尽
力
し
た 

深
井
英
五
と
原
田
健

　

蘇
峰
の
弟
子
で
あ
り
新
島
襄
の
教
え
子
で
も

あ
っ
た
深
井
英
五
は
、
同
志
社
の
生
ん
だ
秀
才

で
す
。
零
落
す
る
高
崎
藩
の
士
族
の
家
庭
に
生

ま
れ
、
学
問
を
し
た
い
が
続
け
る
余
裕
が
な
く
、

新
島
の
縁
で
奨
学
金
を
与
え
ら
れ
て
同
志
社
に

来
ま
し
た
。
毎
月
新
島
の
家
に
行
き
、
八
重
さ

ん
か
ら
奨
学
金
を
も
ら
っ
て
い
た
。
そ
れ
自
体

が
最
大
の
勉
強
だ
っ
た
と
、
深
井
は
自
伝
で
書

い
て
い
ま
す
。
歴
代
の
日
銀
総
裁
の
中
で
最
も

勉
強
家
、
理
論
家
で
、
リ
ベ
ラ
ル
で
あ
り
、
誠

実
に
軍
部
と
対
峙
し
て
財
政
を
守
ろ
う
と
し
、

結
果
的
に
総
裁
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
か
ら
外
れ
て
い

く
人
で
す
。

　

深
井
は
昭
和
10
年
代
、
貴
族
院
議
員
に
な
り
、

枢
密
顧
問
官
に
な
り
ま
す
。
昭
和
20
年
８
月
15

日
に
至
る
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
の
際
、
病
身
を

お
し
て
枢
密
院
の
会
議
に
出
席
し
、
戦
争
を
終

わ
ら
せ
な
い
と
い
け
な
い
と
言
っ
て
い
る
。
戦

争
終
結
を
、
命
を
か
け
て
訴
え
、
２
カ
月
後
に

亡
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
深
井
英
五
を
私
た
ち

は
き
ち
ん
と
見
直
さ
な
い
と
い
け
な
い
。
深
井

れ
以
降
の
経
緯
に
関
す
る
資
料
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
蘇
峰
が
Ａ
級
戦
犯
に
な
る
の
を
避
け
る
た

め
、
天
皇
の
助
言
者
の
一
人
だ
っ
た
枢
密
顧
問

官
の
深
井
英
五
ら
が
尽
力
し
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
し
て
蘇
峰
の
代
わ
り
に
、
リ
ス
ト
に
大
川
周

明
が
入
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
徳
富
蘇
峰
を
ど
う
考
え
る
か
は
、
新
島

襄
を
考
え
る
と
き
に
突
き
当
た
る
大
き
な
壁
で

す
。
も
し
新
島
が
長
生
き
し
た
ら
蘇
峰
の
よ
う

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
、
不
安

が
私
に
は
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
蘇
峰
が
つ
け

て
い
た
終
戦
後
日
記
を
読
み
、
私
は
大
変
驚
い

た
の
で
す
。

　

日
記
の
中
で
蘇
峰
は
、
昭
和
天
皇
だ
か
ら
こ

ん
な
戦
争
に
な
っ
た
の
だ
と
書
い
て
い
ま
す
。

明
治
天
皇
だ
っ
た
ら
こ
ん
な
戦
争
に
は
な
ら
な

い
と
。
い
か
に
も
責
任
逃
れ
に
見
え
ま
す
が
、

含
蓄
に
富
む
言
い
方
で
す
。
明
治
天
皇
は
戦
争

に
怯
え
つ
つ
、
戦
争
に
納
得
し
た
。
昭
和
天
皇

は
そ
う
い
う
境
地
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

睦
仁
と
い
う
天
皇
が
持
っ
て
い
る
個
人
的
性
格

と
、
裕
仁
と
い
う
天
皇
の
個
人
的
性
格
が
違
う

と
言
っ
て
い
る
の
で
す
。
睦
仁
と
は
異
な
り
、

裕
仁
は
人
為
的
に
つ
く
ら
れ
た
天
皇
で
あ
る
と
。

日
記
で
は
新
島
襄
の
思
い
出
も
書
い
て
い
ま
す
。

こ
の
日
記
を
読
み
な
が
ら
、
あ
る
立
場
か
ら
ズ
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し
た
。
な
ぜ
か
。
昭
和
天
皇
の
バ
チ
カ
ン
へ
の

関
心
は
か
な
り
高
く
、
開
戦
時
か
ら
バ
チ
カ
ン

王
国
に
は
我
々
の
基
本
的
な
考
え
を
伝
え
て
ほ

し
い
と
言
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
そ
の
原
田
が

送
っ
て
い
た
電
報
が
全
部
外
務
省
の
窓
口
で
止

ま
っ
て
い
た
こ
と
が
、
戦
後
に
な
っ
て
分
か
り

ま
し
た
。
天
皇
に
も
外
務
大
臣
に
も
伝
わ
っ
て

い
な
か
っ
た
の
で
す
。
昭
和
天
皇
は
昭
和
50
年

代
の
記
者
会
見
で
、
バ
チ
カ
ン
工
作
に
つ
い
て

聞
か
れ
た
時
、
あ
の
時
原
田
を
公
使
で
は
な
く

大
使
に
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
言
い
ま
し
た
。

大
使
の
電
報
な
ら
天
皇
ま
で
届
い
た
か
ら
で
す
。

原
田
の
気
持
ち
を
考
え
る
と
、
虚
し
さ
を
感
じ

て
当
然
だ
と
思
い
ま
す
。

　

蘇
峰
、
深
井
、
原
田
た
ち
を
突
き
動
か
し
た

も
の
は
、
や
は
り
新
島
精
神
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
人
間
が
自
分
の
良
心
に
従
っ
て
真
っ
当
に

動
け
ば
ど
う
な
る
の
か
を
、
身
を
も
っ
て
示
し

た
。
そ
う
い
う
人
た
ち
の
こ
と
を
私
た
ち
は
き

ち
ん
と
記
録
し
記
憶
し
て
、
同
志
社
と
天
皇
家

と
の
枠
で
考
え
る
べ
き
で
す
。
同
志
社
と
し
て

の
役
割
は
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
誰
も
が
果
た
し
た

が
、
う
ま
く
歴
史
の
形
を
作
ら
な
か
っ
た
。
し

か
し
正
し
い
方
向
に
動
い
た
先
達
が
天
皇
の
周

辺
に
は
何
人
も
い
た
こ
と
を
、
私
た
ち
は
改
め

て
想
起
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

英
五
の
存
在
が
新
島
襄
の
精
神
で
あ
り
、
蘇
峰

を
考
え
る
際
の
掛
け
橋
に
な
り
ま
す
。

　

昭
和
20
年
に
入
っ
て
か
ら
、
駐
バ
チ
カ
ン
公

使
だ
っ
た
原
田
健
の
元
に
は
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ

リ
ス
な
ど
諸
国
の
機
関
か
ら
、
戦
争
を
止
め
る

よ
う
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
り
ま
し
た
。
原
田
は
そ

れ
を
逐
一
、
日
本
の
外
務
省
に
報
告
し
ま
す
。

バ
チ
カ
ン
工
作
は
有
力
な
終
戦
工
作
の
一
つ
で

　

近
代
史
を
調
べ
る
中
で
、
私
は
何
人
も
の
軍

人
に
会
い
ま
し
た
。
同
志
社
の
出
身
だ
と
言
う

と
、
同
志
社
で
軍
人
に
な
っ
た
人
は
い
な
い
だ

ろ
う
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
こ
こ
ぞ
と
ば
か

り
に
、
そ
れ
が
同
志
社
の
一
番
い
い
と
こ
ろ
だ

と
答
え
ま
す
。
す
る
と
、
そ
れ
で
は
時
代
を
動

か
す
人
に
な
れ
な
い
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
る
。
し

か
し
、
そ
う
い
う
人
た
ち
は
「
時
代
」
し
か
動

か
し
て
い
な
い
。
大
事
な
の
は
長
い
単
位
で
も

の
を
見
て
い
き
、「
歴
史
」
を
動
か
す
こ
と
で

す
。
新
島
は
人
を
つ
く
り
、
何
世
代
に
も
わ
た

っ
て
こ
の
国
を
動
か
そ
う
と
し
ま
し
た
。
軍
人

や
政
治
家
た
ち
の
持
つ
、
あ
る
種
の
傲
慢
さ
や
、

あ
る
意
味
で
は
戦
争
責
任
を
全
部
天
皇
に
預
け

て
知
ら
ん
顔
を
す
る
構
図
に
、
私
た
ち
の
国
の

最
大
の
誤
り
が
あ
り
ま
す
。
蘇
峰
も
深
井
も
原

田
も
そ
れ
を
し
て
い
な
い
。
自
分
の
持
ち
場
で

や
る
べ
き
こ
と
を
や
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

平
成
の
天
皇
の 

本
質
的
な
悩
み

　

私
は
平
成
の
天
皇
、
皇
后
か
ら
招
か
れ
て
い

ろ
い
ろ
な
会
話
を
し
ま
し
た
。「
同
志
社
と
い

う
の
は
御
所
の
前
の
大
学
で
す
よ
ね
」
と
天
皇

が
言
わ
れ
た
。
見
学
さ
れ
た
こ
と
は
ま
だ
な
い

と
い
う
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
見
て
く
だ
さ
い
と
言
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れ
、
新
島
は
「
２
０
０
年
」
と
答
え
ま
し
た
。

私
は
そ
の
言
葉
の
中
に
新
島
襄
の
本
質
を
見
ま

す
。
新
島
は
岩
倉
使
節
団
に
加
わ
り
、
田
中
不

二
麿
と
い
う
文
部
大
臣
と
一
緒
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

を
回
っ
て
大
学
を
視
察
し
、
報
告
書
を
ま
と
め

ま
し
た
。
そ
の
時
に
視
察
し
た
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
、

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
な
ど
は

中
世
の
創
設
で
す
。
大
学
は
一
朝
一
夕
に
成
る

も
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
新
島
は
、
田
中
か
ら

関
わ
っ
て
は
い
け
な
い
し
、
軍
の
傀
儡
に
な
っ

て
は
い
け
な
い
。
天
皇
制
は
、
何
も
し
な
い
と

存
在
感
が
薄
れ
ま
す
。
天
皇
家
は
何
か
を
し
な

い
と
国
民
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
れ
ま
せ
ん
。
そ

の
視
点
で
見
る
と
、
昭
和
天
皇
と
戦
争
と
の
関

係
も
見
え
て
き
ま
す
。
平
成
の
天
皇
は
戦
争
を

選
ば
ず
、
先
帝
の
犯
し
た
罪
を
詫
び
て
い
っ
た
。

じ
っ
と
し
て
い
た
ら
天
皇
制
は
潰
れ
る
こ
と
を
、

天
皇
の
側
が
知
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
、
政
治
が

介
入
し
て
く
る
怖
さ
が
あ
る
の
で
す
。
平
成
の

天
皇
が
発
し
た
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
、
内

閣
の
助
言
と
承
認
が
暗
黙
の
う
ち
に
あ
っ
た
は

ず
で
す
。
そ
の
ル
ー
ル
は
天
皇
の
暴
走
を
防
ぐ

た
め
で
し
た
。
そ
れ
が
逆
転
し
、「
内
閣
の
助

言
と
承
認
を
与
え
る
か
ら
言
い
な
さ
い
」
と
言

う
政
治
家
が
登
場
し
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。

だ
か
ら
私
た
ち
は
関
心
で
は
な
く
監
視
の
目
を

向
け
、
天
皇
制
度
を
見
つ
め
直
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。
で
な
い
と
国
民
は
利
用
さ
れ
て
し
ま
う

こ
と
を
私
た
ち
は
強
く
自
覚
す
べ
き
で
す
。
天

皇
の
側
も
、
そ
れ
を
望
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。

新
島
の
原
点
に
帰
り 

時
代
を
監
視
す
る

　

勝
海
舟
か
ら
「
い
つ
に
な
っ
た
ら
お
前
さ
ん

の
理
想
と
す
る
大
学
が
で
き
る
の
か
」
と
問
わ

い
ま
し
た
。
の
べ
二
十
数
時
間
会
っ
た
中
で
、

私
に
は
徐
々
に
分
か
っ
て
き
た
こ
と
が
一
つ
だ

け
あ
り
ま
す
。
こ
の
人
た
ち
は
け
っ
し
て
口
に

し
な
い
が
、
言
い
た
い
こ
と
が
あ
る
の
だ
な
と
。

そ
れ
は
何
か
。「
私
の
名
前
で
何
万
と
い
う
人

が
死
ん
だ
。
私
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
と
思
い
ま

す
か
」
と
い
う
質
問
で
す
。
む
ろ
ん
私
は
そ
う

尋
ね
ら
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

昭
和
天
皇
が
悩
む
な
ら
分
か
り
ま
す
。
し
か

し
昭
和
天
皇
は
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
。
な
ぜ
か
。

昭
和
天
皇
は
13
歳
か
ら
20
歳
ま
で
帝
王
学
を
受

け
て
い
ま
す
。「
あ
な
た
の
名
前
で
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
が
行
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
あ
な
た
個
人

と
は
関
係
が
な
い
。
あ
な
た
は
国
家
の
一
機
関

で
あ
り
公
人
だ
か
ら
」
と
徹
底
的
に
教
わ
り
ま

す
。
だ
か
ら
兵
士
が
「
天
皇
陛
下
万
歳
」
と
叫

ん
で
死
ん
だ
と
聞
い
て
も
、
そ
れ
は
国
家
の
一

機
関
の
た
め
に
死
ん
だ
の
だ
と
思
う
の
で
す
。

　

し
か
し
平
成
の
天
皇
は
そ
う
い
う
帝
王
学
を

受
け
て
い
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
私
の
名
前
で
何
万

人
も
死
ん
だ
の
だ
と
苦
し
む
の
が
、
彼
の
本
質

的
な
悩
み
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
追
悼
と
慰

霊
を
繰
り
返
し
、
戦
地
を
訪
ね
た
。
そ
れ
で
気

持
ち
を
お
さ
め
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
天
皇
制
の
擁
護
者
で
も
、
否
定
論
者
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
天
皇
は
一
切
政
治
に
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帝
国
大
学
を
つ
く
れ
と
言
わ
れ
て
断
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
同
志
社
を
１
８
７
５
年
に
創
設
し

ま
し
た
。
２
０
０
年
ま
で
に
は
、
あ
と
55
年
あ

り
ま
す
。
そ
の
時
、
新
島
の
言
い
方
を
援
用
す

れ
ば
、
レ
ン
ガ
の
建
物
が
で
き
る
。
私
た
ち
は

一
人
ず
つ
が
年
に
一
つ
レ
ン
ガ
を
積
み
、
同
志

社
を
離
れ
て
い
く
。
そ
し
て
２
０
０
年
後
、
そ

れ
は
強
固
な
建
物
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
建

物
は
軍
人
や
政
治
家
が
つ
く
っ
た
わ
け
で
は
な

い
が
、
ど
の
レ
ン
ガ
も
一
つ
ひ
と
つ
が
落
ち
着

い
て
強
固
な
意
志
を
持
っ
て
い
る
。
そ
う
言
わ

れ
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
私
た
ち
は
あ
ら
ゆ
る

原
点
に
帰
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

新
島
の
原
点
に
帰
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

「
一
市
民
た
れ
」
と
言
う
こ
と
で
す
。
新
島
が

２
０
０
年
か
か
る
と
い
っ
た
の
は
、
そ
れ
だ
け

の
時
間
が
あ
れ
ば
日
本
中
の
人
が
一
市
民
と
し

て
の
自
覚
を
持
つ
と
い
う
意
味
だ
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
あ
る
い
は
帝
国
主
義
的
な
道
が

崩
壊
し
、
そ
こ
か
ら
ま
た
市
民
社
会
が
芽
生
え

て
く
る
と
考
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の

「
市
民
た
れ
」
が
天
皇
制
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
防

ぐ
道
で
す
。「
市
民
」
を
ま
た
「
臣
民
」
に
し

よ
う
と
い
う
勢
力
が
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
私

た
ち
は
自
分
の
胸
の
中
に
抱
え
込
ん
だ
新
島
襄

を
大
き
く
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

（
２
０
１
９
年
11
月
30
日
、
今
出
川
校
地
良
心

館
教
室
に
て
）



現在の静和館

ステンドグラス

初代静和館 撮影：吉川徳厚（元数学科教諭）

図書・情報センター
　

初
代
静
和
館
（
１
９
１
２
年
８
月
29
日
竣
工
）
は
米
国
太
平
洋
婦
人
伝
道

会
の
寄
付
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
、
同
志
社
女
子
部
の
象
徴
と
し
て
長
い
間
愛

さ
れ
た
校
舎
で
あ
っ
た
。
二
代
目
静
和
館
建
設
の
際
、
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
が

掘
り
起
こ
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
納
め
ら
れ
て
い
た
初
代
静
和
館
定
礎
式
（
１

９
１
１
年
11
月
29
日
）
の
記
録
に
、
館
名
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
「
…
…
實
ニ
太
平
洋
沿
岸
並
ニ
近
接
諸
州
ニ
在
ル
多
數
婦
人
ノ
義
侠
ナ
ル

同
情
ニ
成
レ
ル
モ
ノ
ナ
リ
故
ニ
其
厚
意
ヲ
紀
念
セ
ン
ガ
為
メ
パ
シ
フ
イ
ク

（Pacifi c

）
ノ
字
ニ
因
ミ
之
ヲ
静
和
館
ト
命
名
ス
」

　

二
代
目
静
和
館
（
１
９
９
３
年
７
月
14
日
竣
工
）
に
は
そ
の
多
く
の
人
々

の
祈
り
が
大
切
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
初
代
の
南
入
り
口
の
ア
ー
チ
は
南

側
に
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
た
た
ず
み
、
ま
た
、
当
時
の
生
徒
た
ち
の
手
の

ぬ
く
も
り
が
残
る
階
段
手
摺
り
部
分
は
東
階
段
横
で
在
校
生
た
ち
を
見
守
っ

て
い
る
。
１
〜
３
階
は
高
校
各
学
年
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
と
担
任
会
室
。
広
い

廊
下
は
休
み
時
間
に
生
徒
た
ち
の
ダ
ン
ス
の
練
習
場
と
な
る
。
４
階
に
は
３

０
０
席
の
多
目
的
ホ
ー
ル
。
毎
朝
礼
拝
が
行
わ
れ
る
場
所
で
も
あ
る
。
南
側

に
面
し
た
廊
下
の
窓
か
ら
は
京
都
御
苑
の
豊
か
な
木
々
を
見
渡
す
こ
と
が
で

き
る
。
地
下
の
約
１
，０
０
０
㎡
の
広
さ
の
図
書
・
情
報
セ
ン
タ
ー
に
は
、

約
９
万
冊
の
蔵
書
、
閲
覧
席
１
１
７
席
、
会
議
室
、
キ
ャ
レ
ル
コ
ー
ナ
ー
、

ブ
ラ
ウ
ジ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
等
が
あ
り
、
中
央
に
は
ラ
イ
ト
コ
ー
ト
が
設
け
ら

れ
て
い
る
。

　

２
０
０
６
年
、
女
子
部
創
立
１
３
０
年
を
記
念
し
て
、
東
側
入
り
口
の
吹

き
抜
け
４
階
西
面
に
、
父
母
の
会
、
清
風
ク
ラ
ブ
、
ゆ
か
り
会
の
ご
寄
付
に

よ
っ
て
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
設
置
さ
れ
た
。
陽
が
西
に
傾
く
と
、「
地
の
塩
」

「
世
の
光
」
と
「
書
（
本
）」
に
見
立
て
た
ガ
ラ
ス
か
ら
光
が
こ
ぼ
れ
る
。

　

二
代
目
静
和
館
も
、
多
く
の
同
志
社
少
女
（
お
と
め
）
た
ち
に
愛
さ
れ
、

四
半
世
紀
を
越
え
た
。

静和館
（女子中学校・高等学校）

建物案内no.30



　

成
心
館
は
、
１
９
８
６
年
４
月
の
田
辺
校
地
開
校
に
際
し
、
学

生
部
（
当
時
）
お
よ
び
同
部
所
管
の
ラ
ウ
ン
ジ
、
会
議
室
な
ど
を

擁
す
る
福
利
厚
生
施
設
と
し
て
、
知
真
館
等
教
室
、
図
書
館
と
体

育
地
区
の
中
間
位
置
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
キ
ャ
ン
パ

ス
内
事
務
室
配
置
変
更
に
伴
い
用
途
変
更
を
重
ね
、
２
０
１
３
年

度
に
は
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
教
務
セ
ン
タ
ー
が
本
棟
に
移
転
し
、

当
初
の
ラ
ウ
ン
ジ
機
能
が
減
少
し
た
も
の
の
、
施
設
館
名
を
制
定

せ
ず
従
来
の
棟
名
「
ラ
ウ
ン
ジ
棟
」
を
用
い
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
２
０
１
６
年
４
月
の
事
務
室
配
置
変
更
に
よ
っ
て
、

現
在
の
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
教
務
セ
ン
タ
ー
（
生
命
医
科
学
部
・

研
究
科
／
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
・
研
究
科
／
心
理
学
部
・
研
究

科
／
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
の
教
務
窓
口
、

京
田
辺
校
地
教
務
課
、
免
許
資
格
課
程
セ
ン
タ
ー
事
務
室
）
に
加

え
て
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
（
京
田
辺
校
地
学
生
支
援
課
／
学
生
生

活
課
／
ス
ポ
ー
ツ
支
援
課
／
障
が
い
学
生
支
援
室
）
も
備
わ
り
、

同
棟
が
学
生
の
教
学
支
援
、
学
生
生
活
支
援
の
拠
点
施
設
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
施
設
館
名
と
し
て
「
成
心
館
」
の
館
名
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

館
名
は
、
新
約
聖
書
「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
６
章
10
節　

御

国
の
来
た
ら
ん
こ
と
を
。
御
心
の
天
に
成
る
ご
と
く
、
地
に
も
成

れ
さ
せ
給
え
。」
に
由
来
し
て
お
り
、
日
々
、
多
く
の
学
生
に
利

用
さ
れ
る
拠
点
施
設
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

成心館
（同志社大学）

建物案内
no.31
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同志社の逸品

　

フ
レ
ン
ド
ピ
ー
ス
ハ
ウ
ス
は
、
か
つ
て
同
志
社
病
院
長
を
務
め

た
ジ
ョ
ン
・
Ｃ
・
ベ
リ
ー
（John C

uting Berry

）
の
教
師
館

で
あ
っ
た
。
フ
レ
ン
ド
ピ
ー
ス
奨
学
金
制
度
の
設
立
者
で
あ
る
ハ

ワ
イ
の
セ
オ
ド
ア
・
リ
チ
ャ
ー
ズ
（T

heodore R
ichards

）
と

そ
の
妻
で
あ
る
メ
ア
リ
ー
・
ア
サ
ー
ト
ン
・
リ
チ
ャ
ー
ズ
（M

ary 
A
therton R

ichards

）
は
こ
の
建
物
を
１
９
３
６
年
（
昭
和
11
）

に
購
入
し
、
改
修
後
、
先
述
の
奨
学
金
制
度
で
同
志
社
に
や
っ
て

来
る
日
系
二
世
の
奨
学
生
の
拠
点
と
し
た
。
同
施
設
は
、
フ
レ
ン

ド
ピ
ー
ス
ハ
ウ
ス
（
同
志
社
布
哇
寮
）
と
名
付
け
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
こ
の
ハ
ウ
ス
は
２
０
１
８
年（
平
成
30
）に
解
体
さ

れ
た
。そ
れ
に
伴
い
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
は
、
同
施
設
の

部
材
や
調
度
品
の
一
部
を
受
け
入
れ
、
さ
ら
に
そ
の
一
部
を
第
20

回
企
画
展
「
フ
レ
ン
ド
ピ
ー
ス
ハ
ウ
ス
―
ハ
ワ
イ
か
ら
同
志
社
へ

―
」
で
展
示
し
た
。
今
回
紹
介
す
る
ミ
ン
ト
ン
ズ
・
チ
ャ
イ
ナ
・

ワ
ー
ク
ス
社
製
タ
イ
ル
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
ハ
ウ
ス
解
体
時
に

は
、
９
枚
の
タ
イ
ル
が
同
施
設
の
１
階
第
２
会
議
室
壁
面
に
用
い

ら
れ
て
い
た
。
表
面
に
は
鹿
や
牛
、
馬
な
ど
の
動
物
や
風
景
が
描

か
れ
て
お
り
（
前
頁
写
真
上
）、
う
ち
１
枚
の
タ
イ
ル
の
裏
面
に

「M
IN

T
O
N
S C

H
IN

A
 W

O
R
K
S ST

O
K
E O

N
 T

R
EN

T

」

と
の
刻
印
が
あ
る
（
前
頁
写
真
下
）。
こ
の
刻
印
か
ら
、
イ
ギ
リ

ス
の
陶
磁
器
製
造
会
社
で
あ
る
ミ
ン
ト
ン
ズ
・
チ
ャ
イ
ナ
・
ワ
ー

ク
ス
社
（M
intons C

hina W
orks

）
の
製
品
と
判
明
し
た
。

ス
ト
ー
ク
＝
オ
ン
＝
ト
レ
ン
ト
（Stoke-on-T

rent

）
は
イ
ギ

リ
ス
中
西
部
の
都
市
で
あ
り
、
ミ
ン
ト
ン
社
の
拠
点
で
あ
る
。

　

ミ
ン
ト
ン
ズ
・
チ
ャ
イ
ナ
・
ワ
ー
ク
ス
社
の
稼
働
時
期
と
タ
イ

ル
の
製
造
時
期
に
つ
い
て
は
、
株
式
会
社 LIX

IL IN
A
X
 

ラ
イ

ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
主
任
学
芸
員
の
後
藤
泰
男
氏
か
ら
ご
教
示
を
い

た
だ
い
た
。
氏
に
よ
る
と
、
ミ
ン
ト
ン
社
は
ビ
ジ
ネ
ス
・
パ
ー
ト

ナ
ー
や
親
族
に
よ
っ
て
い
く
つ
か
の
会
社
に
わ
か
れ
て
お
り
、
そ

の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
ミ
ン
ト
ン
ズ
・
チ
ャ
イ
ナ
・
ワ
ー
ク
ス
社

は
１
８
６
８
年
に
創
設
さ
れ
、
１
９
１
８
年
ま
で
タ
イ
ル
を
製
造

し
て
い
た
。
な
お
、
ス
ト
ー
ク
＝
オ
ン
＝
ト
レ
ン
ト
に
あ
り
、
ミ

ン
ト
ン
の
資
料
を
所
蔵
す
る C

ity C
entral Library 

か
ら
の

情
報
提
供
に
よ
っ
て
、
前
頁
写
真
上
左
の
タ
イ
ル
の
シ
リ
ー
ズ

（“A
nim

als of the Farm
”

）は
19
世
紀
後
半
の
タ
イ
ル
を
収
め

た
目
録
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ワ
イ
ズ
（W

illiam
 

W
ise

）
の
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

同
社
の
稼
働
時
期
と
タ
イ
ル
の
製
造
時
期
を
考
慮
す
る
と
、
９

枚
の
タ
イ
ル
は
１
８
８
７
年
（
明
治
20
）
頃
に
建
て
ら
れ
た
ベ
リ

ー
の
教
師
館
で
用
い
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
フ
レ
ン
ド
ピ

ー
ス
ハ
ウ
ス
の
前
史
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
の
で
き
る
の
が
こ
れ

ら
の
タ
イ
ル
で
あ
る
。 

同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
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青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
イ
ン
ド
に
派

遣
　

２
０
１
９
年
３
月
同
志
社
大
学
と
体

育
会
ラ
グ
ビ
ー
部
は
国
際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
と
大
学
連
携
協
定
を
締

結
し
、
現
役
ラ
グ
ビ
ー
部
８
名
を
２
０

２
０
年
２
月
17
日
か
ら
１
か
月
間
、
青

年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
イ
ン
ド
に
派

遣
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
８
名

の
部
員
は
、
イ
ン
ド
の
生
徒
・
学
生
に

ラ
グ
ビ
ー
を
指
導
し
、
イ
ン
ド
ラ
グ
ビ

ー
の
普
及
と
強
化
に
貢
献
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
２
０
２
３
年
ま
で
の
４
年
間
継
続

さ
れ
る
予
定
で
毎
年
２
月
に
イ
ン
ド
に

派
遣
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
派
遣
に
合
わ
せ
て
事
前
学
習
を

実
施
し
、
イ
ン
ド
の
歴
史
、
文
化
的
背

景
な
ど
に
つ
い
て
各
自
が
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
皆
で
学
び
を
深
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
先
日
、
京
田
辺

市
長
、
そ
し
て
イ
ン
ド
領
事
を
表
敬
訪

問
し
、
市
長
、
領
事
か
ら
日
印
双
方
に

と
っ
て
ぜ
ひ
有
意
義
な
活
動
に
し
て
ほ

し
い
と
の
激
励
を
受
け
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
国
際
交
流
と
貢
献

の
意
味

　

昨
年
11
月
に
Ｊ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
と
い

う
外
務
省
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
イ
ン
ド
の

ラ
グ
ビ
ー
関
係
者
20
名
が
日
本
ラ
グ
ビ

ー
界
の
視
察
と
人
材
交
流
を
目
的
と
し

て
来
日
し
ま
し
た
。
田
辺
グ
ラ
ン
ド
で

の
練
習
見
学
が
予
定
さ
れ
て
い
た
の
で

す
が
、
熱
い
気
持
ち
を
抑
え
き
れ
な
く

な
っ
た
イ
ン
ド
の
選
手
ら
か
ら
一
緒
に

プ
レ
イ
し
た
い
と
い
う
予
期
せ
ぬ
嘆
願

が
あ
り
、
急
遽
、
練
習
に
飛
び
入
り
参

加
を
す
る
と

い
う
一
幕
も

あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
ハ

プ
ニ
ン
グ
的

な
展
開
に
よ

り
両
国
の
選

手
が
ラ
グ
ビ

ー
を
通
じ
て

心
を
通
わ
せ

ま
し
た
。
訪

日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
、
も
っ
と
も

印
象
に
残
っ
た
経
験
だ
っ
た
と
、
喜
ん

で
い
た
そ
う
で
す
。
言
葉
や
文
化
の
違

い
を
超
え
て
両
者
が
互
い
に
尊
重
し
、

さ
ら
に
知
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
自

然
に
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
た
国
際
交
流
、
国
際
貢
献
の
意

義
は
決
し
て
小
さ
く
な
い
。
ラ
グ
ビ
ー

部
員
の
イ
ン
ド
派
遣
を
前
に
、
そ
の
こ

と
を
実
感
す
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

イ
ン
ド
で
の
彼
ら
の
貢
献
、
そ
し
て
彼

ら
自
身
の
成
長
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま

す
。

大学政策学部教授　川
かわ

井
い

圭
けい

司
じ

同志社大学ラグビー部、
JICAプログラムでインドへ派遣
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女
子
大
学
で
は
、
女
性
ア
ク
テ
ィ
ベ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
主
催
し
て
２
０

１
６
年
度
か
ら
「
女
性
の
た
め
の
起
業

家
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施
し
て
い
る
。
当

セ
ミ
ナ
ー
は
女
性
起
業
家
育
成
を
目
的

と
し
て
お
り
、
6
回
シ
リ
ー
ズ
の
初
回

に
起
業
家
精
神
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
作

成
に
つ
い
て
学
習
す
る
。
同
時
に
、
最

終
回
で
発
表
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
作

成
の
た
め
の
グ
ル
ー
プ
作
り
も
行
う
が
、

各
受
講
生
の
思
い
を
確
認
し
た
上
で
、

一
般
女
性
、
卒
業
生
、
在
学
生
、
起
業

経
験
者
・
未
経
験
者
が
で
き
る
だ
け
バ

ラ
ン
ス
よ
く
混
じ
る
よ
う
な
形
に
す
る
。

そ
の
後
は
、
講
演
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

が
あ
り
、
講
師
陣
に
は
起
業
を
成
功
さ

せ
た
女
性
経
営
者
を
招
い
て
起
業
の
体

験
談
を
話
し
て
い
た
だ
く
。
起
業
の
き

っ
か
け
や
、
リ
ス
ク
を
と
る
勇
気
、
積

極
的
な
行
動
、
創
意
工
夫
、
困
難
の
克

服
な
ど
を
話
す
講
師
の
熱
い
思
い
が
受

講
生
に
伝
わ
り
、
受
講
生
の
起
業
理
解

と
意
識
が
深
ま
っ
て
い
く
。
講
演
後
は

活
発
な
質
疑
応
答
が
続
く
。
ま
た
、
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
起
業
ア
イ
デ
ア
を
練
っ

て
ゆ
き
、
講
師
も
各
グ
ル
ー
プ
の
状
況

に
応
じ
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
。
こ
の

よ
う
な
女
性
起
業
家
と
受
講
生
の
出
会

い
・
協
働
の
場
の
提
供
が
、
当
セ
ミ
ナ

ー
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
二
つ
目
の

特
徴
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
を
通
し
た
受
講
生
の
成
長
と
、
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
・
プ
レ
ゼ
ン
後
に
得
ら
れ

る
審
査
員
か
ら
の
リ
ア
ル
で
ク
オ
リ
テ

ィ
の
高
い
ア
ド
バ
イ
ス
で
あ
る
。
２
０

１
９
年
度
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
テ
ー

マ
は
、
社
会
問
題
解
決
に
焦
点
を
当
て

る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
毎
年
ど
の
グ
ル

ー
プ
も
セ
ミ
ナ
ー
で
学
ん
だ
こ
と
を
も

と
に
、
グ
ル
ー
プ
で
協
力
し
て
よ
く
準

備
し
た
こ
と
が
わ
か
る
聞
き
応
え
の
あ

る
プ
レ
ゼ
ン
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

当
セ
ミ
ナ
ー
に
対
す
る
受
講
生
の
満

足
度
は
き
わ
め
て
高
く
、
セ
ミ
ナ
ー
受

講
後
は
起
業
意
欲
の
高
ま
り
も
み
ら
れ

る
。
過
年
度
の
セ
ミ
ナ
ー
受
講
生
で
、

そ
の
後
、
起
業
が
軌
道
に
の
り
活
躍
す

る
女
性
も
出
て
き
て
い
る
。
起
業
家
セ

ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
い
る
女
子
大
学
は

ま
だ
少
な
く
、
新
聞
記
事
に
取
り
上
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
が
、
学
内

外
で
当
セ
ミ
ナ
ー
の
認
知
度
を
上
げ
、

今
後
さ
ら
に
多
く
の
方
々
に
参
加
し
て

い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

女子大学現代社会学部教授　三
み や け

宅えり子
こ

女子大学の
起業家セミナーが熱い
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３
年
生
の
国
語
で
は
、「
万
葉
集
」

を
学
習
し
ま
す
。
私
自
身
、
古
典
を
学

ぶ
意
味
の
一
つ
は
、
は
る
か
昔
の
人
々

と
思
い
を
共
有
で
き
る
体
験
を
も
つ
こ

と
に
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
千
年
以

上
前
に
生
き
て
い
た
人
々
が
残
し
た
言

葉
に
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
が
共
感
で

き
る
、
な
ん
と
面
白
い
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
人
間
の
心
の
奥
底
に
あ
る
、

ル
ー
ツ
を
探
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

満
た
さ
れ
て
い
く
よ
う
な
心
持
に
な
り

ま
す
。

　

さ
て
、
万
葉
集
に
は
有
名
歌
人
の
作

品
ば
か
り
で
は
な
く
、
一
般
庶
民
の
歌

も
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

信し
な
の濃
道ぢ

は 

　
　

今い
ま

の
墾は

り
道み
ち  

刈か

り
ば
ね
に 
 

足あ
し

踏ふ

な
む  

沓く
つ

は
け
我わ

が
背せ　

 

東あ
ず
ま
う
た歌

現
代
語
訳
は
、「
信
濃
へ
の
道
は
最
近

開
通
し
た
ば
か
り
の
道
で
す
。
切
り
株

を
踏
ん
で
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
沓
を
お

履
き
な
さ
い
、
あ
な
た
。」
何
気
な
い

日
常
の
ワ
ン
シ
ー
ン
を
切
り
取
っ
た
歌

で
す
が
、
こ
の
最
後
の
フ
レ
ー
ズ
だ
け

で
も
想
像
が
ぐ
ん
と
広
が
り
ま
す
。
若

い
夫
婦
な
の
か
？
玄
関
で
妻
が
放
っ
た

言
葉
な
の
か
？
沓
は
妻
が
夜
な
べ
し
て

つ
く
っ
た
も
の
な
の
か
？
妻
が
夫
を
気

遣
う
気
持
ち
が
手
に
と
る
よ
う
に
分
か

り
ま
す
。
こ
の
歌
の
素
敵
な
と
こ
ろ
は
、

「
愛
し
て
い
る
よ
」「
心
配
し
て
い
る
よ
」

と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
な
い
の
に
も

関
わ
ら
ず
、
そ
の
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て

く
る
と
こ
ろ
で
す
。
心
情
を
表
す
言
葉

を
使
わ
な
く
て
も
、
そ
の
心
情
が
表
せ

る
と
こ
ろ
に
言
葉
の
深
さ
が
あ
り
、
言

葉
の
お
も
し
ろ
み
が
感
じ
ら
れ
る
こ
と

を
、
子
ど
も
た
ち
と
共
有
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
そ
う
い
っ
た
言
葉

を
考
え
て
短
歌
の
リ
ズ
ム
に
乗
せ
る
創

作
活
動
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

　

初
め
は
何
に
対
し
て
「
愛
」
を
述
べ

る
か
を
考
え
る
と
こ
ろ
か
ら
苦
戦
し
て

い
ま
し
た
が
、
題
材
が
決
ま
る
と
試
行

錯
誤
し
な
が
ら
歌
を
つ
く
っ
て
い
ま
し

た
。
語
順
を
替
え
る
と
読
み
手
の
印
象

が
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
や
、
言

葉
の
選
択
、
も
し
く
は
漢
字
／
ひ
ら
が

な
／
カ
タ
カ
ナ
の
表
記
の
違
い
で
印
象

が
堅
く
な
っ
た
り
、
柔
ら
か
く
な
っ
た

り
す
る
こ
と
を
感
じ
て
く
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。
お
互
い
に
添
削
を
し
た
り
、

気
に
入
っ
た
表
現
を
共
有
し
た
り
し
て

い
る
様
子
が
印
象
的
で
し
た
。
短
歌
を

通
し
て
、
言
葉
と
向
き
合
い
な
が
ら
、

各
々
楽
し
ん
で
創
作
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

中学校・高等学校教諭　村
むら

上
かみ

準
じゅん

 

「愛」を「愛」という
言葉なしに伝える

生徒作品
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〇
こ
れ
ま
で

　

今
か
ら
10
年
程
前
、
生
徒
達
に
よ
る

「
ラ
オ
ス
に
学
校
を
建
て
よ
う
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
当
時
、

生
徒
自
治
会
が
学
園
祭
等
の
行
事
運
営

以
外
に
も
何
か
活
動
す
る
こ
と
は
な
い

か
模
索
し
て
い
た
時
、
社
会
科
の
授
業

で
の
ラ
オ
ス
学
習
を
機
に
、
私
達
に
は

教
室
が
あ
っ
て
毎
日
普
通
に
学
習
で
き

る
こ
と
が
当
た
り
前
と
意
識
し
て
い
る

が
世
界
に
は
そ
れ
こ
そ
が
叶
わ
な
い
子

供
達
が
大
勢
い
る
こ
と
を
生
徒
達
が
意

識
づ
け
ら
れ
た
の
が
始
ま
り
の
よ
う
で

し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
な
活

動
と
し
て
は
、
学
園
祭
等
で
の
香
里
オ

リ
ジ
ナ
ル
ノ
ー
ト
や
セ
ー
タ
ー
、
カ
ー

デ
ィ
ガ
ン
、
な
ど
の
グ
ッ
ズ
販
売
、
そ

し
て
募
金
活
動
に
よ
る
資
金
集
め
を
中

心
と
し
て
き
ま
し
た
。
２
０
１
２
年
に

は
そ
の
収
益
金

が
約
２
０
０
万

円
に
も
及
び
、

シ
ェ
ン
ク
ワ
ン

に
小
学
校
の
校

舎
を
建
設
寄
贈

す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
２

校
目
を
と
い
う

話
に
な
っ
た
よ
う
で
す
が
、
そ
の
前
に

生
徒
達
に
一
つ
の
課
題
も
生
ま
れ
ま
し

た
。
ラ
オ
ス
で
は
未
だ
に
爆
弾
や
地
雷

の
処
理
、
病
院
等
の
生
活
環
境
の
整
備

が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、
む
し
ろ
学
用

品
が
不
足
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
そ
の
た
め
に
２
０
１
４
年
か

ら
は
収
益
金
を
使
っ
て
ノ
ー
ト
や
教
科

書
、
鉛
筆
等
の
学
用
品
、
サ
ッ
カ
ー
ボ

ー
ル
や
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
セ
ッ
ト
、
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
等
の
運
動
用
具
も
寄
贈
を
し

て
い
き
ま
し
た
。

〇
２
０
１
９
年
度
の
取
り
組
み

　

こ
の
２
０
１
９
年
度
に
お
い
て
も
入

学
式
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
学
園
祭

等
で
の
募
金
、
グ
ッ
ズ
の
販
売
を
中
心

に
資
金
集
め
の
活
動
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
収
益
金
も
約
２
５
０
万

円
と
な
り
昨
年
度
よ
り
再
び
進
め
ら
れ

て
い
た
シ
ェ
ン
ク
ワ
ン
の
小
学
校
校
舎

増
設
に
も
乗
り
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

11
月
の
文
化
祭
で
は
生
徒
自
治
会
に

よ
る
ラ
オ
ス
展
示
も
行
い
本
校
生
徒
を

は
じ
め
、
広
く
ラ
オ
ス
に
つ
い
て
知
っ

て
も
ら
う
機
会
を
作
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
に
事
前
に
京
都
大
学
の
ラ
オ
ス
か

ら
の
留
学
生
に
本
校
に
来
て
い
た
だ
き

異
文
化
の
話
を
聞
き
、
展
示
に
生
か
し

ま
し
た
。
文
化
祭
開
会
式
で
は
ラ
オ
ス

領
事
館
関
係
の
方
を
招
き
、
校
舎
増
設

資
金
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。
現
在
、

増
設
校
舎
の
図
面
も
出
来
上
が
り
こ
れ

か
ら
本
格
的
に
建
設
に
取
り
掛
か
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ラオスに学校を建てよう。
プロジェクトⅡ

香里中学校・高等学校教諭　水
みず

上
かみ

陽
よう

一
いち
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２
０
１
９
年
７
月
26
日
〜
30
日
に
か

け
て
、
霧
島
市
牧
園
ア
リ
ー
ナ
（
鹿
児

島
県
）
で
行
わ
れ
た
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
に
お

い
て
、
本
校
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の

小
山
美
優
さ
ん
が
個
人
対
抗
女
子
サ
ー

ブ
ル
第
８
位
入
賞
と
い
う
成
績
を
収
め

ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
の
入
賞
は
、

本
校
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
ク
ラ
ブ
に
と
っ
て

２
０
１
１
年
以
来
、
８
年
ぶ
り
の
こ
と

で
す
。
彼
女
の
努
力
が
結
果
と
し
て
実

り
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
た
部
員
に
と

っ
て
も
こ
の
上
な
い
喜
び
と
な
り
ま
し

た
。

　

昨
年
、
一
昨
年
と
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ

の
出
場
が
叶
わ
な
か
っ
た
小
山
さ
ん
に

と
っ
て
、
今
回
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
最

初
で
最
後
の
も
の
で
し
た
。
予
選
で
は
、

緊
張
か
ら
か
、
身
体
が
硬
く
、
本
来
の

動
き
が
出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
入
り
、
頭
を
使
い
、

足
を
使
い
、
相
手
を
揺
さ
ぶ
り
、
得
点

を
重
ね
、
徐
々
に
調
子
を
取
り
戻
し
ま

し
た
。
迎
え
た
ベ
ス
ト
８
を
掛
け
た
試

合
で
は
、
予
選
で
一
度
敗
れ
た
選
手
と

再
び
戦
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
度

試
合
を
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
戦
い

方
を
十
分
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
自

分
の
や
る
べ
き
こ
と
を
し
っ
か
り
と
決

め
、
自
信
を
持
っ
て
試
合
に
入
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
終
始
リ

ー
ド
を
保
ち
、
見
事
リ
ベ
ン
ジ
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
大
会
の
目
標
は
、「
入
賞
（
ベ
ス

ト
８
）
す
る
こ
と
」
で
し
た
が
、
彼
女

は
ま
た
別
の
目
標
に
向
か
っ
て
走
り
出

し
て
い
ま
す
。
更
な
る
高
み
を
目
指
し

て
、
一
歩
一
歩
着
実
に
力
を
つ
け
、
技

術
だ
け
で
な
く
一
人
の
人
間
と
し
て
の

成
長
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
本
校
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
ク
ラ
ブ

で
は
、
全
国
大
会
の
学
校
対
抗
戦
に
お

い
て
表
彰
台
に
立
つ
こ
と
を
ク
ラ
ブ
の

目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
同
時
に
部
員

一
人
一
人
が
個
人
の
目
標
を
持
っ
て

日
々
の
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ク
ラ
ブ
の
目
標
と
個
人
の
目
標
を
両
立

さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
す
が
、

決
し
て
独
り
よ
が
り
に
な
ら
ず
、
他
者

と
共
に
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ

か
ら
も
チ
ー
ム
と
し
て
歩
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

フェンシングクラブ
全国高等学校総合体育大会入賞

女子中学・高等学校　吉
よし

田
だ

和
かず

高
たか

・山
やま

本
もと

啓
けい

太
た
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ア
メ
リ
カ
政
治
と
映
画

　

私
は
大
学
院
時
代
の
４
年
間
を
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
の
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
で
過
ご
し
た
。
今
で

も
年
に
数
回
は
こ
の
政
治
の
町
を
訪
問
す
る
。

そ
し
て
、
こ
こ
数
年
は
必
ず
立
ち
寄
る
場
所
が

い
く
つ
か
あ
る
。
閑
静
な
住
宅
街
の
一
角
に
あ

る
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
そ
の
一

つ
で
、
印
象
派
か
ら
モ
ダ
ン
・
ア
ー
ト
ま
で
幅

広
く
堪
能
で
き
る
。
そ
し
て
、
連
邦
議
会
図
書

館
で
あ
る
。
こ
こ
は
世
界
最
大
規
模
の
図
書
館

で
、
貴
重
な
歴
史
資
料
も
数
多
く
保
管
さ
れ
て

い
る
し
、
議
会
調
査
局
は
多
数
の
専
門
家
を
擁

し
て
連
邦
議
員
の
立
法
活
動
を
補
佐
し
て
い
る
。

だ
が
、
私
が
必
ず
赴
く
の
は
、
動
画
研
究
セ
ン

タ
ー
（M

oving Im
age R

esearch C
enter

）

と
い
う
部
門
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
多
く
の
記
録

映
像
の
他
に
、
１
万
本
以
上
の
映
画
が
保
管
さ

れ
て
い
て
、
研
究
目
的
な
ら
事
前
に
予
約
し
て

視
聴
で
き
る
の
で
あ
る
。
日
本
は
も
と
よ
り
ア

メ
リ
カ
で
も
一
般
に
は
入
手
で
き
な
い
戦
前
の

作
品
も
、
こ
こ
で
観
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。

　

私
に
と
っ
て
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
貴
重
な
研

究
の
場
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
私
は
こ
の
数
年
、

ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
映
画
と
政
治
の
関
係
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
セ
ン

タ
ー
で
私
が
観
る
こ
と
の
で
き
た
作
品
を
い
く

つ
か
紹
介
し
よ
う
。

　

ま
ず
、
ノ
ー
マ
ン
・
タ
ウ
ロ
グ
監
督
の
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
喜
劇
『
お
化
け
大
統
領
』（Th e 

Phantom
 President, 

１
９
３
２
年
）
で
あ
る
。

禁
酒
法
と
ギ
ャ
ン
グ
の
横
行
す
る
大
不
況
下
で
、

ア
メ
リ
カ
は
大
統
領
選
挙
を
迎
え
る
。
ブ
レ
ア

候
補
こ
そ
適
任
な
の
だ
が
、
彼
に
は
お
よ
そ
シ

ョ
ー
マ
ン
シ
ッ
プ
や
セ
ッ
ク
ス
・
ア
ピ
ー
ル
が

な
い
。
そ
こ
で
ブ
レ
ア
候
補
そ
っ
く
り
の
陽
気

な
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
替
え
玉
に
仕
立
て
上
げ
ら

れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
う
と
は
知
ら
な
い
ブ
レ

ア
の
恋
人
は
彼
の
性
格
が
陽
気
に
な
っ
た
こ
と

に
喜
び
、
こ
の
替
え
玉
を
真
剣
に
恋
す
る
よ
う

に
な
る
。「
私
は
大
統
領
選
挙
を
戦
う
ん
だ
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
コ
メ
デ
ィ
を
や
る
わ
け
で
は

な
い
！
」、「
同
じ
こ
と
さ
」
―
―
本
物
と
替
え

玉
の
候
補
者
の
間
の
会
話
で
あ
る
。
政
治
と
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
延
長
線
上
に
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ

ン
大
統
領
や
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が

い
る
。
ア
イ
ヴ
ァ
ン
・
ラ
イ
ト
マ
ン
監
督
『
デ

ー
ヴ
』（D

ave, 

１
９
９
３
年
）
は
、
こ
の
作

品
の
リ
メ
イ
ク
で
あ
る
。

　

次
に
、
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
カ
ー
バ
監
督
『
獨
裁

村
むら

田
た

 晃
こう

嗣
じ

（大学法学部教授）
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大
統
領
』（G

abriel over the W
hite H

ouse, 
１
９
３
３
年
）
で
あ
る
。
腐
敗
し
た
大
統
領
（
１

９
２
０
年
代
の
共
和
党
の
大
統
領
の
集
合
イ
メ

ー
ジ
）
が
事
故
で
一
命
を
と
り
と
め
る
と
、
天

使
に
乗
り
移
ら
れ
て
一
変
し
（
原
題
は
『
ホ
ワ

イ
ト
ハ
ウ
ス
に
舞
い
降
り
た
大
天
使
ガ
ブ
リ
エ

ル
』）、
失
業
対
策
や
犯
罪
対
策
、
そ
し
て
平
和

外
交
に
、
戒
厳
令
ま
で
発
し
て
、
そ
れ
こ
そ
「
独

裁
的
」
に
奔
走
す
る
と
い
う
物
語
で
あ
る
。
政

治
の
再
生
が
テ
ー
マ
で
あ
り
、
同
年
に
当
選
し

た
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
Ｄ
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
次

期
大
統
領
へ
の
応
援
歌
で
も
あ
る
。
実
際
、
ロ

ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
は
こ
の
映
画
を
大
い
に
楽
し
ん

だ
と
い
う
。
こ
の
作
品
を
知
る
者
は
ほ
と
ん
ど

い
な
い
が
、
三
谷
幸
喜
監
督
『
記
憶
に
ご
ざ
い

ま
せ
ん
！
』（
２
０
１
９
年
）
は
基
本
的
に
こ

れ
の
パ
ロ
デ
ィ
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
カ
ー
テ
ィ
ス
・
バ
ー
ン
ハ
ー
ト
監

督
『
彼
氏
は
ト
ッ
プ
レ
デ
ィ
』（K

isses for 
M

y President, 

１
９
６
４
年
）
で
は
、
女
性

大
統
領
と
そ
の
夫
の
関
係
が
コ
ミ
カ
ル
に
描
か

れ
て
い
る
。
こ
の
映
画
の
最
後
で
は
、
大
統
領

は
妊
娠
を
理
由
に
辞
任
す
る
。「
こ
れ
で
男
性

優
位
が
確
認
さ
れ
た
」
と
夫
が
言
う
。「
ど
う

い
う
意
味
？
」
と
大
統
領
が
問
う
。「
君
は
数

千
万
人
の
女
性
に
よ
っ
て
大
統
領
に
選
ば
れ
た

の
に
、
た
っ
た
一
人
の
男
性
の
た
め
に
辞
職
す

る
ん
だ
」
と
夫
が
答
え
る
。
お
よ
そ
フ
ェ
ミ
ニ

ズ
ム
と
は
無
縁
の
作
品
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
作
品
ま
で
分
析
し
て
、
ア
メ
リ
カ

映
画
と
政
治
の
関
係
史
を
紡
ぎ
、
さ
ら
に
は
、

日
米
比
較
を
試
み
る
の
が
、
目
下
の
私
の
研
究

課
題
で
あ
る
。
も
と
も
と
は
、
レ
ー
ガ
ン
大
統

領
の
人
物
研
究
を
手
が
け
て
お
り
、
彼
が
映
画

俳
優
出
身
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
研
究

テ
ー
マ
に
た
ど
り
着
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、

人
物
研
究
に
も
依
然
と
し
て
強
い
関
心
を
持
っ

て
お
り
、
日
米
関
係
に
大
き
な
役
割
を
果
し
た

ハ
ワ
イ
出
身
の
民
主
党
上
院
議
員
ダ
ニ
エ
ル
・

イ
ノ
ウ
エ
の
研
究
に
も
着
手
し
よ
う
と
し
て
い

る
。

リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
の
さ
さ
や
か
な
試
み

　

教
育
面
で
は
、
２
、
３
、
４
年
次
の
演
習
（
ゼ

ミ
）
で
、
国
際
政
治
学
の
基
礎
的
な
文
献
を
読

ま
せ
る
だ
け
で
な
く
、
映
画
を
題
材
に
国
際
問

題
や
ア
メ
リ
カ
の
内
政
問
題
を
議
論
す
る
な
ど
、

専
門
分
野
を
広
い
文
脈
で
考
察
で
き
る
よ
う
に

す
る
工
夫
を
し
て
い
る
。
い
わ
ば
、
リ
ベ
ラ
ル
・

ア
ー
ツ
的
な
試
み
で
あ
る
。
こ
の
際
に
も
、
グ

ル
ー
プ
で
議
論
し
、
グ
ル
ー
プ
で
発
表
す
る
、

集
団
作
業
を
経
験
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
３
年
生
と
４
年
生
に
は
ゼ
ミ
論
文
を
義

務
づ
け
て
い
る
。
３
年
生
で
書
い
た
こ
と
を
１

年
か
け
て
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
さ
せ
る
よ
う
に

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
特
に
、
論
点
を
見
つ
け
、

先
行
研
究
を
調
べ
、
ど
の
よ
う
な
分
析
の
方
法

を
用
い
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
資
料
や
デ
ー
タ

を
使
い
、
結
論
は
論
点
に
対
し
て
ど
こ
ま
で
答

え
ら
れ
て
お
り
、
何
が
残
さ
れ
た
課
題
な
の
か

を
明
ら
か
に
す
る
―
―
こ
う
し
た
論
文
作
成
の

作
法
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
し
て
い
る
。
書
く

こ
と
は
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
３
年
次
に
は
、
東
京
研
修
と
４
大

学
合
同
ゼ
ミ
を
実
施
し
て
い
る
。
前
者
は
国
会

や
外
務
省
、
防
衛
省
な
ど
を
見
学
し
て
実
務
家

の
お
話
を
う
か
が
い
、
さ
ら
に
、
東
京
在
住
の

ゼ
ミ
の
卒
業
生
の
人
び
と
と
交
流
す
る
機
会
で

あ
る
。
後
者
は
、
京
都
大
学
、
一
橋
大
学
、
慶

應
義
塾
大
学
の
国
際
関
係
論
の
ゼ
ミ
と
の
合
同

イ
ベ
ン
ト
で
、
四
つ
の
大
学
が
順
番
に
ホ
ス
ト

を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
学
生
た
ち
に

と
っ
て
は
、
他
流
試
合
と
し
て
大
き
な
刺
激
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
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１
、
近
代
日
本
看
護
史
研
究
を
始
め
た
経
緯

　

様
々
な
仮
定
を
お
い
た
上
で
、
社
会
で
起
き

て
い
る
事
象
を
読
み
解
こ
う
と
す
る
経
済
学
と

い
う
学
問
そ
の
も
の
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
こ

と
、
労
働
市
場
に
お
け
る
女
性
の
働
き
方
の
構

造
を
学
べ
る
こ
と
、
以
上
の
理
由
に
よ
り
、
経

済
学
部
を
選
び
ま
し
た
。
学
部
時
代
の
ゼ
ミ
で

は
労
働
経
済
学
を
学
ん
で
い
ま
し
た
が
、
歴
史

の
勉
強
が
好
き
で
あ
っ
た
こ
と
や
ゼ
ミ
の
先
生

の
勧
め
も
あ
り
、
大
学
院
で
は
、
日
本
経
済
史
・

日
本
経
営
史
分
野
に
進
ん
で
研
究
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

以
降
、
歴
史
の
方
法
論
で
、
女
性
の
働
き
方

の
構
造
を
専
門
的
に
研
究
す
る
こ
と
に
な
っ
た

わ
け
で
す
が
、
日
本
経
済
史
・
日
本
経
営
史
分

野
で
研
究
さ
れ
て
い
る
女
性
労
働
者
の
中
心
は

近
代
日
本
の
工
業
化
の
進
展
に
大
き
く
貢
献
し

て
き
た
紡
績
業
や
製
糸
業
で
働
く
女
性
で
し
た
。

た
だ
、
近
代
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
女
性
だ
け
で

は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
「
職
業
婦
人
」
と
呼
ば
れ

る
人
た
ち
も
社
会
で
活
躍
し
て
き
た
の
に
、
な

ぜ
、
紡
績
業
や
製
糸
業
で
働
く
女
性
ば
か
り
が

研
究
対
象
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の

よ
う
な
疑
問
を
持
っ
た
こ
と
が
研
究
対
象
と
し

て
看
護
婦
を
選
択
す
る
出
発
点
で
し
た
。

　

そ
し
て
修
士
論
文
の
研
究
テ
ー
マ
を
考
え
て

い
た
時
期
に
、
歴
史
人
口
学
、
医
学
史
、
社
会

史
を
研
究
し
て
い
る
先
生
と
の
交
流
が
密
に
あ

っ
た
こ
と
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
や
イ
ギ
リ
ス
で

蓄
積
さ
れ
て
き
た
看
護
史
研
究
や
学
際
的
な
内

容
に
大
き
な
刺
激
を
受
け
た
こ
と
も
影
響
し
て
、

女
性
が
就
く
資
格
職
の
代
表
的
存
在
で
あ
り
、

現
在
も
医
療
や
福
祉
の
現
場
で
活
躍
し
て
い
る

看
護
婦
を
最
終
的
に
は
研
究
対
象
と
し
て
選
び

ま
し
た
。

２
、
研
究
内
容

　

２
０
１
６
年
末
に
『
看
護
婦
の
歴
史
：
寄
り

添
う
専
門
職
の
誕
生
』（
吉
川
弘
文
館
）
を
ま

と
め
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
を
簡
単
に
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

日
本
に
お
け
る
看
護
史
研
究
の
中
心
的
な
主

題
は
、
第
１
に
看
護
婦
の
社
会
的
地
位
の
低
さ

の
証
明
、
第
２
に
看
護
婦
の
社
会
的
地
位
を
向

上
さ
せ
る
た
め
の
方
法
の
提
示
で
あ
っ
た
と
考

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
社
会
的
地
位

に
つ
い
て
議
論
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
看
護

婦
の
労
働
事
情
を
含
め
た
境
遇
に
関
す
る
史
料

の
発
掘
を
要
し
ま
す
。
さ
ら
に
は
そ
れ
ら
史
料

に
基
づ
い
た
看
護
婦
の
境
遇
に
関
す
る
よ
り
正

確
さ
を
追
い
求
め
た
実
証
も
不
可
欠
で
す
。
私

は
こ
の
２
点
に
こ
だ
わ
っ
て
研
究
を
続
け
て
き

ま
し
た
。

山
やま

下
した

 麻
ま

衣
い

（大学商学部准教授）

寄り添う専門職たる
看護婦の研究
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拙
著
の
特
徴
の
第
１
は
、
現
在
史
料
で
検
証

可
能
な
範
囲
で
近
代
日
本
に
お
け
る
「
看
護

婦
」
と
称
せ
ら
れ
た
人
々
の
特
徴
を
、
教
育
の

場
お
よ
び
働
く
場
で
場
合
分
け
し
た
こ
と
で
す
。

戦
前
に
お
け
る
看
護
婦
の
教
育
の
場
は
学
校
だ

け
で
は
な
く
診
療
所
や
病
院
も
含
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
働
く
場
と
し
て
は
戦
地
、
派
出

看
護
婦
会
、
病
院
、
診
療
所
、
海
外
、
小
学
校

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
場
で
、
教

育
レ
ベ
ル
及
び
資
格
取
得
方
法
が
異
な
る
「
看

護
婦
」
が
、
千
差
万
別
な
待
遇
で
患
者
の
た
め

に
働
い
て
い
た
こ
と
を
実
証
し
ま
し
た
。
第
２

は
、
看
護
婦
の
労
働
の
内
容
が
、
ど
の
よ
う
な

基
準
軸
で
、
誰
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
判
断

さ
れ
て
き
た
の
か
を
描
き
だ
そ
う
と
し
た
こ
と

で
す
。
こ
の
よ
う
な
視
点
を
持
て
た
理
由
は
、

平
成
19
年
か
ら
５
年
間
、「
総
合
社
会
科
学
と

し
て
の
社
会
・
経
済
に
お
け
る
障
害
の
研
究
」

（
学
術
創
成
研
究
、
研
究
代
表
者
：
松
井
彰
彦

（
東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
））
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
障
害
を
持
つ
人
々
を
分
析

す
る
際
の
方
法
論
の
１
つ
と
し
て
「
障
害
学
」

（D
isability Studies

）
と
い
う
学
問
を
学
ぶ

機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
す
。
な
お
、

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
と
し
て
、
２
０
１

４
年
に
、
私
が
編
者
と
な
っ
て
『
歴
史
の
な
か

の
障
害
者
』（
法
政
大
学
出
版
局
）
を
共
に
研

究
を
続
け
て
き
た
信
頼
し
尊
敬
で
き
る
先
生
方

と
出
版
し
ま
し
た
。
こ
の
本
の
１
つ
の
章
で
、

私
は
第
二
次
世
界
大
戦
前
に
お
け
る
東
京
市
尋

常
小
学
校
の
特
別
学
級
で
学
ぶ
学
生
が
ど
の
よ

う
な
経
緯
で
こ
の
学
級
で
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
た

の
か
、
小
学
校
を
卒
業
し
た
後
、
ど
の
よ
う
な

進
路
を
た
ど
っ
た
の
か
に
つ
い
て
分
析
し
ま
し

た
。
こ
の
本
は
日
本
だ
け
で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
、

イ
ギ
リ
ス
の
事
例
も
含
ま
れ
て
お
り
、
障
害
を

持
っ
た
人
々
が
社
会
の
中
で
ど
の
よ
う
に
生
き

て
こ
ら
れ
た
の
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。

　

以
上
が
現
在
に
至
る
ま
で
の
研
究
概
要
で
す

が
、
今
後
は
、
拙
著
で
と
り
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
看
護
婦
の

働
き
方
の
歴
史
を
解
き
明
か
す
べ
く
、
研
究
を

進
め
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

３
、
ゼ
ミ
教
育

　

ゼ
ミ
で
は
、
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
で
、
現
在
の

経
営
活
動
を
、
知
識
を
前
提
と
し
た
他
の
人
と

は
異
な
る
観
点
か
ら
分
析
で
き
る
力
を
つ
け
て

欲
し
い
と
い
う
思
い
で
、
題
材
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
分
析
対
象
と
し
て
の
企
業
は
、
例
え
ば
、

エ
ス
テ
ィ
・
ロ
ー
ダ
ー
、
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
、
Ｐ
＆
Ｇ

な
ど
の
美
容
や
健
康
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
企

業
を
取
り
上
げ
、
経
営
の
歴
史
や
製
品
に
込
め

ら
れ
た
思
い
に
つ
い
て
書
籍
を
通
し
て
勉
強
し

て
き
ま
し
た
。
企
業
を
選
定
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
新
た
な
価
値
観
を
よ
り
積
極
的
に
提
案
し

利
益
を
上
げ
続
け
て
い
る
企
業
を
選
ん
で
い
ま

す
。

　

歴
史
学
は
過
去
に
起
こ
っ
た
出
来
事
を
題
材

に
現
在
そ
し
て
未
来
を
思
考
す
る
学
問
で
す
。

歴
史
の
学
び
の
最
大
の
特
徴
は
「
始
ま
り
」
と

「
終
わ
り
」
が
明
確
で
あ
る
こ
と
で
す
。「
始
ま

り
」
と
「
終
わ
り
」
を
結
ぶ
ロ
ジ
ッ
ク
を
、
政

治
、
法
律
、
経
済
、
文
化
、
個
人
の
属
性
な
ど

か
ら
多
面
的
か
つ
深
く
考
察
し
答
え
を
導
き
出

す
点
に
お
も
し
ろ
さ
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

学
生
の
方
は
、
今
後
社
会
で
活
躍
さ
れ
る
に
あ

た
っ
て
、
答
え
が
１
つ
で
は
な
い
難
し
い
「
問

い
」
に
対
し
て
一
定
の
答
え
を
導
き
出
す
場
面

に
遭
遇
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
今
後
も
、

学
生
の
み
な
さ
ん
が
、
習
得
し
た
「
知
の
力
」

を
活
用
し
て
、
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
答
え
を
導
き

出
せ
る
よ
う
、
そ
し
て
、
日
々
の
生
活
の
中
に

転
が
っ
て
い
る
「
お
も
し
ろ
」
を
１
つ
で
も
多

く
発
見
で
き
る
力
を
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
工
夫

し
て
い
き
た
い
で
す
。
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超
音
波
の
計
測
応
用
と
い
え
ば

　

超
音
波
は
人
間
に
聞
こ
え
な
い
く
ら
い
の
高

い
音
の
こ
と
で
す
が
、
そ
の
応
用
と
い
う
と
何

を
思
い
付
く
で
し
ょ
う
か
。
胎
児
の
観
察
な
ど

医
療
分
野
で
用
い
ら
れ
る
超
音
波
診
断
装
置
、

空
中
や
水
中
で
障
害
物
を
検
知
す
る
ソ
ナ
ー
、

金
属
部
品
内
部
の
亀
裂
を
検
査
す
る
超
音
波
探

傷
器
と
い
っ
た
も
の
が
想
像
し
や
す
い
か
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
超
音
波
を
信
号
と
し
て
扱

い
、
送
受
信
に
よ
り
得
ら
れ
た
情
報
を
利
用
し

た
機
器
で
す
。
前
述
の
も
の
は
主
に
音
速
と
時

間
か
ら
得
た
距
離
情
報
を
基
に
し
た
測
定
で
す
。

超
音
波
を
送
信
し
て
山
彦
の
よ
う
に
物
体
か
ら

反
射
し
て
き
た
エ
コ
ー
信
号
を
受
信
し
、
音
速

と
送
受
信
の
時
間
か
ら
距
離
を
算
出
し
て
物
体

の
位
置
を
表
示
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
ま
た
、

受
信
し
た
超
音
波
の
大
き
さ
を
濃
淡
で
画
像
に

表
す
と
、
物
体
の
位
置
に
加
え
て
物
体
の
違
い

に
つ
い
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
例
え
ば
超
音
波
診
断
装
置
で
は
病
変
部

位
の
診
断
も
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
が
「
超
音
波
を
使
っ
た
セ
ン
サ
の
研
究
を

し
て
い
ま
す
」
と
言
う
と
、
こ
れ
ら
の
計
測
を

イ
メ
ー
ジ
す
る
方
が
多
い
の
で
す
が
、
実
は
以

降
の
よ
う
に
利
用
す
る
情
報
が
異
な
り
ま
す
。

周
波
数
に
着
目
す
る
と

　

音
速
や
大
き
さ
の
他
に
音
波
の
重
要
な
要
素

と
し
て
周
波
数
が
あ
り
ま
す
。
音
の
根
源
は
物

理
的
な
振
動
で
あ
り
、
１
秒
間
の
振
動
回
数
の

こ
と
を
周
波
数
と
呼
び
ま
す
。
こ
の
周
波
数
に

着
目
す
る
と
、
前
述
と
異
な
っ
た
計
測
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
計
測
の
原
理
を
楽
器

の
グ
ラ
ス
ハ
ー
プ
で
説
明
し
ま
す
。
グ
ラ
ス
の

縁
を
指
で
こ
す
る
と
、
指
の
摩
擦
に
よ
り
グ
ラ

ス
の
形
で
決
ま
る
特
定
の
周
波
数
の
音
を
発
し

ま
す
（
共
振
）。
さ
ら
に
、
グ
ラ
ス
に
水
を
入

れ
る
こ
と
で
こ
の
共
振
周
波
数
が
低
く
な
る
た

め
、
音
階
を
微
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

逆
に
考
え
れ
ば
、
耳
で
聞
く
音
か
ら
グ
ラ
ス
に

入
れ
た
水
の
量
を
知
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
つ

ま
り
、
指
の
摩
擦
と
グ
ラ
ス
の
共
振
と
耳
に
よ

る
検
出
で
、
グ
ラ
ス
へ
の
水
の
負
荷
量
を
セ
ン

シ
ン
グ
で
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
実
際
の
計

測
で
は
、
指
と
耳
を
電
気
機
器
に
置
き
換
え
、

電
気
信
号
に
よ
っ
て
共
振
す
る
素
子
（
共
振
子
）

を
セ
ン
サ
部
に
用
い
る
こ
と
で
、
電
気
測
定
で

完
結
し
ま
す
。

　

共
振
子
を
小
さ
く
薄
く
し
て
薄
膜
で
構
成
す

る
と
、
わ
ず
か
な
負
荷
の
変
化
で
も
大
き
く
振

動
が
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
分
子
レ
ベ
ル

の
負
荷
が
検
出
可
能
と
な
り
、
ガ
ス
セ
ン
サ
な

髙
たかやなぎ

柳 真
しん

司
じ

（大学生命医科学部助教）

横波超音波を使って 
分子レベルの変化を 
検出するセンサ
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ど
に
応
用
で
き
ま
す
。
薄
膜
共
振
子
の
共
振
周

波
数
は
非
常
に
高
く
超
音
波
の
領
域
と
な
り
、

こ
の
よ
う
な
計
測
も
超
音
波
応
用
の
１
つ
に
分

類
さ
れ
ま
す
。

薄
膜
共
振
子
の
可
能
性

　

薄
膜
共
振
子
セ
ン
サ
は
、
共
振
子
へ
の
分
子

の
吸
着
や
共
振
子
表
面
で
の
化
学
反
応
に
よ
る

分
子
の
結
合
な
ど
、
分
子
レ
ベ
ル
の
微
量
な
負

荷
を
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
計
測

で
必
要
な
こ
と
は
、
負
荷
に
よ
る
共
振
周
波
数

の
変
化
を
捉
え
る
こ
と
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

音
波
を
共
振
子
に
閉
じ
込
め
、
共
振
状
態
を
維

持
で
き
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
例
え
ば
、
音
叉

を
叩
く
と
共
振
周
波
数
で
長
時
間
振
動
し
続
け

ま
す
。
共
鳴
箱
な
ど
が
無
け
れ
ば
音
も
あ
ま
り

外
に
漏
れ
ま
せ
ん
。
共
振
子
セ
ン
サ
で
は
、
こ

の
よ
う
に
共
振
状
態
を
維
持
す
る
ほ
ど
共
振
周

波
数
の
変
化
を
測
定
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
一

方
で
共
振
状
態
の
音
叉
を
水
に
漬
け
る
と
、
音

波
が
水
中
に
漏
れ
て
音
叉
の
振
動
が
無
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
共
振
周
波
数
の
変

化
を
測
定
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
で
、
音
波
の
も
う
１
つ
重
要
な
要
素
と

し
て
、
縦
波
、
横
波
と
い
っ
た
振
動
形
態
が
あ

り
ま
す
。
音
叉
を
叩
い
て
発
生
す
る
音
波
は
、

主
に
物
体
の
膨
張
、
圧
縮
で
伝
わ
る
縦
波
で
す
。

こ
れ
に
対
し
、
横
に
ず
る
よ
う
に
滑
ら
せ
て
発

生
さ
せ
た
音
波
は
横
波
に
な
り
ま
す
。
水
に
は

こ
の
よ
う
な
ず
り
振
動
は
伝
わ
り
に
く
く
、
横

波
を
利
用
す
る
と
水
中
へ
の
音
波
の
漏
れ
が
抑

制
さ
れ
ま
す
。
実
際
に
ず
る
よ
う
な
衝
撃
を
音

叉
に
手
で
加
え
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
共

振
子
で
は
電
気
信
号
に
よ
っ
て
ず
り
振
動
を
起

こ
す
材
料
が
存
在
し
ま
す
。
水
中
で
共
振
子
セ

ン
サ
が
利
用
可
能
に
な
る
と
、
抗
原
抗
体
反
応

な
ど
生
化
学
反
応
の
検
出
に
も
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
薄
膜
を

用
い
た
半
導
体
デ
バ
イ
ス
の
よ
う
に
微
細
加
工

な
ど
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
小
型
な
薄
膜

共
振
子
を
大
量
に
作
製
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
な

ど
家
庭
で
使
え
る
バ
イ
オ
セ
ン
サ
へ
の
展
開
ま

で
可
能
性
が
広
が
り
ま
す
。

基
礎
か
ら
応
用
ま
で

　

こ
こ
ま
で
説
明
が
長
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
私
は
横
波
型
薄
膜
共
振
子
に
つ
い
て
材

料
の
基
礎
か
ら
セ
ン
サ
応
用
ま
で
一
貫
し
て
研

究
を
し
て
い
ま
す
。
詳
細
を
挙
げ
る
と
、
横
波

音
波
を
発
生
さ
せ
る
薄
膜
の
形
成
、
共
振
子
の

音
波
伝
搬
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
設
計
、
共
振

子
構
造
の
微
細
加
工
、
電
気
測
定
に
よ
る
共
振

情
報
の
取
得
と
デ
ー
タ
解
析
、
抗
原
抗
体
反
応

な
ど
の
検
出
と
い
う
よ
う
に
検
討
す
べ
き
内
容

は
非
常
に
幅
広
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、

電
気
、
機
械
を
始
め
と
し
て
、
化
学
、
生
物
、

情
報
な
ど
の
知
識
も
必
要
と
さ
れ
ま
す
。
私
自

身
は
電
気
系
学
科
の
出
身
の
た
め
、
化
学
や
生

物
は
勉
強
が
足
り
な
い
部
分
も
多
い
で
す
が
、

そ
う
し
た
知
識
が
結
び
つ
い
て
一
連
の
研
究
に

繋
が
っ
て
い
く
部
分
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
私
の
所
属
す
る
生
命
医
科
学
部 

医

情
報
学
科
で
は
、
医
用
機
器
の
研
究
・
開
発
に

向
け
て
前
述
の
基
礎
知
識
を
広
く
習
得
で
き
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１

９
年
４
月
に
医
情
報
学
科
に
着
任
し
て
ま
だ
１

年
で
す
が
、
講
義
や
研
究
を
通
し
て
多
分
野
の

知
識
を
学
ぶ
こ
と
の
重
要
性
を
学
生
に
伝
え
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
基
礎

と
応
用
の
両
方
に
触
れ
る
こ
と
で
研
究
や
開
発

の
一
連
の
流
れ
を
意
識
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

学
生
自
身
の
活
躍
の
幅
も
広
が
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
う
し
て
学
ん
だ
学
生
が
研
究
を
推
し

進
め
、
さ
ら
な
る
発
展
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
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私
の
研
究
は
、
日
本
統
治
期
の
台
湾
に
お
け

る
近
現
代
詩
で
す
。

　

な
ぜ
、
台
湾
人
で
あ
る
私
が
日
本
で
台
湾
の

詩
を
研
究
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
私
の
研
究
テ

ー
マ
を
聞
い
た
時
に
、
お
そ
ら
く
多
く
の
人
は

疑
問
に
思
う
で
し
ょ
う
。

　

台
湾
は
１
８
９
５
年
に
日
本
の
植
民
地
と
な

り
、
お
よ
そ
50
年
間
日
本
の
統
治
下
に
あ
り
ま

し
た
。
日
本
統
治
期
の
１
９
２
０
年
代
に
台
湾

の
近
代
文
学
が
萌
芽
、
発
展
し
ま
し
た
。
そ
の

た
め
に
、
日
本
統
治
期
の
作
品
は
中
国
語
や
台

湾
語
、
さ
ら
に
日
本
語
で
創
作
さ
れ
ま
し
た
。

す
な
わ
ち
、
そ
の
時
期
の
台
湾
文
学
を
研
究
す

る
た
め
に
、
日
本
語
は
必
要
不
可
欠
な
能
力
だ

と
い
え
ま
す
。

日
本
で
台
湾
文
学
に
出
会
っ
た

　

実
は
、
私
自
身
も
そ
の
こ
と
を
知
っ
た
の
は
、

日
本
に
留
学
し
て
か
ら
で
し
た
。
戦
後
、
中
華

民
国
の
統
治
に
あ
っ
た
台
湾
で
は
、
中
国
国
民

党
に
よ
る
一
党
専
制
統
治
を
数
十
年
間
経
験
し

ま
し
た
。
国
民
党
は
、
自
身
が
率
い
る
中
華
民

国
こ
そ
が
中
華
文
化
の
正
統
な
継
承
者
で
あ
る

と
主
張
し
て
い
る
た
め
、
台
湾
に
立
脚
し
て
台

湾
を
語
り
、
研
究
す
る
こ
と
は
長
い
間
タ
ブ
ー

で
し
た
。
例
え
ば
、
大
学
機
関
に
お
い
て
台
湾

文
学
学
部
が
初
め
て
設
立
さ
れ
た
の
は
１
９
９

７
年
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
台
湾
文
学
が
学
術
の

一
分
野
と
し
て
認
め
ら
れ
た
の
は
ご
く
最
近
で

あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
で
し
ょ
う
。
戦
後
、

義
務
教
育
で
は
ほ
ぼ
抹
消
さ
れ
て
い
た
日
本
統

治
期
の
台
湾
文
学
を
、
一
般
大
衆
が
知
る
こ
と

は
な
か
な
か
難
し
か
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
台
湾
文
学
に
つ
い
て
何
も
知

ら
な
か
っ
た
私
は
、
日
本
語
を
勉
強
し
た
い
と

い
う
気
持
ち
だ
け
で
日
本
に
留
学
し
ま
し
た
が
、

あ
る
日
偶
然
、
大
学
の
図
書
館
で
日
本
統
治
期

台
湾
の
詩
人
楊
華
が
書
い
た
一
編
の
詩
を
目
に

し
ま
し
た
。

　
　

人
們
散
了
後
的
秋
千
、

　
　
（
人
々
が
去
っ
た
後
の
ぶ
ら
ん
こ
に
）

　
　

閒
掛
着
一
輪
明
月
。

　
　
（
の
ど
か
に
掛
か
っ
て
い
る
一
輪
の
明
月
）

　

こ
の
詩
は
、
ま
る
で
一
枚
の
写
真
の
よ
う
な

風
景
を
見
せ
な
が
ら
、
人
間
世
界
の
変
動
と
自

然
界
の
不
変
に
よ
る
対
比
を
通
じ
て
、
寂
し
さ

の
感
情
か
ら
静
か
で
穏
や
か
な
気
持
ち
へ
と
私

を
導
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
詩
を
読
ん
だ
と
き
、
私
は
あ
ま
り
の
驚

き
で
し
ば
ら
く
そ
の
場
に
立
ち
尽
く
し
ま
し
た
。

驚
い
た
の
は
、
た
っ
た
２
行
の
詩
な
の
に
、
こ

れ
ほ
ど
豊
富
な
イ
メ
ー
ジ
と
感
情
を
描
く
こ
と

が
で
き
る
だ
け
で
は
な
く
、
台
湾
に
生
ま
れ
育

っ
た
の
に
、
異
国
の
図
書
館
に
来
る
ま
で
こ
の

唐
とう

 顥
こう

芸
うん

（大学グローバル・コミュニケーション学部准教授）

台湾文学を研究すること
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詩
と
こ
の
詩
を
書
い
た
詩
人
に
つ
い
て
全
く
知

ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
な
ん
と
も
い

え
な
い
恥
ず
か
し
さ
と
悔
し
さ
、
台
湾
文
学
の

こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
、
知
っ
て
も
ら
い
た

い
気
持
ち
、
さ
ら
に
せ
っ
か
く
日
本
語
を
勉
強

し
、
日
本
に
留
学
し
て
い
る
と
い
う
絶
好
の
チ

ャ
ン
ス
を
い
か
し
た
い
と
思
い
、
私
は
日
本
統

治
期
の
台
湾
文
学
を
研
究
す
る
決
意
を
し
ま
し

た
。

複
雑
な
言
語
問
題

　

し
か
し
、
い
ざ
研
究
を
は
じ
め
る
と
、
文
学

ど
こ
ろ
か
、
歴
史
を
含
め
て
私
は
台
湾
の
こ
と

に
関
し
て
あ
ま
り
に
も
無
知
で
あ
る
こ
と
に
気

づ
き
、
全
て
を
一
か
ら
勉
強
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ま
ず
、
日
本
の
植
民
地
統
治
が
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
、
台
湾
人
は
そ
れ
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
反
応
を
示
し
た
の
か
な
ど
、
史
料
に

沿
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
政
治
面
だ
け

で
な
く
、
経
済
、
社
会
、
文
化
な
ど
を
総
合
的

に
み
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
文

学
作
品
は
ど
の
よ
う
に
創
造
さ
れ
、
文
学
者
た

ち
は
ど
の
よ
う
な
問
題
に
直
面
し
、
模
索
し
て

き
た
の
か
を
考
察
し
ま
し
た
。

　

特
に
私
が
興
味
を
も
っ
た
の
は
、
台
湾
に
お

け
る
複
雑
な
言
語
状
況
で
す
。
台
湾
に
は
異
な

る
言
語
を
話
す
原
住
民
族
が
十
族
以
上
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
16
世
紀
以
降
に
中
国
大
陸
の
福
建

と
広
東
か
ら
移
住
し
て
き
た
漢
民
族
が
住
ん
で

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る
言
葉
を
話
し
て
い

ま
す
。
日
本
統
治
に
な
っ
て
か
ら
、
日
本
語
が

学
校
で
教
え
ら
れ
、
公
用
語
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
話
し
言
葉
は
異
な
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、

書
き
言
葉
に
お
い
て
、
漢
字
と
漢
文
は
漢
民
族

の
住
民
に
と
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
文

学
創
作
の
道
具
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

日
本
統
治
に
な
っ
て
か
ら
も
、
漢
文
は
統
治
者

と
被
統
治
者
の
意
思
疎
通
と
交
流
の
道
具
で
し

た
。

　

１
９
２
０
年
代
に
は
中
国
の
白
話
文
運
動
に

刺
激
さ
れ
、
台
湾
に
お
い
て
も
平
易
な
漢
文
を

書
く
こ
と
が
提
唱
さ
れ
、
中
国
の
口
語
文
で
あ

る
白
話
文
を
用
い
て
文
学
を
創
作
す
る
こ
と
も

試
み
ら
れ
ま
し
た
。
一
方
、
台
湾
人
の
話
し
言

葉
（
主
に
、
当
時
か
ら
台
湾
語
と
呼
ば
れ
る
福

建
南
部
か
ら
の
移
民
が
使
用
す
る
言
葉
を
指
し

ま
す
）
を
用
い
て
、
文
学
を
創
作
す
べ
き
だ
と

い
う
主
張
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
日
本

語
教
育
の
進
行
に
伴
い
、
日
本
語
が
で
き
る
新

し
い
世
代
が
出
現
し
た
た
め
、
日
本
語
を
用
い

て
詩
や
小
説
な
ど
を
書
く
人
も
現
れ
ま
し
た
。

重
層
的
な
影
響
下
に
あ
る
台
湾
文
学

　

し
か
し
な
が
ら
、
文
学
創
作
を
行
う
際
に
、

中
国
の
白
話
文
か
、
台
湾
語
の
口
語
文
で
あ
る

台
湾
話
文
か
、
あ
る
い
は
日
本
語
を
使
用
す
る

こ
と
は
、
単
純
に
言
葉
を
選
択
す
る
と
い
う
問

題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
世
代
や
教
育
経

験
の
違
い
、
伝
え
た
い
内
容
、
想
定
す
る
読
者
、

文
学
作
品
を
通
し
て
達
成
し
た
い
目
標
、
さ
ら

に
言
葉
に
対
す
る
好
悪
の
感
情
な
ど
、
複
雑
な

理
由
が
絡
ん
で
い
ま
す
。

　

一
方
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
あ
る
言
語
を
使

用
す
る
こ
と
は
、
そ
の
言
語
で
書
か
れ
、
翻
訳

さ
れ
た
文
学
作
品
や
文
学
理
論
な
ど
の
影
響
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
複

雑
な
言
語
状
況
下
で
発
展
し
た
日
本
統
治
期
の

台
湾
文
学
は
、
複
数
の
言
語
と
そ
の
文
化
に
よ

る
重
層
的
な
影
響
下
に
あ
り
ま
し
た
。
し
た
が

っ
て
、
研
究
す
る
際
に
は
、
当
時
の
中
国
文
学
、

日
本
文
学
、
さ
ら
に
中
国
語
か
日
本
語
に
翻
訳

さ
れ
た
西
洋
文
学
、
文
学
理
論
な
ど
に
つ
い
て

も
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
台
湾
文
学
を
研
究
す
る
こ
と

で
培
っ
た
思
考
や
視
点
か
ら
、
私
は
授
業
に
お

い
て
、
中
国
語
圏
の
文
学
作
品
を
通
し
て
、
作

品
が
創
作
さ
れ
た
背
景
や
社
会
状
況
、
文
化
な

ど
を
、
学
生
た
ち
と
一
緒
に
考
え
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
日
本
で
出
会
っ
た
台

湾
文
学
の
世
界
で
、
研
究
・
教
育
に
邁
進
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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安
心
し
て
食
事
を
と
れ
る
機
会
の
提
供

　

私
が
臨
床
現
場
で
看
護
を
実
践
し
て
い
た
こ

ろ
、
厳
し
い
カ
ロ
リ
ー
制
限
の
食
事
や
運
動
を

実
践
さ
れ
る
方
が
い
る
一
方
で
、
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
う
ま
く
い
か
ず
入
退
院
を
繰
り
返
す
方
、

合
併
症
を
併
発
す
る
方
、「
地
道
に
頑
張
っ
て

い
る
つ
も
り
だ
け
れ
ど
も
つ
い
食
べ
過
ぎ
て
し

ま
っ
た
」
と
い
っ
た
言
葉
を
多
く
聞
い
た
。

　

１
９
９
０
年
代
に
糖
尿
病
療
養
に
対
す
る
考

え
方
が
大
き
く
変
化
し
た
。
今
ま
で
の
医
師
主

導
の
指
示
的
な
教
育
か
ら
、
患
者
自
ら
が
教
育

さ
れ
た
内
容
を
選
択
し
実
行
す
る
こ
と
へ
の
変

化
で
あ
る
。
療
養
を
支
援
す
る
に
は
、
ど
の
よ

う
な
思
い
を
抱
き
な
が
ら
ど
の
よ
う
に
選
択
し

実
行
さ
れ
て
い
る
か
を
知
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
、
調
査
し
た
。
食
事
や
運
動
を
実
行
し
て
い

る
が
「
い
つ
も
ひ
も
じ
い
」「
家
族
の
た
め
に

頑
張
っ
て
い
る
」「
糖
尿
病
に
な
っ
た
の
は
自

分
の
せ
い
」
の
思
い
を
抱
え
、
頑
張
っ
て
い
る

け
れ
ど
も
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
葛
藤
の

日
々
を
過
ご
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
こ

で
、
月
１
回
で
も
食
事
量
や
バ
ラ
ン
ス
を
気
に

せ
ず
安
心
し
て
食
べ
る
機
会
、
自
分
の
食
事
療

法
を
胃
で
確
認
で
き
る
機
会
を
提
供
し
た
い
と

考
え
、
お
弁
当
付
き
（
管
理
栄
養
士
に
よ
り
献

立
さ
れ
た
）
糖
尿
病
教
室
を
開
始
し
た
。
現
在

も
京
都
府
立
医
科
大
学
附
属
病
院
で
月
１
回
行

わ
れ
て
い
る
。

が
ん
と
糖
尿
病
を
併
せ
持
つ
患
者
へ
の
支
援
と
は
？

　

が
ん
患
者
は
、
治
療
の
進
歩
に
よ
り
、
長
期

生
存
が
可
能
と
な
り
、
症
状
や
薬
の
管
理
、
感

染
予
防
な
ど
自
分
の
療
養
を
自
ら
行
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
ま
た
２
人
に
１
人
が
が
ん
に
６

〜
７
人
に
１
人
が
糖
尿
病
に
な
る
時
代
、
が
ん

と
糖
尿
病
を
併
せ
持
つ
患
者
の
急
増
が
予
測
さ

れ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
は
、
医
療
者
の
専
門
性

が
異
な
る
た
め
、
患
者
自
身
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
家
に
意
見
を
聞
き
自
分
の
療
養
を
手
探
り
で

作
り
出
し
て
い
る
。「
病
気
を
併
せ
持
つ
患
者

に
対
し
て
糖
尿
病
の
専
門
性
を
も
つ
看
護
師
と

が
ん
看
護
の
専
門
性
を
も
つ
看
護
師
が
ど
の
よ

う
な
介
入
を
す
れ
ば
よ
い
か
」
に
つ
い
て
、
現

在
は
大
阪
府
・
奈
良
県
・
京
都
府
の
慢
性
看

護
・
が
ん
看
護
の
教
員
、
慢
性
疾
患
専
門
看
護

師
、
が
ん
看
護
専
門
看
護
師
及
び
認
定
看
護
師

で
研
究
会
を
作
り
、
看
護
師
へ
の
研
修
会
も
開

催
し
て
い
る
。

新
た
な
生
活
習
慣
を
作
り
出
す
こ
と
を
支
援
す
る

　

授
業
で
は
、
慢
性
疾
患
と
と
も
に
生
活
し
て

光
みつ

木
き

 幸
さち

子
こ

（女子大学看護学部准教授）

より良い看護を
提供していくために
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い
る
人
が
自
分
の
療
養
を
自
分
で
調
整
し
な
が

ら
幸
せ
に
生
き
き
る
こ
と
を
支
援
す
る
看
護
の

方
法
に
つ
い
て
教
授
し
て
い
る
。

　

今
ま
で
健
康
で
あ
っ
た
人
が
、
病
気
を
発
症

し
、
自
分
の
生
活
に
療
養
を
組
み
入
れ
る
と
き
、

症
状
管
理
等
の
新
た
な
行
動
の
習
得
と
今
ま
で

の
生
活
習
慣
の
変
更
（
つ
ま
り
行
動
変
容
）
の

２
つ
が
求
め
ら
れ
る
。

　
「
生
活
習
慣
と
は
な
に
か
？
」
20
年
前
か
ら

抱
い
て
い
る
疑
問
で
あ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
、

私
の
解
釈
は
、「
そ
の
人
が
時
間
経
過
と
と
も

に
自
己
の
快
楽
を
集
約
し
て
出
来
上
が
っ
た
価

値
観
を
反
映
し
て
い
る
生
活
」
と
と
ら
え
て
い

る
。
そ
の
た
め
生
活
習
慣
を
変
更
さ
せ
る
こ
と

は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
行
動
変
容
の
支
援

を
看
護
師
が
行
う
場
合
、
ま
ず
そ
の
人
の
生
活

で
療
養
を
阻
害
し
て
い
る
問
題
が
何
か
を
本
人

が
気
づ
け
る
よ
う
に
関
わ
り
、
次
に
そ
れ
を
改

善
す
る
た
め
に
変
更
で
き
そ
う
な
内
容
を
自
ら

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
関
わ
り
、
そ
の
内
容
を
目

標
と
し
て
設
定
す
る
。
次
の
受
診
時
に
は
、
そ

の
目
標
が
達
成
で
き
た
か
ど
う
か
を
確
認
し
、

高
す
ぎ
た
目
標
で
あ
れ
ば
目
標
を
容
易
な
も
の

に
変
更
す
る
。
目
標
を
達
成
し
て
い
れ
ば
新
た

な
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
を
繰
り
返
し
、
成
功

体
験
を
積
み
重
ね
な
が
ら
少
し
ず
つ
自
分
の
療

養
に
合
っ
た
生
活
習
慣
へ
と
修
正
し
て
い
く
。

　

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
の
な
か
で
、
看
護

師
は
、「
診
療
の
補
助
」
と
「
療
養
の
世
話
」

の
２
つ
の
職
務
を
行
う
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
中
で
「
療
養
の
世
話
」
は
看
護
師
独

自
の
業
務
で
あ
り
、
そ
の
１
つ
に
患
者
自
身
が

療
養
行
動
を
自
分
の
生
活
に
組
み
入
れ
る
こ
と

へ
の
関
わ
り
が
あ
る
。

　

慢
性
疾
患
の
療
養
行
動
の
内
容
は
、
病
気
に

よ
り
異
な
る
が
、
そ
れ
を
支
援
す
る
プ
ロ
セ
ス

は
同
じ
で
あ
る
。
授
業
で
は
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ

セ
ス
へ
の
関
わ
り
方
を
実
践
的
に
学
修
で
き
る

よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
。
１
回
目
の
授
業
で
生

活
習
慣
病
や
セ
ル
フ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
重
要
性

を
講
義
し
、
学
生
に
１
週
間
自
分
の
生
活
習
慣

（
食
事
・
排
便
状
況
・
睡
眠
・
気
分
）
と
自
分

の
身
体
の
サ
イ
ン
（
体
重
・
血
圧
・
脈
拍
・
呼

吸
数
・
経
皮
的
酸
素
飽
和
度
）
を
記
録
し
て
も

ら
う
よ
う
依
頼
す
る
。
こ
の
目
的
は
、
３
つ
あ

り
、
１
．
学
生
に
自
分
自
身
の
生
活
習
慣
を
理

解
し
て
も
ら
う
こ
と
、
２
．
毎
日
自
分
の
状
態

を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
こ
と
を
体
験
し
患
者
理

解
を
深
め
る
こ
と
、
３
．
友
人
同
士
で
学
内
に

あ
る
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
看

護
技
術
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
き
る
施
設
）
を
活

用
し
血
圧
測
定
と
サ
チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
ニ
タ

ー
を
使
用
す
る
、
つ
ま
り
ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
１
週
間
後
に
あ
る
２

回
目
の
授
業
で
学
生
は
、
記
入
し
た
セ
ル
フ
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
表
を
持
参
す
る
。
こ
の
授
業
で
は

２
〜
３
人
で
ペ
ア
を
作
り
、
看
護
師
役
は
相
手

の
１
週
間
の
記
録
内
容
か
ら
、
食
事
・
運
動
・

排
泄
・
睡
眠
な
ど
の
生
活
習
慣
に
つ
い
て
話
し

合
い
な
が
ら
問
題
を
引
き
出
す
よ
う
関
わ
る
。

「
毎
日
夜
寝
る
の
が
１
時
を
過
ぎ
て
い
る
」「
毎

日
パ
ン
と
麺
類
ば
か
り
食
べ
て
い
る
」
な
ど
改

め
て
自
分
の
生
活
を
見
る
と
す
ぐ
に
問
題
に
気

づ
く
。
そ
こ
で
一
緒
に
話
し
合
い
な
が
ら
、
次

の
授
業
ま
で
の
１
週
間
に
到
達
で
き
そ
う
な
目

標
を
２
〜
３
つ
決
め
る
。
３
回
目
の
授
業
ま
で

に
も
う
一
度
セ
ル
フ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
表
を
記
入

し
、
目
標
が
到
達
さ
れ
た
か
ど
う
か
を
一
緒
に

話
し
合
う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
通
し
て
療
養
を

生
活
に
組
み
入
れ
新
た
な
生
活
習
慣
を
作
り
出

す
関
わ
り
を
学
ん
で
い
る
。
今
後
は
こ
れ
ら
の

ス
キ
ル
が
身
に
つ
い
て
い
る
か
を
評
価
し
、
教

育
教
材
を
確
立
す
る
研
究
へ
と
発
展
さ
せ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。「
病
気
に
な
っ
て
も

自
分
の
ペ
ー
ス
で
う
ま
く
調
整
し
な
が
ら
幸
せ

に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
支
援
す
る
」
こ
と
を

教
育
し
、
研
究
す
る
こ
と
で
、
少
し
で
も
社
会

に
貢
献
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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朝の５分間、
新聞記事が
子どもを変える

１
．
今
朝
の
ニ
ュ
ー
ス
は
何
か
な

　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
先
生
に
提
出
す

る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
１
時
間
目
の
授
業

の
準
備
は
で
き
て
い
ま
す
か
。
さ
て
、
今
朝
の

ニ
ュ
ー
ス
は
…
」
朝
の
会
の
ほ
ん
の
５
分
間
、

１
日
の
連
絡
を
伝
え
た
後
に
新
聞
記
事
を
紹
介

し
て
い
る
。
国
際
・
環
境
・
事
件
・
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
、
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
毎

朝
一
つ
。「
先
生
、
今
日
の
ニ
ュ
ー
ス
は
何
？
」、

登
校
し
て
き
た
子
ど
も
達
が
私
の
机
上
に
あ
る

新
聞
を
広
げ
て
問
い
か
け
る
。
教
室
と
社
会
を

繋
ぐ
小
さ
な
窓
口
、
子
ど
も
達
は
こ
の
時
間
が

ち
ょ
っ
と
お
気
に
入
り
で
あ
る
。

２
．
Ｎ
Ｉ
Ｅ
に
つ
い
て

　

学
校
教
育
に
新
聞
を
取
り
入
れ
る
Ｎ
Ｉ
Ｅ

（N
ew

spaper in E
ducation

）
は
、
１
９
３

０
年
代
に
ア
メ
リ
カ
で
始
ま
り
、
日
本
で
は
１

９
８
５
年
に
提
唱
さ
れ
た
。
社
会
性
豊
か
な
青

少
年
の
育
成
、
活
字
文
化
と
民
主
主
義
社
会
の

発
展
が
目
的
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
研
究
会
も

作
ら
れ
て
久
し
く
、
既
に
十
分
に
効
果
的
な
指

導
法
と
そ
の
実
践
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
要
約
な

ど
の
読
解
力
を
つ
け
る
国
語
科
の
指
導
中
心
に

行
わ
れ
た
り
、
入
試
対
策
に
取
り
入
れ
ら
れ
た

り
す
る
こ
と
が
多
い
。
私
の
場
合
は
新
聞
に
親

し
み
な
が
ら
家
族
や
友
達
と
の
対
話
を
深
め
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
つ
け
る
こ
と
を
意

図
と
し
て
い
る
。

　

時
事
問
題
だ
け
で
な
く
投
稿
や
討
論
、
故
人

の
思
想
や
「
な
ぜ
生
き
る
の
か
。」
と
い
っ
た

哲
学
的
な
疑
問
に
も
新
聞
は
ヒ
ン
ト
を
与
え
て

く
れ
る
。
日
々
進
歩
す
る
自
動
車
の
安
全
技
術

に
つ
い
て
「
も
し
自
動
運
転
で
事
故
を
起
こ
し

た
ら
、
責
任
は
誰
に
あ
る
の
か
法
的
整
備
が
必

要
で
あ
る
。」
と
い
う
記
事
を
紹
介
し
た
後
、「
こ

の
記
事
の
感
想
を
隣
の
友
達
と
シ
ェ
ア
し
て
み

て
。」
と
問
い
か
け
て
み
る
。「
運
転
席
の
人
、

自
動
車
メ
ー
カ
ー
、
車
の
所
有
者
か
な
？
」
小

学
１
年
生
か
ら
探
究
心
を
培
っ
て
い
る
Ｄ
Ｉ
Ａ

（
同
志
社
国
際
学
院
）
の
子
ど
も
達
は
、
活
発

に
意
見
を
出
し
合
う
。
自
由
闊
達
な
学
級
の
雰

囲
気
は
、
い
つ
投
げ
か
け
ら
れ
る
か
分
か
ら
な

い
私
の
質
問
か
ら
も
生
ま
れ
て
い
く
。

　

ま
た
、
常
に
新
し
い
情
報
は
魅
力
的
で
あ
る
。

ユ
ビ
キ
タ
ス
社
会
の
進
歩
に
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
閲
覧
で
き
る
情
報
の
速
さ
と
量
は
言
う

ま
で
も
な
い
が
、
一
覧
で
見
ら
れ
る
利
便
性
や

信
頼
度
の
高
さ
は
新
聞
に
分
が
あ
る
。

　

初
め
て
の
懇
談
会
で
「
子
ど
も
が
５
年
生
に

な
っ
て
か
ら
、
最
近
学
校
の
こ
と
を
何
も
話
さ

な
い
ん
で
す
。」
と
悩
ま
れ
て
い
る
保
護
者
の

方
に
、「『
今
日
は
先
生
、
ど
ん
な
記
事
を
読
ん

で
く
れ
た
の
？
』
と
お
家
で
聞
い
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。」
と
話
し
て
い
る
。
確
か
に
高
学
年

に
な
る
と
、
友
達
の
話
や
勉
強
の
こ
と
を
親
に

３
． 

子
ど
も
と
子
ど
も
、
子
ど
も
と
保
護
者
、

学
校
と
保
護
者
を
繋
ぐ
新
聞

西
にし

村
むら

 孝
こう

次
じ

（国際学院初等部教諭）
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話
し
た
が
る
子
は
自
然
と
少
な
く
な
る
。
そ
の

中
で
、
新
聞
記
事
の
話
題
は
親
子
の
会
話
の
ネ

タ
、
話
す
き
っ
か
け
に
な
る
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
（
性

的
少
数
者
）
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発

目
標
）
と
い
っ
た
ワ
ー
ド
が
夕
食
の
席
に
出
よ

う
も
の
な
ら
、
親
と
し
て
も
子
ど
も
の
成
長
を

感
じ
、
嬉
し
い
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

も
ち
ろ
ん
、
ど
の
記
事
を
選
ぶ
の
か
は
そ
れ

な
り
に
吟
味
が
必
要
で
あ
る
。
贔
屓
の
チ
ー
ム

の
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス
や
最
新
携
帯
電
話
の
記

事
は
確
か
に
キ
ャ
ッ
チ
ー
で
は
あ
る
が
、
そ
れ

ば
か
り
で
は
上
述
の
点
で
あ
ま
り
そ
ぐ
わ
な
い
。

記
事
の
内
容
は
、
子
ど
も
達
に
何
を
大
切
に
し

て
ほ
し
い
か
、
ど
ん
な
子
ど
も
達
に
育
っ
て
ほ

し
い
か
、
と
い
う
教
師
の
間
接
的
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
あ
り
、
学
級
経
営
に
も
繋
が
る
か
ら
で
あ

る
。

４
．
現
在
社
会
と
繋
が
る
学
び

　

こ
れ
ま
で
ど
ん
な
記
事
を
紹
介
し
て
き
た
か
、

と
い
う
具
体
例
を
も
う
少
し
を
あ
げ
た
い
。
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
首
都
が
ジ
ャ
カ
ル
タ
か
ら
ボ
ル

ネ
オ
島
に
遷
都
す
る
案
が
あ
る
と
い
う
記
事
を

聞
い
た
子
は
、「
今
、
お
父
さ
ん
が
出
張
行
っ

て
る
国
や
。
電
話
で
首
都
が
変
わ
る
か
も
し
れ

な
い
っ
て
教
え
て
あ
げ
る
わ
。」
と
感
想
を
持

っ
た
。
イ
ラ
ン
の
女
性
が
宗
教
上
の
理
由
で
サ

ッ
カ
ー
の
試
合
に
男
装
し
て
行
っ
た
た
め
、
警

察
に
捕
ま
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
後
焼
身
自
殺
を

図
っ
た
と
い
う
記
事
に
は
、
女
の
子
だ
け
で
な

く
男
の
子
も
「
日
本
で
は
当
た
り
前
な
の
に
。」

と
不
満
を
も
ら
し
た
。
ま
た
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ

ャ
ー
と
し
て
招
い
た
芥
川
賞
作
家
の
平
野
啓
一

郎
氏
の
「
分
人
」
と
い
う
考
え
方
に
つ
い
て
学

ん
だ
子
ど
も
達
は
、
新
聞
で
平
野
氏
の
い
じ
め

に
つ
い
て
の
記
事
を
読
ん
で
、「
私
た
ち
に
話

し
て
く
れ
た
こ
と
と
同
じ
事
が
書
い
て
あ
る
。」

と
驚
い
て
い
た
。
ま
た
面
白
い
こ
と
に
、
国
語

の
教
科
書
の
説
明
文
「
千
年
の
釘
に
い
ど
む
」

の
読
み
取
り
を
始
め
よ
う
と
思
う
と
、
タ
イ
ミ

ン
グ
よ
く
「
１
３
０
０
年
の
歴
史
を
持
つ
奈
良

薬
師
寺
の
東
塔
改
修
」
の
記
事
が
、
社
会
で
環

境
問
題
を
扱
っ
て
い
る
と
き
に
は
、「
東
京
湾

の
イ
ワ
シ
か
ら
大
量
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

が
発
見
」
と
の
見
出
し
が
目
に
留
ま
る
こ
と
が

あ
る
。
そ
し
て
、
ク
ラ
ス
の
中
で
言
葉
の
乱
れ

が
あ
っ
た
り
す
る
と
、「
い
じ
め
ら
れ
た
側
に

立
っ
て
」
と
い
う
投
稿
欄
を
見
つ
け
た
り
す
る

こ
と
が
あ
る
。
き
っ
と
こ
の
不
思
議
な
タ
イ
ミ

ン
グ
は
、
偶
然
で
は
な
く
、
子
ど
も
達
が
学
ん

で
い
る
こ
と
は
現
在
社
会
と
繋
が
っ
て
い
る
こ

と
を
現
わ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

最
近
で
は
、「
お
茶
の
水
女
子
大
が
２
０
２

０
年
度
か
ら
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
受
け
入

れ
る
。」
と
い
う
記
事
を
紹
介
し
た
。
早
速
「
先

生
、
同
志
社
女
子
大
は
ど
う
す
る
の
で
す
か
？
」

と
い
う
質
問
が
出
た
。
今
後
同
志
社
で
学
ぶ
彼

ら
が
、
こ
の
議
論
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
た
い
。

５
．
情
報
機
器
の
活
用

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど

の
機
器
は
新
聞
記
事
を
紹
介
す
る
の
に
大
変
重

宝
す
る
。
以
前
は
Ｂ
４
の
用
紙
に
切
り
抜
き
を

貼
っ
て
全
員
に
印
刷
し
て
配
っ
て
い
た
の
が
、

大
写
し
で
き
た
り
、
一
人
一
人
の
端
末
に
数
秒

で
転
送
で
き
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、

教
材
作
り
は
通
勤
途
中
で
も
手
軽
に
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
子
ど
も
達
は
ク
ラ
ウ
ド
に
あ
げ

ら
れ
た
記
事
を
自
身
の
ス
ピ
ー
ド
で
読
み
、
疑

問
を
持
ち
、
感
想
を
話
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
そ
れ
ほ

ど
得
意
で
な
い
私
で
も
、
こ
れ
に
は
と
て
も
助

か
っ
て
い
る
。

６
．
こ
れ
か
ら

　

ま
る
で
本
屋
の
教
育
書
コ
ー
ナ
ー
に
並
ん
で

い
そ
う
な
表
題
を
つ
け
て
、
少
し
風
呂
敷
を
広

げ
す
ぎ
た
よ
う
な
気
も
す
る
が
、
新
聞
を
教
育

に
活
用
す
る
こ
と
の
発
展
性
と
子
ど
も
達
へ
の

効
果
は
抜
群
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
私
の
拙
い

実
践
だ
け
で
は
説
明
で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、

Ｎ
Ｉ
Ｅ
を
未
来
志
向
的
に
捉
え
る
と
い
う
意
味

で
こ
の
ま
ま
原
稿
に
載
せ
る
こ
と
に
し
た
。

　

小
学
校
に
勤
め
て
早
25
年
が
過
ぎ
た
。
積
み

重
ね
て
い
く
こ
と
と
、
柔
軟
性
を
持
つ
こ
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
も
高
い
ア

ン
テ
ナ
を
張
っ
て
、
子
ど
も
達
の
学
び
を
深
め

る
実
践
を
重
ね
て
い
き
た
い
。



一　
「
法
曹
コ
ー
ス
」
の
設
置
に
向
け
て

　

最
近
の
法
学
部
に
関
す
る
最
大
の
ト
ピ
ッ
ク
は
、
い
わ
ゆ
る
「
法
曹
コ

ー
ス
」
の
設
置
を
め
ぐ
る
動
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
弁
護
士
・
裁
判
官
・

検
察
官
と
い
う
法
曹
を
養
成
す
る
た
め
の
専
門
職
大
学
院
で
あ
る
法
科
大

学
院
制
度
の
危
機
的
な
現
状
を
背
景
に
、
法
学
部
と
法
科
大
学
院
を
有
機

的
に
つ
な
ぐ
プ
ロ
セ
ス
、
つ
ま
り
法
曹
養
成
過
程
の
連
携
の
実
質
化
を
意

図
し
た
動
向
で
あ
る
。

　

医
師
を
養
成
す
る
医
学
部
の
場
合
は
、
伝
統
的
に
６
年
一
貫
教
育
が
行

わ
れ
て
き
た
が
、
法
曹
養
成
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
必
ず
し
も
成
功
し

た
一
貫
教
育
は
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
３
年
ま
た
は

２
年
の
法
科
大
学
院
、
司
法
試
験
お
よ
び
１
年
の
司
法
研
修
所
に
お
け
る

教
育
を
経
て
、
法
曹
が
育
成
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
必
ず
し

も
十
分
に
機
能
し
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
15
年
間

の
法
曹
養
成
に
関
す
る
「
希
望
と
危
機
と
再
生
の
過
程
」
を
概
観
し
、
現

時
点
に
お
け
る
「
法
曹
コ
ー
ス
」
の
設
置
に
向
け
た
本
学
法
学
部
の
取
組

み
を
紹
介
し
た
い
。

二　

法
曹
養
成
過
程
へ
の
「
希
望
」

　

21
世
紀
の
日
本
を
支
え
る
司
法
制
度
を
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
た
め
、

２
０
０
１
年
に
『
司
法
制
度
改
革
審
議
会
意
見
書
』
が
公
表
さ
れ
た
。
そ

れ
は
、
制
度
を
支
え
る
法
曹
の
養
成
制
度
に
つ
い
て
も
言
及
し
、
新
世
紀

の
司
法
を
担
う
に
ふ
さ
わ
し
い
質
の
法
曹
を
多
数
確
保
す
る
た
め
に
、
従

来
の
司
法
試
験
と
い
う
「
点
」
に
よ
る
選
抜
で
は
な
く
、
法
学
教
育
・
司

法
試
験
・
司
法
修
習
を
有
機
的
に
連
携
さ
せ
た
「
プ
ロ
セ
ス
」
と
し
て
の

法
曹
養
成
制
度
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
中
核
に
、
法
曹
養
成
に

特
化
し
た
専
門
職
大
学
院
と
し
て
設
け
ら
れ
た
の
が
「
法
科
大
学
院
」
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
充
実
し
た
教
育
が
行
わ
れ
、
か
つ
厳
格
な
成
績
評
価

や
修
了
認
定
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
、
修
了
者
の
う
ち
の
７
、８
割

が
司
法
試
験
に
合
格
で
き
、
先
進
諸
国
の
中
で
は
人
口
あ
た
り
の
法
曹
数

が
格
段
に
少
な
か
っ
た
日
本
で
、
２
０
１
０
年
頃
に
は
司
法
試
験
合
格
者

数
を
年
間
３
０
０
０
人
に
ま
で
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
目
標
と
さ
れ
た
。
ア

メ
リ
カ
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
・
シ
ス
テ
ム
を
モ
デ
ル
に
し
て
お
り
、
法
学
教

育
論
等
も
活
発
に
議
論
さ
れ
た
（
拙
著
『
ア
メ
リ
カ
・
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
教

育
論
考
』〔
弘
文
堂
・
２
０
０
９
年
〕
等
を
参
照
）。
い
わ
ば
、
希
望
に
満

ち
溢
れ
た
旅
立
ち
の
時
代
で
あ
っ
た
。

三　

法
曹
養
成
過
程
の
「
危
機
」

　

し
か
し
、
危
機
は
程
な
く
し
て
訪
れ
た
。
２
０
０
４
年
に
は
７
万
人
以

上
で
あ
っ
た
法
科
大
学
院
の
志
願
者
数
が
、
２
０
１
８
年
に
は
８
０
０
０

人
程
度
に
激
減
し
、
し
か
も
、
最
大
74
校
存
在
し
た
法
科
大
学
院
も
、
現

在
で
は
半
数
程
度
に
減
少
し
、
法
科
大
学
院
自
体
も
大
幅
な
定
員
の
減
少

大
学
法
学
部
教
授　

川か
わ

嶋し
ま

四し

郎ろ
う

「
法
曹
コ
ー
ス
」の
設
置
と
法
学
部
の
将
来

│
良
心
を
手
腕
に
運
用
で
き
る
法
曹
の
育
成
の
た
め
に
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同
志
社　

ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ

を
余
儀
な
く
さ
せ
ら
れ
た
。
法
科
大
学
院
の
標
準
修
業
年
限
は
３
年
で
あ

る
が
、
こ
の
法
学
未
修
課
程
に
入
学
し
て
も
半
数
は
司
法
試
験
に
合
格
で

き
ず
、
公
平
性
・
開
放
性
・
多
様
性
と
い
う
設
立
当
初
の
理
念
の
実
現
は

困
難
に
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
２
０
１
５
年
に
は
司
法
試
験
合

格
者
数
の
見
直
し
も
行
わ
れ
、
１
５
０
０
人
程
度
に
削
減
さ
れ
た
。
司
法

試
験
の
合
格
率
は
、
７
、
８
割
に
届
い
た
こ
と
は
な
く
、
近
時
は
２
、３

割
程
度
の
合
格
者
数
で
推
移
し
て
い
る
。
最
高
裁
判
所
司
法
研
修
所
の
修

習
期
間
が
無
給
と
さ
れ
た
時
期
も
あ
り
、
ま
た
、
マ
ス
コ
ミ
等
が
弁
護
士

の
就
職
難
を
大
々
的
に
報
じ
、
経
済
的
な
困
窮
の
イ
メ
ー
ジ
さ
え
広
く
植

え
付
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
現
在
で
は
状
況
が
改
善
し
て
い
る
）。

医
師
の
養
成
と
比
較
し
た
場
合
に
、
近
時
の
医
学
部
に
は
廃
止
や
募
集
停

止
な
ど
は
な
く
、
医
師
国
家
試
験
の
合
格
率
は
９
割
程
度
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
司
法
試
験
予
備
試
験
と
い
う
、
法
科
大
学
院
を

修
了
す
る
こ
と
な
く
司
法
試
験
の
受
験
資
格
が
得
ら
れ
る
試
験
へ
の
人
気

は
年
々
歳
々
増
加
し
た
。
も
と
も
と
は
、
法
科
大
学
院
に
通
う
こ
と
が
で

き
な
い
人
々
に
も
司
法
試
験
を
受
験
で
き
る
道
を
開
く
制
度
で
あ
っ
た
が
、

大
学
生
で
も
法
科
大
学
院
在
学
生
で
も
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か

ら
、
法
科
大
学
院
教
育
の
い
わ
ば
バ
イ
パ
ス
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

法
曹
養
成
の
「
エ
リ
ー
ト
・
コ
ー
ス
」
と
し
て
定
着
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
法
科
大
学
院
を
経
な
い
若
い
裁
判
官
・
検
察
官
・
弁
護
士
も
誕

生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
希
望
の
法
科
大
学
院
が
創
設
さ
れ
た

当
初
か
ら
当
然
に
予
想
さ
れ
た
危
機
の
現
実
化
で
も
あ
る
。

四　

法
曹
養
成
過
程
の
「
再
生
」
？

　

し
か
し
、
物
語
は
こ
れ
で
終
わ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ

た
よ
り
良
き
法
曹
の
育
成
は
、
か
け
が
え
の
な
い
人
生
を
懸
命
に
生
き
る

人
々
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
り
、
法
の
支
配
が
全
国
に
行
き
渡
り
司
法
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
充
実
す
る
こ
と
は
、
国
の
豊
か
さ
の
源
で
あ
る
。
国
際
的

に
も
活
躍
で
き
る
法
曹
の
育
成
も
不
可
避
で
あ
る
。
法
に
関
す
る
高
度
の

専
門
的
知
見
や
技
能
を
涵
養
し
、
温
か
い
眼
差
し
と
高
い
倫
理
観
・
正
義

感
を
も
っ
た
法
曹
を
育
成
す
る
使
命
を
実
現
す
る
た
め
に
、
法
科
大
学
院

は
着
実
な
法
曹
養
成
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
予
備
試
験
は
、
法
曹

倫
理
を
基
礎
と
し
た
実
務
法
律
科
目
や
司
法
試
験
科
目
を
除
く
多
様
な
科

目
を
学
ば
な
い
法
エ
リ
ー
ト
を
生
み
出
す
契
機
と
な
っ
て
い
る
。）。

　
「
法
曹
コ
ー
ス
」
の
設
置
は
、『
意
見
書
』
で
は
そ
の
位
置
づ
け
が
十
分

で
は
な
か
っ
た
法
学
部
と
法
科
大
学
院
を
有
機
的
に
結
合
す
る
試
み
で
あ

る
。
学
部
に
「
法
曹
コ
ー
ス
」
を
設
置
す
る
大
学
と
法
科
大
学
院
（
を
設

置
す
る
大
学
）
と
の
間
で
「
法
曹
養
成
連
携
協
定
」
を
締
結
し
、
法
曹
志

望
の
学
生
が
、
早
い
時
期
か
ら
法
科
大
学
院
を
見
据
え
た
教
育
を
受
け
る

機
会
を
得
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
学
部
３
年
・
法
科
大
学
院
２
年（
既

修
課
程
）
の
５
年
間
の
新
し
い
有
機
的
か
つ
連
携
的
な
法
曹
養
成
プ
ロ
セ

ス
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
司
法
試
験
の
法
科
大
学
院
在
学
中
受
験
を
認
め
る

新
制
度
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
従
来
、
大
学
入
学
か
ら
法
科
大
学
院
を
経
て

通
例
７
年
半
以
上
か
け
て
司
法
研
修
所
に
入
所
し
な
け
れ
ば
法
曹
に
な
れ

な
い
現
状
を
改
革
し
、
５
年
で
入
所
で
き
計
６
年
で
法
曹
に
な
る
こ
と
が

で
き
る
道
を
開
く
も
の
で
あ
る
。
法
科
大
学
院
修
了
か
ら
司
法
研
修
所
入

所
ま
で
の
い
わ
ゆ
る
ギ
ャ
ッ
プ
・
タ
ー
ム
の
解
消
も
期
待
さ
れ
る
。

五　

本
学
法
学
部
の
取
組
み
と
将
来

　

全
国
を
見
渡
し
た
場
合
に
、
設
置
し
な
い
法
学
部
も
多
く
み
ら
れ
る
中

で
、
本
学
法
学
部
（
高
杉
法
学
部
長
）
は
、「
法
曹
コ
ー
ス
検
討
委
員
会
」

（
瀬
領
委
員
長
）
に
お
い
て
鋭
意
検
討
を
加
え
、
新
年
度
か
ら
「
法
曹
コ

ー
ス
」
を
創
設
す
る
決
定
を
行
っ
た
。
文
部
科
学
省
の
基
本
的
な
方
針
が

必
ず
し
も
明
確
で
は
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
教
務
主
任
梶
山
教
授

の
八
面
六
臂
の
活
躍
や
多
く
の
教
職
員
の
方
々
の
ご
尽
力
も
あ
り
、
す
で

に
２
つ
の
法
科
大
学
院
（
同
志
社
大
・
神
戸
大
）
と
協
定
の
締
結
に
ま
で

漕
ぎ
着
け
て
い
る
。
相
変
わ
ら
ず
予
備
試
験
制
度
は
残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ

る
が
、
私
た
ち
は
、「
法
曹
コ
ー
ス
」
に
お
い
て
基
本
法
律
科
目
を
基
軸

と
し
た
魅
力
的
な
法
学
教
育
を
行
い
た
い
。
そ
れ
は
、
法
曹
養
成
制
度
の

「
再
生
」
に
向
け
た
取
組
み
で
あ
り
、
法
学
部
で
は
、
底
辺
に
向
か
う
志

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
良
心
を
手
腕
に
運
用
で
き
る
法
曹
の
育
成
を
目
指
し

た
い
。
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同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所

（
人
文
研
）
は
創
立
75
周
年
を
記

念
し
て
、
２
０
１
９
年
12
月
21
日

（
土
）
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
ま
し
た
。
現
在
、
当
研
究
所
の

共
同
研
究
は
、
17
の
部
門
研
究
会

に
属
す
る
約
２
７
０
名
の
学
内
外

の
研
究
員
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
特
に
重
点
を
置
く
分
野

は「
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題
研
究
」

「
京
都
を
始
め
と
す
る
近
現
代
日

本
の
地
域
研
究
」「
現
代
社
会
研

究
」
で
あ
り
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
、
そ
れ
ら
三
分
野
の
講
演
を
中

心
に
行
い
ま
し
た
。
会
場
に
は
、

１
１
０
名
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ

き
ま
し
た
。

人
文
研
の
役
割

　

開
会
の
ご
挨
拶
の
中
で
、
八
田
英
二
総
長
・
理
事
長
、
松
岡
敬
大
学
長

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
、
人
文
研
が
人
文
社
会
科
学
系
の
共
同
研
究
で
果
た
し

て
き
た
役
割
の
意
義
や
、
今
後
一
層
研
究
成
果
の
還
元
と
他
機
関
と
の
共

同
・
連
携
に
取
り
組
む
こ
と
へ
の
期
待
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

継
承
さ
れ
て
き
た
学
際
的
共
同
研
究
重
視
の
方
針

　

小
山
隆
・
人
文
科
学
研
究
所
長
は
、
人
文
研
の
共
同
研
究
重
視
の
方
針

は
人
文
研
の
前
身
で
あ
る
同
志
社
大
学
研
究
所
の
設
立
時（
１
９
４
４
年
）

か
ら
貫
か
れ
、
初
代
所
長
も
共
同
研
究
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
を
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
１
９
５
２
年
に
は
「
複
数
の
分
野
に
跨
が
る
人
た
ち
の
総
合

的
研
究
」
と
し
て
学
際
的
共
同
研
究
が
構
想
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
同
年

に
人
文
研
が
資
料
収
集
部
門
を
設
置
し
た
こ
と
も
、
現
在
の
方
針
に
繋
が

っ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
に
初
期
の
頃
に
形
づ
く
ら
れ

た
人
文
研
の
骨
格
が
現
在
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
、

今
後
の
発
展
的
継
承
の
抱
負
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

第
一
部　

キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題
研
究

　

本
井
康
博
・
元
同
志
社
大
学
神
学
部
教
授
の
講
演
「
Ｃ
Ｓ
（
キ
リ
ス
ト

教
社
会
問
題
研
究
）
と
共
に
32
年
」
で
は
Ｃ
Ｓ
の
歩
み
が
概
観
さ
れ
、『
キ

リ
ス
ト
教
社
会
問
題
研
究
』
が
同
志
社
で
唯
一 EBSC

O
host 

の
人
文

系
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
選
ば
れ
る
な
ど
高
い
外
部
評
価
を
得
て
い
る
こ
と
を

大
学
人
文
科
学
研
究
所
助
教　

林は
や
し　

葉よ
う

子こ

人
文
科
学
研
究
所
75
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
同
志
社
大
学
人
文
研
の
過
去
・
現
在
・
未
来｣

高久嶺之介 同志社大学名誉教授の講演
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踏
ま
え
て
今
後
い
っ
そ
う
「
人
文
研
の
顔
」「
同
志
社
の
顔
」
と
し
て
の

研
究
を
牽
引
し
て
い
く
よ
う
に
と
激
励
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
講
演
を
受
け

て
吉
田
亮
・
社
会
学
部
教
授
は
、
Ｃ
Ｓ
の
特
殊
性
は
「
同
志
社
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
が
近
代
日
本
の
形
成
に
ど
う
い
う
関
与
を
し
て
き
た
か
」

を
実
証
主
義
的
方
法
に
よ
っ
て
解
明
し
て
き
た
こ
と
で
あ
り
、
今
後
の
最

重
要
課
題
は
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
関
す
る
研
究
を
発
展
さ
せ
る

こ
と
だ
と
コ
メ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
部　

京
都
を
始
め
と
す
る
近
現
代
日
本
の
地
域
研
究

　

高
久
嶺
之
介
・
同
志
社
大
学
名
誉
教
授
の
講
演
「
近
畿
地
域
史
研
究
の

流
れ
」
で
は
、
研
究
対
象
の
地
域
か
ら
借
り
た
古
文
書
を
も
と
に
進
め
ら

れ
た
人
文
研
の
地
域
研
究
の
諸
相
に
つ
い
て
、
特
に
高
久
先
生
が
関
わ
っ

て
こ
ら
れ
た
京
都
地
場
産
業
、
近
畿
の
農
村
や
自
治
体
、
近
代
地
方
名
望

家
の
研
究
等
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
小
林
丈
広
・
文
学
部

教
授
は
、
高
久
先
生
の
ご
研
究
は
地
域
の
特
徴
を
地
域
に
寄
り
添
っ
て
考

え
る
も
の
で
、
一
次
資
料
を
用
い
た
実
証
的
な
近
現
代
史
研
究
の
先
駆
け

で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
一
次
資
料
の
調
査

収
集
・
整
理
を
踏
ま
え
た
研
究
ス
タ
イ
ル
が
今
後
も
人
文
研
で
継
承
さ
れ

る
こ
と
へ
の
期
待
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

第
三
部　

現
代
社
会
研
究

　

松
久
玲
子
・
同
志
社
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
研
究
科
教
授
の

講
演
「
地
域
研
究
拠
点
と
し
て
の
部
門
研
究
―
同
志
社
大
学
の
ラ
テ
ン
ア

メ
リ
カ
研
究
―
」
で
は
、
人
文
研
に
経
済
的
基
盤
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
そ
れ
ま
で
学
内
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
ラ
テ

ン
ア
メ
リ
カ
地
域
研
究
の
継
続
的
実
施
と
学
内
外
の
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

形
成
へ
の
取
り
組
み
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
が
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
共
同
研
究
が
科
研
費
獲
得
へ
と
繋
が
り
、

同
志
社
大
学
「
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
研
究
セ
ン
タ
ー
」
発
足
へ
結
び
つ
い
た

こ
と
を
一
例
と
し
て
、
人
文
研
が
学
内
で
の
研
究
分
野
拡
大
に
果
た
し
た

役
割
の
大
き
さ
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
講
演
を
受
け
て
、浅
倉
寛
子
・

メ
キ
シ
コ
社
会
人
類
学
高
等
研
究
所
教
授
か
ら
は
、
人
文
研
の
支
援
が
日

本
と
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
研
究
者
の
国
際
交
流
を
支
え
た
こ
と
が
強

調
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
小
山
所
長
か
ら
、
人
文
研
将
来
計
画
検
討
委
員
会
に
よ
る
報

告
を
元
に
、
今
後
い
っ
そ
う
人
文
研
が
「
学
際
」
に
焦
点
を
当
て
て
い
く

こ
と
や
重
点
的
資
料
収
集
を
行
う
こ
と
等
、
将
来
計
画
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
配
布
さ
れ
た
資
料
は
、
人
文
研
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
特
設
ペ
ー
ジ
（https://jinbun.doshisha.ac.jp/

m
eeting/sym

posium
.htm

l

）
で
、
順
次
、
公
開
さ
れ
ま
す
。
是
非

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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女
子
大
学
表
象
文
化
学
部
長　

丸ま
る

山や
ま

敬け
い

介す
け

表
象
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
―
ふ
み
だ
す
チ
カ
ラ
―

同
志
社
女
子
大
学
表
象
文
化
学
部
設
立
10
周
年
記
念
事
業

参
加
型
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
構
想
と
「
ふ
み
だ
す
チ
カ
ラ
」

　

二
〇
一
九
年
度
は
、
英
語
英
文
学
科
（
英
文
）
と
日
本
語
日
本
文
学
科

（
日
学
）
が
、京
田
辺
校
地
の
学
芸
学
部
か
ら
今
出
川
校
地
に
分
離
移
転
し
、

「
表
象
文
化
学
部
」
を
設
立
し
て
十
周
年
に
あ
た
る
。
ま
た
、
英
文
の
新

制
七
十
周
年
、
日
学
の
開
設
三
十
周
年
の
年
で
も
あ
る
。
節
目
の
年
の
記

念
事
業
と
し
て
、
一
過
性
の
講
演
会
だ
け
に
終
わ
ら
な
い
何
か
を
し
た
い
、

と
い
う
思
い
か
ら
、
英
文
と
日
学
の
協

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

働
に
よ
る
「
表
象
文
化
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
―
ふ
み
だ
す
チ
カ
ラ
―
」
が
企
画
さ
れ
た
。
柱
と
な
る
外
部
ゲ

ス
ト
三
名
―
―
俳
優
の
キ
ム
ラ
緑
子
氏
（
英
文
学
科
卒
業
生
）・
映
画
監

督
の
周
防
正
行
氏
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
監
督
の
山
崎
エ
マ
氏
―
―
の

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
十
月
・
十
一
月
・
十
二
月
に
置
き
、
そ
の
間
を
、
教

職
員
や
学
生
の
手
に
よ
る
様
々
な
企
画
で
埋
め
て
い
こ
う
と
い
う
、
長
期

に
わ
た
る
参
加
型
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
構
想
で
あ
る
。

　
「
ふ
み
だ
す
チ
カ
ラ
」
と
い
う
統
一
テ
ー
マ
に
は
次
の
よ
う
な
意
味
を

こ
め
た
。

・ 

人
間
が
そ
の
長
い
歴
史
の
中
で
積
み
重
ね
て
き
た
、
文
学
や
演
劇
を
は

じ
め
と
す
る
多
様
な
表
象
文
化
は
、
現
代
を
生
き
る
我
々
の
人
生
に

様
々
な
意
味
で
の
「
ふ
み
だ
す
チ
カ
ラ
」
を
与
え
て
く
れ
る
。

・ 

表
象
文
化
を
専
門
的
に
学
ぶ
こ
と
は
、
表
象
文
化
の
持
つ
「
ふ
み
だ
す

チ
カ
ラ
」
を
社
会
に
向
け
て
発
信
し
て
い
く
力
を
得
る
こ
と
で
も
あ
る
。

　

こ
の
テ
ー
マ
は
、
結
果
的
に
、
二
か
月
半
に
わ
た
る
イ
ベ
ン
ト
を
縦
糸

で
つ
な
ぐ
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
た
。
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
期

間
中
、
参
加
者
一
人
一
人
に
書
い
て
も
ら
っ
た
「
ふ
み
だ
し
た
こ
と
・
ふ

み
だ
し
た
い
こ
と
」
ボ
ー
ド
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
上
映
し
た
の
だ
が
、

そ
の
一
つ
一
つ
の
笑
顔
と
言
葉
が
力
強
さ
に
あ
ふ
れ
て
い
た
こ
と
が
印
象

に
残
っ
て
い
る
。

多
様
な
公
募
企
画

　

テ
ー
マ
が
決
ま
り
、
ゲ
ス
ト
に
よ
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
の
計
画
が
順
調

に
進
む
中
、
実
行
委
員
に
は
一
抹
の
不
安
が
あ
っ
た
。「
参
加
型
文
化
フ

ェ
ス
」
と
は
い
う
も
の
の
、
果
た
し
て
自
主
的
な
企
画
の
応
募
な
ど
あ
る

の
だ
ろ
う
か
と
い
う
懸
念
で
あ
る
。
し
か
し
蓋
を
あ
け
て
み
れ
ば
そ
の
心

配
は
杞
憂
だ
っ
た
。
展
示
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
、
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同
志
社　

ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ

期
間
中
も
応
募
は
増
え
続
け
、
最
終
的
に
四
十
余
り
の
企
画
が
十
月
二
日

か
ら
十
二
月
十
七
日
ま
で
の
間
に
実
行
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
紙
幅
の
関
係

で
一
例
を
タ
イ
ト
ル
の
み
紹
介
す
る
。
詳
細
はH

P

「
イ
ベ
ン
ト
」「
イ
ベ
ン

ト
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
」
の
ペ
ー
ジ
参
照
（https://w

w
w
.dw

c.doshisha.
ac.jp/faculty_dep_info/representation/10th_anniversary

）。

〈
展
示
〉

「
森
見
登
美
彦
×
京
都
マ
ッ
プ
」「
イ
ラ
ス
ト
展
示
か
れ
ん
こ
て
ん
」「
Ｐ

Ｏ
Ｐ
で
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」「
日
本
語
教
科
書
展
示
」「
Ｓ
Ｐ
の
あ
ゆ
み
」

「
映
画
や
本
か
ら
ち
ょ
っ
と
だ
け
知
ろ
う
！
台
湾
」「
宝
塚
歌
劇
で
舞
台
化

さ
れ
た
小
説
展
示
」
等
。

〈
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
〉

「
満
月
句
会
」「
俳
句
の
世
界
を
映
像
化
し
て
み
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

「T
he D

o ’s and D
on ’ts of the T

ea C
erem

ony
」
等
。

〈
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
〉

「
怪
談
と
虚

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

構
」「
プ
ロ
セ
ス
演
劇
―
〇ま

る

〇ま
る

で
遊
ぶ
」「
推
し
愛
♡
グ
ラ
ン

プ
リ
」「M

y 

留
学
生
活 in the U
S

」「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
は
欺
か
な
い
―

文
豪
の
名
場
面
を
読
む
・
観
る
・
聴
く
」「G

U
R
LS ’ R

A
IN

BO
W

 
EM

PO
W

ER
M
EN

T

―
性
の
多
様
性
・
フ
ツ
ー
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
」「
英

語
劇
：
ウ
ィ
ン
ダ
ミ
ア
卿
婦
人
の
扇
」
等
。

英
文
・
日
学
の
協

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
働　

　

右
の
企
画
に
は
、
英
文
・
日
学
両
学
科
の
学
生
や
教
員
が
企
画
段
階
か

ら
共
に
関
わ
っ
た
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
。
ま
た
、
企
画
自
体
は
一
方
の

学
科
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
両
学
科
か
ら
隔
て
な
く
参
加
し
、
聴
衆
と
な

っ
た
。
日
頃
あ
ま
り
交
わ
る
こ
と
の
な
い
隣
接
学
科
の
学
生
と
の
出
会
い

は
双
方
の
学
生
に
大
き
な
刺
激
を
も
た
ら
し
た
。
何
よ
り
も
教
員
間
に
お

い
て
、
イ
ベ
ン
ト
の
感
想
や
表
象
文
化
に
つ
い
て
、
学
科
を
越
え
て
語
り

合
う
姿
が
見
ら
れ
た
の
は
本
事
業
の
大
き
な
成
果
で
あ
る
と
言
え
る
。
真

の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
は
、
こ
う
い
っ
た
教
員
相
互
の
対
話
の
中
か
ら

生
ま
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
本
事

業
の
成
功
は
学
部
事
務
室
の
全
面
的
な
サ

ポ
ー
ト
な
し
に
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。
日

常
の
業
務
を
滞
り
な
く
進
め
つ
つ
長
期
に

わ
た
り
こ
れ
だ
け
の
数
の
イ
ベ
ン
ト
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
は
大
変
だ
っ
た
は
ず
だ

が
、
学
部
学
科
の
活
性
化
を
共
に
喜
び
な

が
ら
、
学
生
・
教
員
・
事
務
局
が
共
同
で

こ
の
行
事
を
作
り
上
げ
て
い
け
た
こ
と
を

幸
せ
に
感
じ
、
次
の
十
年
へ
と
ふ
み
だ
す

チ
カ
ラ
を
実
感
し
て
い
る
。

クロージングイベントの一場面 怪談と虚構トークセッション

周防正行映画監督トークイベント
（栄光館にて）
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英
語
で
平
和
を
学
ぶ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

〜Doshisha Peace Aw
ard 2019

〜

中
学
校
教
諭　

皆み
な

川が
わ

祥し
ょ
う

吾ご

　

本
校
英
語
授
業
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
ど
の
学
年
に
お
い
て
も 

“Think 
A
ct Learn in English

” 

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
構
成
さ
れ
て
お
り
、
聞
く

力
・
話
す
力
・
読
む
力
・
書
く
力
と
い
う
所
謂
「
英
語
４
技
能
」
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
本
校
３
年
生
は
、

各
学
期
に
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
そ
の
テ
ー
マ
の
元
、
扱
う
教
材
を
厳
選
し
、

授
業
で
扱
う
こ
と
で
、
共
通
の
話
題
で
使
わ
れ
る
語
彙
や
文
法
を
オ
ー
バ

ー
ラ
ッ
プ
さ
せ
、「
テ
ー
マ
」と「
そ
の
テ
ー
マ
で
使
う
こ
と
の
多
い
語
彙
・

文
法
」
を
な
る
べ
く
リ
ン
ク
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
ま
た
、
学
期
の

後
半
に
学
び
の
ま
と
め
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
活
動
と
し
て
、
そ
の
テ
ー

マ
に
リ
ン
ク
し
、
か
つ
リ
ア
ル
な
社
会
と
つ
な
が
り
を
持
っ
た
上
で
実
施

で
き
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
映
像
作
り
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設

定
し
て
い
る
。
“Doshisha Peace A

w
ard 2019

” 

は
２
０
１
９
年
度

２
学
期
（
９
月
〜
12
月
）
に
お
け
る
、
最
終
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
っ
た
。

　

２
０
１
９
年
度
２
学
期
に
お
け
る
同
志
社
中
学
校
３
年
生
の
英
語
授
業

に
お
け
る
テ
ー
マ
は 

“Peace

（
平
和
）” 

で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
英
語
授

業
で
使
用
し
て
い
る
教
科
書 N

ew
 C

row
n

（
三
省
堂
）
に
お
い
て
、

A
tom

ic Bom
b

（
原
子
爆
弾
）
に
よ
る
被
害
に
つ
い
て
学
ぶ
ト
ピ
ッ
ク
や
、

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
黒
人
差
別
の
改
善
を
訴
え
る M

artin Luther 
K
ing Jr. 

の
有
名
な
演
説 

“I have a D
ream

” 

を
元
に
し
た
ト
ピ
ッ
ク

な
ど
、「
平
和
と
は
何
か
」
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
話
題
が

あ
っ
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
校
に
お
け
る
人
権
週
間
が
毎

年
11
月
に
あ
る
こ
と
や
、
毎
年
12
月
に
行
わ
れ
る
３
年
生
修
学
旅
行
の
１

つ
が
沖
縄
戦
の
戦
跡
を
巡
る
平
和
学
習
で
あ
る
こ
と
も
、
“Peace

” 

が
こ

の
時
期
の
テ
ー
マ
に
な
っ
た
理
由
で
あ
る
。

　

“Peace

” 

と
い
う
テ
ー
マ
の
元
、
最
終
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

“Doshisha Peace A
w
ard 2019

” 

の
構
想
を
練
り
上
げ
、
実
現
す
る

ま
で
に
至
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
独
立
行
政
法
人
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
関
西
京
都

デ
ス
ク
の
国
際
協
力
推
進
員
で
あ
る
長
谷
川
広
一
氏
と
の
出
会
い
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
き
い
。
長
谷
川
氏
に
連
絡
を
取
り
、
企
画
構
想
を
相
談
し
た

と
こ
ろ
、
京
都
市
付
近
で
「
平
和
に
向
け
た
活
動
」
を
し
て
い
る
団
体
を

ご
紹
介
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
関
わ

る
こ
と
に
な
っ
た
団
体
、IK

EU
C
H
I O

R
G
A
N
IC

 

株
式
会
社
、
株
式

会
社 M

O
T
H
ER

H
O
U
SE

、D
ariK

 

株
式
会
社
、
公
益
社
団
法
人 

日

本
国
際
民
間
協
力
会
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

テ
ラ
・
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
、
そ
し
て
シ
リ
ア
支
援
団
体 Piece of Syria 

で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
団
体
は
、
地
球
環
境
を
考
え
た
製
品
作
り
や
、
発
展
途
上
国
の
開
発

支
援
、
及
び
人
道
支
援
を
し
て
い
て
、
各
団
体
独
自
の
活
動
を
通
し
て
、

地
球
／
人
の
「
平
和
」
に
貢
献
し
て
い
る
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、
３
年
生
の
生
徒
た
ち
に
は
平
和
活
動

を
し
て
い
る
前
述
の
団
体
の
広
報
活
動
の
一
環
と
し
て
「
Ｐ
Ｒ
動
画
」
を
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同
志
社　

ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ

た
ち
の
作
成
し
た
優
秀
Ｐ
Ｒ
動
画
を
見
て
も
ら
い
、彼
ら
の「
平
和
活
動
」

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
２
０
１
９
年
12
月
17
日
京
都
新
聞
朝

刊
（
小
林
沙
恵
記
者
）
に
お
い
て
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、

さ
ら
に
協
力
団
体
の
広
報
活
動
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の 

“Doshisha Peace A
w
ard 2019

” 

に
至
る
ま
で
の
一
連
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
今
年
度
初
め
て
開

催
し
、
11
月
の
１
ヶ
月
と
い
う
短
い

ス
パ
ン
で
作
品
を
仕
上
げ
た
こ
と
も

あ
り
、
最
終
の A

w
ard 

に
出
品
し

た
作
品
に
つ
い
て
も
、
字
幕
の
間
違

い
が
あ
っ
た
り
、
映
像
の
未
完
成
部

分
が
あ
っ
た
り
し
て
、
作
品
の
ク
オ

リ
テ
ィ
は
ま
だ
改
善
の
余
地
が
あ
っ

た
。
各
団
体
の
動
画
を
作
成
す
る
時

間
、
動
画
を
何
度
か
修
正
す
る
時
間
、

各
団
体
に
よ
る
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク

の
時
間
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
あ
と

１
ヶ
月
ほ
ど
の
時
間
が
あ
れ
ば
よ
り

充
実
し
た A

w
ard 

に
な
っ
た
よ
う

に
思
う
。
た
だ
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
行
っ
た
中
で
、生
徒
た
ち
が「
平

和
活
動
」
を
身
近
に
感
じ
て
く
れ
、

社
会
と
学
校
の
学
び
を
リ
ン
ク
さ
せ

て
く
れ
た
と
確
信
し
て
い
る
。
今
後

は
「
英
語
」
と
い
う
枠
組
み
だ
け
に

と
ら
わ
れ
ず
、
他
教
科
と
協
力
し
な

が
ら
、
よ
り
リ
ア
ル
な
社
会
と
の
接

点
を
持
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施

し
て
い
き
た
い
。

作
る
こ
と
を
掲
示
し
た
。
彼
ら
の
「
平
和
活
動
」
を
よ
り
多
く
の
人
に
知

っ
て
も
ら
う
た
め
、
世
界
に
発
信
す
る
動
画
と
し
て
「
英
語
字
幕
を
つ
け

た
動
画
作
成
」
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
と
し
た
。
“Doshisha Peace 

A
w
ard 2019

” 

は
、
そ
れ
ら
の
Ｐ
Ｒ
動
画
を
世
間
に
向
け
て
発
信
す
る

場
と
し
て
設
定
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
主
に
２
０
１
９
年
度
11
月
に
行
っ
た
。
ま
ず
、

各
ク
ラ
ス
に
お
い
て
５
、６
人
の
グ
ル
ー
プ
を
設
定
し
、
そ
の
中
の
１
人

に
特
別
授
業
（
11
月
５
日
実
施
）
に
参
加
し
て
も
ら
っ
た
。
こ
の
特
別
授

業
で
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
関
西 
長
谷
川
氏
及
び
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
力
団

体
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
大
豊
盛
重
氏
に
本
校
に
来
て
い
た
だ
き
、

協
力
団
体
の
概
要
や
活
動
内
容
な
ど
に
つ
い
て
講
演
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

こ
の
特
別
授
業
で
得
た
情
報
を
元
に
各
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
、
広
報
協
力

し
た
い
団
体
を
選
定
し
て
も
ら
い
、
各
団
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
調
べ
た

り
、
各
団
体
の
事
務
所
に
行
っ
た
り
、
各
団
体
の
代
表
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
た
り
す
る
中
で
、
情
報
を
整
理
し
、
一
人
一
台
所
持
し
て
い
る iPad 

上
の
ア
プ
リ C

lips 

と iM
ovie 

を
使
っ
て
、
英
語
字
幕
と
と
も
に
各
団

体
の
Ｐ
Ｒ
動
画
を
作
成
し
た
。
作
成
し
た
Ｐ
Ｒ
動
画
は
11
月
末
、
各
ク
ラ

ス
に
て
放
映
し
、
一
次
審
査
と
い
う
形
で
各
ク
ラ
ス
代
表
グ
ル
ー
プ
を
１

つ
ま
た
は
２
つ
選
抜
し
、
こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
を 

“Doshisha Peace 
A
w
ard 2019

” 

へ
の
出
場
グ
ル
ー
プ
と
し
た
。
“Doshisha Peace 

A
w
ard 2019

” 

へ
は
合
計
14
グ
ル
ー
プ
が
出
品
す
る
こ
と
と
な
り
、

“Doshisha Peace A
w
ard 2019

” 

当
日
と
な
る
12
月
13
日
（
金
）
で
は
、

こ
の
中
で
最
優
秀
作
品
を
決
定
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

“Doshisha Peace A
w
ard 2019

” 

は
こ
の
よ
う
に
、
平
和
活
動
を

し
て
い
る
団
体
の
英
語
字
幕
付
き
Ｐ
Ｒ
動
画
の
最
優
秀
作
品
を
決
め
、
表

彰
す
る
と
い
う
機
会
と
し
て
設
定
し
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
他
の
生
徒
や

保
護
者
、
教
育
関
係
者
、
報
道
関
係
者
、
外
国
人
留
学
生
、
行
政
の
方
な

ど
に
見
て
い
た
だ
き
、
各
団
体
の
「
平
和
活
動
」
を
発
信
す
る
場
と
し
て

設
定
し
た
。
当
日
は
全
体
で
約
80
名
の
参
加
者
に
来
て
い
た
だ
き
、
生
徒

プロジェクト説明の様子 最優秀賞受賞式の様子
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特
別
支
援
の
必
要
性

　

教
室
に
入
れ
な
い
生
徒
、
学
校
に
来
ら
れ
な
い
生
徒
の
存
在
は
今
に
始

ま
っ
た
わ
け
で
は
な
く
過
去
か
ら
も
多
く
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
過
去
に

お
い
て
、そ
う
い
っ
た
生
徒
た
ち
は
『
さ
ぼ
っ
て
い
る
』『
な
ま
け
も
の
』

『
わ
が
ま
ま
』
と
い
っ
た
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
、
特
に
か
ま
わ
れ
ず
に
置

き
去
り
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
し
、
関
心
の
あ
る
大
人
も
「
頑
張
れ
」「
し

っ
か
り
し
ろ
」
と
い
っ
た
、
通
り
一
遍
の
声
か
け
し
か
し
て
こ
な
か
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
最
近
に
な
り
、
そ
う
い
っ
た
生
徒
た
ち
に
も
目
が
向

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
保
健
室
の
片
隅
で
座
っ
て
い
る
だ

け
と
か
、
図
書
館
で
自
習
さ
せ
て
い
る
だ
け
と
い
っ
た
対
応
か
ら
、
積
極

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
や
過
ご
し
や
す
い
環
境
の
整
備
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
発
達
障
害
の
特
性
を
持
つ
生
徒
や
体
に
障
害
を
持
つ
生
徒
に

対
し
て
も
、
彼
ら
の
特
性
を
周
囲
が
理
解
し
、
お
互
い
が
お
互
い
の
特
性

を
理
解
し
た
上
で
、
き
め
細
や
か
な
対
応
が
で
き
る
態
勢
を
作
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

本
校
の
現
状

　

本
校
に
お
い
て
は
、
保
健
室
で
養
護
教
諭
が
教
室
に
入
り
に
く
い
生
徒

の
話
を
聴
く
と
い
っ
た
状
況
か
ら
、
１
９
９
５
年
に
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
を
初
め
て
導
入
し
、
生
徒
、
保
護
者
の
ケ
ア
に
あ
た
る
一
方
、
教
員

の
側
も
こ
う
い
っ
た
生
徒
へ
の
対
応
に
つ
い
て
の
勉
強
が
始
ま
り
、
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
や
外
部
講
師
に
よ
る
研

修
会
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
に
は
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

４
人
体
制
で
毎
日
誰
か
が
常
駐
し

て
い
る
形
と
な
り
、
生
徒
、
保
護

者
、
教
員
に
対
す
る
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
充
実
さ
せ
、
２
０
１
９
年

に
は
特
別
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
校
務
分
掌
と
し
て
設
置
し
、

特
別
支
援
教
育
の
充
実
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

香
里
中
学
・
高
等
学
校
教
諭　

特
別
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

竹た
け

田だ

幸こ
う

平へ
い

香
里
中
学
・
高
校
に
お
け
る
特
別
支
援
の
取
り
組
み

学習室
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本
校
の
取
り
組
み

　

年
々
増
え
る
不
登
校
傾
向
の
生
徒
、
保
健
室
登
校
を
希
望
す
る
生
徒
、

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
へ
の
相
談
者
に
対
し
て
、
で
き
る
だ
け
の
対
応
を
し
て
い

る
現
状
で
す
が
、
特
に
保
健
室
登
校
の
生
徒
に
対
す
る
ケ
ア
が
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
保
健
室
に
お
い
て
は
常
時
数
名
の
保
健
室
登
校
の

生
徒
が
登
校
し
て
い
ま
す
が
、
登
校
で
き
る
日
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
登
校
時

間
も
不
定
期
な
状
態
で
す
。
こ
れ
ら
の
生

徒
は
保
健
室
に
登
校
し
て
い
る
と
き
は
基

本
的
に
保
健
室
内
の
学
習
室
で
自
習
を
し

て
お
り
、
手
空
き
の
教
員
や
養
護
教
諭
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が

対
応
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
加
え
、
本
年

２
学
期
よ
り
、
特
別
支
援
や
心
理
学
に
興

味
の
あ
る
大
学
生
を
保
健
室
登
校
の
生
徒

に
対
応
す
る
補
助
者
と
し
て
採
用
し
、
勉

強
の
補
助
や
話
し
相
手
と
し
て
対
応
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
勉
強
に
対
し
て
も
積
極
的
な
姿

勢
が
み
ら
れ
な
い
生
徒
の
た
め
に
、
保
健

室
の
裏
庭
に
畑
を
つ
く
り
、
興
味
の
あ
る

生
徒
に
は
栽
培
体
験
が
で
き
る
よ
う
に
し
、

学
期
や
長
期
休
暇
の
最
後
に
は
、
流
し
そ

う
め
ん
大
会
や
餅
つ
き
大
会
、
ピ
ザ
作
り

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
作
業
機
会
や
イ
ベ
ン
ト
は
学
校
へ
の
興
味
保
持
や
登
校
へ
の
動

機
付
け
、
楽
し
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
大
き
く
機
能
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。

　

一
方
、
教
員
に
対
し
て
は
研
修
会
を
定
期
的
に
開
催
し
、
特
別
支
援
が

必
要
な
生
徒
に
対
す
る
理
解
の
向
上
や
対
応
に
つ
い
て
の
研
修
を
お
こ
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年
よ
り
状
況
に
応
じ
て
教
頭
が
招
集
し
、
担
任

団
、
生
活
指
導
部
、
養
護
教
諭
、
特
別
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
な
ど
が
参
加
し
て
ケ
ー
ス
会
議
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
会

議
は
、
以
前
で
は
担
任
団
や
関
係
教
員
だ
け
で
処
理
し
て
い
た
事
象
を
、

学
校
、
学
年
や
関
係
者
で
情
報
共
有
し
、
対
応
を
検
討
し
て
一
貫
性
の
あ

る
指
導
に
役
立
て
る
と
い
っ
た
面
で
非
常
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題

　

１
つ
め
の
課
題
は
年
々
増
え
る
相
談
件
数
と
保
健
室
登
校
、
不
登
校
傾

向
の
あ
る
生
徒
た
ち
の
増
加
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
応
す
る
人
員
、
環

境
の
充
実
が
急
務
で
す
。
特
に
不
登
校
、
保
健
室
登
校
の
生
徒
に
対
し
て

の
ケ
ア
は
、
学
校
や
人
と
の
関
わ
り
に
対
す
る
興
味
を
切
ら
せ
な
い
よ
う

に
し
て
い
く
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。
ま
た
、
そ
こ
か
ら
一
歩
進
ん

で
、
教
室
で
の
授
業
や
集
団
の
中
で
の
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
に
は

ど
う
し
て
い
っ
た
ら
い
い
の
か
、
と
い
っ
た
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

２
つ
め
の
課
題
と
し
て
は
私
た
ち
教
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
理
解
を
深

め
る
取
り
組
み
で
す
。
い
ま
ま
で
の
感
覚
で
は
追
い
つ
か
な
い
事
象
が
多

く
見
受
け
ら
れ
る
中
で
、
私
た
ち
教
員
が
勉
強
し
、
考
え
、
積
極
的
に
取

り
組
む
、
ま
た
、
環
境
を
整
え
て
い
く
努
力
を
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

農園餅つき
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１
．
は
じ
め
に

　

本
校
で
は
中
２
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
音
楽
科
が
担
当
し
て
い
る

が
、
中
高
６
年
間
を
通
し
て
、
課
題
の
設
定
、
情
報
の
取
集
、
整
理
・
分

析
、
ま
と
め
な
ど
の
探
究
的
な
学
習
を
体
系
的
に
行
う
た
め
に
も
、
加
藤

美
穗
子
司
書
教
諭
に
も
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

こ
の
授
業
の
目
標
は
、
次
の
３
点
で
あ
る
。

① 

讃
美
歌
の
作
ら
れ
た
背
景
や
歌
詞
に
込
め
ら
れ
た
意
味
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
を
通
し
て
、
人
々
が
ど
の
よ
う
に
神
と
向
き
合
っ
て
生
き
て
き
た

の
か
を
考
察
し
、
自
己
の
生
き
方
を
考
え
る
。

② 

表
現
活
動
と
言
語
活
動
を
通
し
、
探
究
活
動
に
主
体
的
、
創
造
的
に
取

り
組
む
態
度
を
養
う
。

③ 

各
教
科
で
身
に
つ
け
た
知
識
や
技
能
な
ど
を
相
互
に
関
連
付
け
、
学
習

や
生
活
に
お
い
て
生
か
し
、
そ
れ
ら
が
総
合
的
に
働
く
よ
う
に
す
る
。

２
、
神
を
賛
美
す
る
音
楽
に
触
れ
、
手
話
で
讃
美
歌
を
歌
い
神
を
賛
美
す
る

　

１
学
期
は
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
、
ヒ
ン
ド
ゥ
教
、
仏
教
な
ど

様
々
な
宗
教
音
楽
を
鑑
賞
し
、
各
宗
教
に
神
を
賛
美
す
る
音
楽
が
あ
る
こ

と
に
気
づ
く
こ
と
か
ら
始
め
る
。
そ
の
上
で
、
キ
リ
ス
ト
教
音
楽
の
中
で

も
ゴ
ス
ペ
ル
や
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
ど
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
も
の
を
歌
っ

た
り
、
明
治
時
代
に
歌
わ
れ
て
い
た
歌
詞
で
讃
美
歌
を
歌
う
な
ど
し
て
、

慣
れ
親
し
ん
で
い
る
キ
リ
ス
ト
教
音
楽
に
も
様
々
な
表
現
方
法
が
あ
る
こ

と
を
表
現
活
動
を
通
し
て
実
感
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
学
習
を
踏
ま
え
た
上
で
、
６
人
１
班
で
１
曲
讃
美
歌
を
選
び
、

手
話
を
用
い
て
神
を
賛
美
す
る
活
動
に
取
り
組
む
。
手
話
は
教
員
が
教
え

る
の
で
は
な
く
、
班
毎
に
プ
リ
ン
ト
を
見
な
が
ら
動
き
を
確
認
し
、
立
ち

位
置
な
ど
も
含
め
独
自
の
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
く
。
こ
の
協
働
活
動
を
通

し
て
、
手
話
の
動
き
に
込
め
ら
れ
た
言
葉
の
意
味
を
考
え
た
り
、
歌
詞
の

元
と
な
っ
た
聖
書
箇
所
の
背
景
な
ど

を
理
解
し
て
い
く
。
毎
回
授
業
終
了

時
に
振
返
り
を
書
き
、
活
動
の
進
捗

状
況
を
明
確
に
し
て
、
自
ら
計
画
的

に
取
り
組
め
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

讃
美
歌
を
声
と
身
体
の
動
き
で
表

現
・
発
表
す
る
こ
と
で
、
更
に
そ
の

理
解
を
深
め
、
改
め
て
讃
美
歌
に
込

め
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
思
い
を
馳

せ
る
機
会
と
な
っ
た
。

３
、
国
や
地
域
に
よ
る
〝
ク
リ
ス
マ
ス
〞
の
祝
い
方
の
違
い
に
気
づ
く

　

２
学
期
に
は
、
４
人
１
班
で
国
や
地
域
を
選
び
、
他
の
班
員
と
テ
ー
マ

が
重
な
ら
な
い
よ
う
研
究
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
個
人
で
探
究
す
る
。「
フ

女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭　

三み

浦う
ら　

彩あ
や

音
楽
で
賛
美
す
る
〜
讃
美
歌
の
魅
力
〜

中
学
２
年
生　

総
合
的
な
学
習
の
時
間

手話の発表
讃美歌21-470『やさしい目が』
２節 “あたたかい手が”
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性
別
に
関
係
な
く
、
す
べ
て
の
人
は
幸
せ
に
な
れ
る
』
そ
れ
こ
そ
が
、
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
教
え
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。」

４
、
自
ら
と
讃
美
歌
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
察
す
る

　

３
学
期
に
は
、
１
人
１
曲
讃
美
歌
を
選
び
、

作
詞
作
曲
者
や
作
曲
さ
れ
た
経
緯
の
他
、
歌

詞
の
元
と
な
っ
た
聖
書
箇
所
や
行
事
と
の
関

わ
り
な
ど
を
調
べ
、
深
く
理
解
し
た
上
で
、

自
ら
の
経
験
等
と
関
連
付
け
な
が
ら
今
後
ど

の
よ
う
に
讃
美
歌
と
関
わ
っ
て
い
き
た
い
か

を
探
究
す
る
。
中
１
時
に
音
楽
の
授
業
で
百

曲
以
上
の
讃
美
歌
に
接
し
、
中
２
で
も
こ
の

授
業
で
そ
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
増
や
し
て
き

て
い
る
の
で
、
選
択
肢
は
幅
広
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
年
間

を
通
じ
て
、
協
働
活
動

か
ら
個
人
で
の
探
究
活

動
へ
、
調
べ
学
習
か
ら

自
ら
の
内
面
と
向
き
合

う
学
習
へ
と
、
発
展
的

に
学
習
で
き
る
よ
う
計

画
し
て
い
る
。

５
、
最
後
に

　

１
年
間
キ
リ
ス
ト
教
主
義
に
基
づ
く
学
校
生
活
を
経
験
し
た
中
２
と
い

う
段
階
で
、
身
近
に
な
っ
た
讃
美
歌
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
興
味
・
関

心
を
持
っ
て
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

讃
美
歌
と
向
き
合
う
こ
と
は
、
自
ら
と
向
き
合
い
自
ら
の
生
き
方
を
考
え

る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
ま
た
音
楽
の
役
割
や
文
化
の
多
様
性
に
気
づ
く
契

機
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
私
自
身
も
、
生
徒
た
ち
と
共
に
自
ら

を
耕
す
機
会
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。

ラ
ン
ス
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
届
け
て
く
れ
る
人
と
届
く
ま
で
の

流
れ
」「
メ
キ
シ
コ
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
伝
統　

ポ
サ
ダ
と
ピ
ニ
ャ
ー
タ
に

つ
い
て
」
等
テ
ー
マ
は
一
人
ひ
と
り
異
な
る
が
、
同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
同
じ

国
や
地
域
に
つ
い
て
調
べ
る
班
員
が
い
る
の
で
、
資
料
を
探
す
過
程
で
、

テ
ー
マ
に
関
係
の
あ
り
そ
う
な
も
の
を
見
つ
け
た
ら
互
い
に
勧
め
合
う
場

面
も
見
受
け
ら
れ
た
。

　

レ
ポ
ー
ト
が
完
成
し
た
ら
、
ク
ラ
ス
全
体
に
向
け
て
発
表
を
行
う
。
発

表
に
あ
た
っ
て
は
、
聴
き
手
が
聴
き
や
す
い
音
量
・
話
す
速
さ
・
目
線
な

ど
を
意
識
で
き
る
よ
う
声
掛
け
し
て
い
る
。
発
表
の
タ
イ
ム
キ
ー
パ
ー
や

司
会
も
生
徒
が
務
め
る
。
発
表
期
間
中
は
、
授
業
の
前
半
に
発
表
を
、
後

半
に
ク
リ
ス
マ
ス
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
向
け
て
キ
ャ
ロ
ル
練
習
を
行
い
、
発

表
で
共
有
し
た
内
容
を
歌
唱
表
現
活
動
に
生
か
し
て
い
る
。

　

２
学
期
の
学
習
の
ま
と
め
の
レ
ポ
ー
ト
に
書
か
れ
て
い
た
印
象
的
な
箇

所
を
紹
介
す
る
。

　
「〝
ク
リ
ス
マ
ス
〞、
そ
う
聞
く
と
、
私
は
と
て
も
華
や
か
な
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回
の
学
習
で
、
す
べ
て
華
や
か
な
も
の
で

は
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ツ
リ
ー
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
な
く
て
も
、

神
の
御
子
で
あ
る
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
祝
う
こ
と
、
そ
の
事
自
体
が
と

て
も
喜
ば
し
く
素
晴
ら
し
い
こ
と
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ

が
ク
リ
ス
マ
ス
の
本
当
の
意
義
だ
と
思
い

ま
し
た
。
ま
た
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
、
た
く

さ
ん
の
『
歌
』
を
歌
う
こ
と
が
多
い
で
す

が
、
そ
れ
は
と
て
も
素
敵
な
こ
と
だ
と
感

じ
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、『
歌
』
と
い
う

の
は
、
何
か
を
持
っ
て
い
な
く
て
も
、
み

ん
な
で
楽
し
め
る
も
の
だ
か
ら
で
す
。
貧

し
い
人
か
ら
、
お
金
持
ち
の
人
、
子
供
か

ら
老
人
ま
で
の
す
べ
て
の
人
が
、
１
つ
の

『
歌
』
を
歌
う
こ
と
で
、
楽
し
く
ワ
ク
ワ

ク
し
た
気
持
ち
に
な
れ
ま
す
。『
身
分
や

クリスマスの発表に向けて、
発表の練習をする様子

讃美歌を選んでいる様子
讃美歌関連資料を集めた

ブックトラック
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設
置
の
経
緯
〜
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
」
と
の
出
会
い

　

高
校
２
年
生
の
選
択
科
目
「
知
の
研
究
」
は
、
様
々
な
「
知
識
」
に
つ

い
て
皆
で
考
え
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
実
践
的
な
科
目
で
あ
る
。
様
々
な

知
識
の
内
容
に
つ
い
て
問
う
の
で
は
な
く
、「
知
識
」
と
は
何
か
、
す
な

わ
ち
知
識
そ
の
も
の
に
つ
い
て
問
う
の
で
あ
る
。
授
業
形
態
も
「
花
を
植

え
る
よ
り
、
み
ん
な
で
土
を
耕
す
」
も
の
で
あ
り
、
私
た
ち
担
当
教
員
も

生
徒
た
ち
と
の
授
業
を
毎
回
と
て
も
楽
し
ん
で
い
る
。

　

今
か
ら
５
年
以
上
前
の
こ
と
、
同
志
社
国
際
学
院
初
等
部
（
Ｄ
Ｉ
Ａ
）

の
卒
業
生
の
受
け
入
れ
を
控
え
て
、
本
校
で
は
Ｄ
Ｉ
Ａ
で
採
用
さ
れ
て
い

る
Ｉ
Ｂ
（
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
）
の
調
査
・
研
究
を
行
っ
た
。
結
果
的
に
は

Ｉ
Ｂ
そ
の
も
の
を
導
入
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
良
い
と
こ
ろ
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
て
い
こ
う
と
い
う
方
針
が
立
て
ら
れ
た
が
、
そ
の
試
み
の
１

つ
が
、
Ｉ
Ｂ
の
デ
ィ
プ
ロ
マ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
コ
ア
科
目
で
あ
る
Ｔ
Ｏ
Ｋ

（T
heory of K

now
ledge

、
日
本
語
訳
は
「
知
の
理
論
」）
の
考
え
を

取
り
入
れ
た
学
校
設
置
科
目
「
知
の
研
究
」
を
開
講
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

私
自
身
は
「
哲
学
の
授
業
の
か
わ
り
に
」
フ
ラ
ン
ス
で
Ｔ
Ｏ
Ｋ
と
出
会

っ
た
。
し
か
し
Ｔ
Ｏ
Ｋ
は
、「
フ
ラ
ン
ス
の
高
校
で
教
え
ら
れ
る
哲
学
を

モ
デ
ル
に
作
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
Ｉ
Ｂ
の
教
科
書
や
実
際
の
授
業
を

見
る
限
り
そ
れ
と
は
異
質
※

」
で
あ
り
、「
教
師
の
問
い
と
生
徒
の
討
論

に
よ
っ
て
授
業
が
構
成
さ
れ
る
※

」
も
の
で
あ
っ
た
。

「
知
の
研
究
」
が
目
指
す
も
の

　
「
芸
術
に
関
す
る
専
門
家
の
判
断
は
、
ど
の
程
度
の
妥
当
性
を
も
つ
の

か
」。
こ
の
問
い
は
、
実
際
に
こ
の
ク
ラ
ス
で
２
学
期
の
後
半
に
与
え
た

課
題
で
あ
る
。生
徒
た
ち
は
自
分
の
好
き
な
芸
術
分
野
を
取
り
上
げ
て（
Ｔ

Ｏ
Ｋ
に
お
け
る R

eal life Situation

、
実
社
会
の
状
況
）
レ
ポ
ー
ト
を

書
き
、
そ
れ
ぞ
れ
が
意
見
を
発
表
し
、
芸
術
と
は
何
か
を
考
え
る
時
間
を

も
っ
た
。
４
月
か
ら
週
に
２
時
間
、
生
徒
た
ち
は
、
こ
ち
ら
か
ら
の
問
い

か
け
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
様
々
な
手
法
で
、
あ
と
の
表
に
示
し
た
授

業
計
画
に
従
っ
て
丁
寧
に
そ
し
て
着
実
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
ク
ラ
ス
に

い
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
に
強
い
生
徒
ば
か
り
で
も
な
い

し
、
意
見
を
述
べ
る
の
が
得
意
な
「
帰
国
生
徒
」
ば
か
り
で
も
な
い
。
そ

れ
で
も
こ
の
ク
ラ
ス
の
生
徒
た
ち
は
、
９
ヶ
月
か
け
て
、
批
判
的
に
考
え
、

国
際
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭　

帖ち
ょ
う

佐さ

香か

織お
り

知
の
研
究
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同
志
社　

ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ

自
分
の
意
見
を
述
べ
、
他
者
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。

　

さ
て
、
先
の
よ
う
な
問
い
を
「K

now
ledge Q

uestion

（
知
識
に
関

す
る
問
い
）」
と
呼
ぶ
。
私
た
ち
は
、経
験
も
し
く
は
教
科
書
等
を
通
し
て
、

「
歴
史
的
事
実
」「
数
学
の
定
理
」等
の
様
々
な「K

now
ledge C

laim

（
知

識
に
関
す
る
主
張
）」
を
知
っ
て
い
る
が
、
知
識
の
発
見
・
生
成
の
過
程

や
知
識
の
性
質
そ
の
も
の
に
つ
い
て
問
う
機
会
は
あ
ま
り
な
い
。
こ
の
科

目
で
は
、
知
識
に
関
す
る
「
メ
タ
認
知
」
を
行
う
こ
と
、
そ
の
上
で
、
新

た
な
知
識
を
探
求
し
て
い
く
姿
勢
を
身
に
着
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

授
業
の
感
想
〜
濃
密
で
贅
沢
な
時
間

　

テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
で
こ
の
科
目
を
担
当
す
る
私
た
ち
２
名
の
教

員
は
、
あ
ら
ゆ
る
点
で
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
社
会
科
と
数
学
科
、
ア
ナ

ロ
グ
と
デ
ィ
ジ
タ
ル
、
感
覚
と
論
理
、
哲
学
と
信
仰
…
。
よ
っ
て
、
授
業

で
も
意
見
が
対
立
し
た
り
、
相
手
の
言
っ
て
い
る
こ
と
に
ひ
た
す
ら
感
心

し
た
り
す
る
。
生
徒
た
ち
は
そ
れ
を
見
て
い
る
か
ら
か
、
他
者
と
ぶ
つ
か

る
こ
と
を
恐
れ
ず
、
自
分
の
意
見
を
言
う
。

　

先
の
芸
術
に
関
す
る
議
論
で
は
、
主
観
的
な
芸
術
観
と
客
観
的
な
芸
術

観
、
作
品
の
創
造
と
鑑
賞
、
芸
術
作
品
の
価
値
と
価
格
、
歴
史
や
経
済
的

価
値
…
等
の
問
題
に
つ
い
て
、
同
じ
作
品
に
対
す
る
専
門
家
同
士
の
見
解

の
相
違
を
ど
う
判
断
す
る
の
か
、
芸
術
家
と
鑑
賞
者
は
対
等
か
、
な
ど
が

論
点
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
実
際
の
芸
術
作
品
や
専
門
家
の
批
評
を
通

じ
て
考
え
た
生
徒
た
ち
の
見
解
が
述
べ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
あ
る
生
徒
は

「
こ
の
よ
う
に
自
分
の
意
見
を
言
う
授
業
を
、
日
本
で
も
皆
が
受
け
る
べ

き
だ
」
と
言
っ
て
く
れ
た
。

　

生
徒
た
ち
は
日
々
、学
校
で
様
々
な「
知
識
」に
触
れ
る
。「
知
の
研
究
」

の
授
業
で
「
知
識
」
そ
の
も
の
に
つ
い
て
考
え
る
時
間
を
も
つ
こ
と
で
、

学
び
の
時
を
よ
り
豊
か
な
も
の
と
し
て
感
じ
て
く
れ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
と

私
は
思
う
。
そ
し
て
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
も
、「
知
識
」
を
得
る
過
程

を
楽
し
み
、
大
切
に
し
て
く
れ
れ
ば
、
と
願
っ
て
い
る
。

（Endnotes

）

※　

 

渡
邉
雅
子「
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
に
み
る
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
教
育
内
容
と
社
会
化
」

【参考】授業計画～授業内容と生徒の活動
１学期
1-1 イントロダクション、クリティカル・シンキングとは
1-2 パンテーンのキャンペーン「#この髪どうしてダメですか」
1-3 「知識」はどこから来るのか、個人的な知識と共有された知識
1-4 個人的な知識と共有された知識、知るための方法
1-5 知識の領域、知識の領域と知るための方法
1-6 近世までの医療のあゆみ、知識の領域「土着の知識の体系」

1-7 知識の領域「歴史」、パラダイムシフト、
「アルゼンチンはスペインの探検家によって発見された」

1-8 「ニュートンが万有引力の法則を発見した」、
知識の領域「自然科学」

1-9 文明の進歩

２学期
2-1 最近関心をもったニュースや出来事
2-2 何のために数学を学ぶのか、知識の領域「数学」
2-3 知るための方法「推論」、演繹法と帰納法
2-4 知識の領域「倫理」
2-5 知識の領域「数学」と「自然科学」、数学と自然科学の違い

2-6 南アジアの貧しい家族の暮らしのロールプレイ、
知るための方法「感情」と「知覚」

2-7 Knowledge ClaimとKnowledge Question
2-8 知識の領域「芸術」、芸術とは何か

57



　

今
年
度
２
０
１
９
年
よ
り
、
良
心
探
求
ウ
ィ
ー
ク
を
小
学
生
が
理
解
し

や
す
い
よ
う
に
、
春
季
を H

arm
ony W

eek 

秋
季
を Peace W

eek 

と
し
て
位
置
づ
け
ま
し
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
秋
の Peace W

eek 

に

つ
い
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
小
学
生
に
と
っ
て
、
平
和
を
考
え

る
こ
と
は
、
リ
ア
リ
テ
ィ
と
い
う
面
で
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
す
が
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
こ
そ
、
戦
争
の
現
実
に
つ
い
て
少
し
で
も
知
っ

た
上
で
、身
近
な
こ
と
で
何
が
で
き
る
の
か
、Peacem

aker

（
マ
タ
イ
５
：

９
）
に
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
け
る
の
か
を
考
え
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
希
望
を
持
っ
て
こ
の
週
間
を
設
定
し
ま
し
た
。
週
間
の
主
な
内
容

と
し
て
は
、
６
日
間
の
朝
の
礼
拝
、
そ
し
て
、
外
部
講
師
近
藤
紘
子
（
こ

う
こ
）
さ
ん
の
特
別
授
業
、
そ
し
て
、
各
ク
ラ
ス
で
の
振
り
返
り
や
話
し

合
い
の
場
で
し
た
。

　

毎
日
の
礼
拝
で
は
、
担
当
教
員
が
以
下
の
よ
う
な
話
を
し
ま
し
た
。

毎
日
の
礼
拝

　

月
曜
日
（
担
当 

宗
教
科
教
諭 

中
川
）
広
島
や
長
崎
で
起
こ
っ
た
こ
と

の
概
略
を
説
明
し
、
講
師
の
近
藤
さ
ん
が
ど
の
よ
う
な
方
な
の
か
と
い
う

紹
介
を
し
つ
つ
、
児
童
が
話
を
聞
く
た
め
の
準
備
を
し
ま
し
た
。

　

火
曜
日
（
担
当 

英
語
科
教
諭 

振
本
あ
り
さ
）
広
島
で
被
爆
さ
れ
た
、

い
わ
た
さ
ん
と
い
う
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
二
代
、
三
代
目
の
お
孫
さ
ん
ま
で
、

自
分
の
体
験
を
伝
え
て
お
ら
れ
る
「
い
わ
た
さ
ん
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
と

い
う
絵
本
を
紹
介
し
つ
つ
、
語
り
伝
え
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
知
る
こ

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
心
に
平
和
が
し
み
わ
た
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
と
い
う

話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

水
曜
日
（
担
当 

中
川
）
世
界
を
舞
台
に
活
躍
し
、
日
本
で
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
ベ
ー
シ
ス
ト
で
あ
る
日
野 Jino 

賢
二
さ
ん
の
言
葉
、「
僕
は
こ

の
ベ
ー
ス
を
武
器
と
し
て
平
和
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
う
す
れ
ば
、

み
ん
な
本
当
の
武
器
を
持
っ
て
戦
う
必
要
は
な
く
な
る
。」
と
い
う
言
葉

を
紹
介
し
、
そ
れ
は
、
国
連
ビ
ル
前
の
壁
に
あ
る
「
剣
を
鋤
と
す
る
。（
イ

ザ
ヤ
書
２
：
４
）」（
武
器
を
武
器
で
な
い
も
の
に
す
る
）
と
字
面
は
反
対

だ
け
れ
ど
も
、
精
神
は
共
通
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
笑
顔
や
や
さ
し
い

言
葉
を
武
器
に
し
て
、
平
和
を
作
り
出
す
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
触
れ

ま
し
た
。

　

木
曜
日
（
担
当 

振
本
）
身
近
な
京
都
で
の
戦
争
の
体
験
を
し
た
祖
父

母
の
話
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
間
で
や
り
と
り
さ
れ
た
青
い
目
の
人
形
と
日

本
人
形
の
交
流
で
、
そ
の
当
時
も
外
国
と
交
流
を
続
け
た
人
が
い
た
こ
と

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
来
事
が
、
京
都
と
い
う
場
で
も
戦
争
と
い
う
も
の

を
通
し
て
実
際
に
あ
っ
た
出
来
事
で
あ
る
こ
と
を
覚
え
、
そ
れ
ぞ
れ
が
や

さ
し
い
心
を
持
つ
こ
と
の
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

　

金
曜
日
（
担
当 

教
諭 

２
年
生
担
任 

糸
井
文
彦
）
絵
本
「
す
み
れ
島
」

朗
読
を
通
し
て
、
戦
争
中
の
事
実
を
知
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
感
じ
た
の
か
を
想
像
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
触
れ
ま
し

小
学
校
教
諭　

中な
か

川が
わ

好よ
し

幸ゆ
き

同
志
社
小
学
校 PEACE W

EEK 

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
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同
志
社　

ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ

た
。
戦
争
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
を
理
解
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い

こ
と
で
す
。
し
か
し
、
低
学
年
な
ら
低
学
年
な
り
に
、
高
学
年
な
ら
高
学

年
な
り
に
そ
れ
ぞ
れ
が
感
じ
る
こ
と
を
心
に
留
め
、
一
人
一
人
が
自
分
に

で
き
る
こ
と
を
行
動
に
移
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
考
え
る
機
会
を
持

ち
ま
し
た
。

　

土
曜
日
（
担
当 
中
川
）T

odd Parr 

著 

”Peace Book

” 

よ
り
、
平

和
と
い
う
の
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
日
常
の
中
の
自
由
さ
と
い
う
こ
と
と
結
び

つ
い
て
い
て
、
毎
日
の
生
活
の
場
面
に
お
い
て
「
平
和
」
を
考
え
る
こ
と

が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
で
、

週
間
の
ま
と
め
と
し
ま
し
た
。

近
藤
紘
子
さ
ん
特
別
授
業

　

水
曜
日
の
特
別
授
業
講
師
に
来
て
い
た
だ

い
た
近
藤
紘
子
さ
ん
は
、
１
９
４
４
年
11
月

広
島
流
川
教
会
牧
師
夫
妻
の
長
女
と
し
て
お

生
ま
れ
に
な
り
、
被
爆
時
８
ヶ
月
で
し
た
。

（
父
親
の
谷
本
清
牧
師
は
、
20
世
紀
の
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
代
表
と
も
言
わ
れ
る
ジ
ョ

ン
・
ハ
ー
シ
ー
著  

”Hiroshim
a

” 

に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
記
事
が
掲
載
さ
れ
、
翻
訳
も
手
掛

け
て
お
ら
れ
ま
す
。）
幼
少
の
頃
か
ら
、
口

に
は
出
さ
な
く
と
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
被
爆
者

の
様
子
を
ご
覧
に
な
り
、
心
の
中
で
は
、
ア

メ
リ
カ
と
い
う
国
、
そ
し
て
原
子
爆
弾
を
落

と
し
た
戦
闘
機
エ
ノ
ラ
ゲ
イ
の
操
縦
士
を
憎

み
、
い
つ
か
仕
返
し
を
し
よ
う
と
思
い
続
け

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
10
歳
の
時
、
ア
メ

リ
カ
の
テ
レ
ビ
番
組
に
家
族
で
出
演
し
、
そ

の
時
対
面
し
た
副
操
縦
士
キ
ャ
プ
テ
ン
ル
イ

ス
が
、
自
分
は
原
爆
投
下
直
後
の
消
失
し

た
広
島
の
街
を
見
て
、
”My G

od, w
hat 

have w
e done?

” 「
神
さ
ま
、
私
た
ち
は
な
ん
て
こ
と
を
し
て
し
ま
っ

た
の
だ
。」
と
思
っ
た
と
い
う
こ
と
を
語
り
な
が
ら
涙
を
流
し
て
い
る
の

を
見
て
、
今
ま
で
自
分
は
正
し
い
側
、
キ
ャ
プ
テ
ン
ル
イ
ス
は
悪
い
人
間

と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
、
全
て
の
人
類
に
共
通
す
る
、
誰
に
も
悪
い
部
分

が
あ
る
こ
と
。
そ
れ
に
気
づ
い
た
時
、

自
然
と
キ
ャ
プ
テ
ン
ル
イ
ス
の
手
を

握
っ
て
い
た
と
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
、
自
分
の
価
値
観

が
大
き
く
変
わ
り
、
平
和
の
た
め
の

活
動
を
始
め
よ
う
と
決
意
さ
れ
、
そ

れ
以
降
、
日
米
で
さ
ま
ざ
ま
な
講
演

を
初
め
と
す
る
活
動
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
セ
ン
ト
ル
イ
ス
市
は
、
こ
の
日

１
９
５
５
年
５
月
11
日
の
出
来
事
を 

T
ransform

ative Learning D
ay

（
価
値
観
の
変
革
を
学
ぶ
日
）
と
し

て
覚
え
、
近
藤
さ
ん
が
後
日
Ｍ
Ｌ
Ｂ

の
始
球
式
を
さ
れ
た
時
、
背
番
号
を

11
に
す
る
粋
な
計
ら
い
を
さ
れ
た
そ

う
で
す
。

児
童
一
人
ひ
と
り
が peacem

aker 

と
し
て

　

こ
の
週
間
を
通
し
て
、
児
童
が
心
に
留
め
た
こ
と
は
、
非
常
に
強
烈
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
し
、
そ
の
こ
と
を
聞
い
た
だ
け
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と

な
く
、
ア
ジ
ア
諸
国
と
日
本
の
関
係
を
と
ら
え
る
こ
と
に
も
か
か
わ
っ
て

く
る
こ
と
や
、
日
常
の
中
で
、
小
さ
い
こ
と
で
も peacem

aker 

と
し

て
の
役
割
を
意
識
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
し
、
小
学
生
と
い
う
段
階

で
も
で
き
る
こ
と
を
さ
が
し
て
い
き
た
い
と
い
う
感
想
も
多
く
見
受
け
ら

れ
た
こ
と
は
嬉
し
い
こ
と
で
し
た
。
毎
年
の
こ
の
週
間
を
通
し
て
積
み
重

ね
て
い
く
こ
と
で
、
理
解
が
発
達
に
応
じ
て
深
ま
っ
て
い
き
、
行
動
に
も

つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

特別授業の様子
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い
わ
ば
「
梨
木
校
地
」
で
あ
る
。

　

解
体
を
契
機
に
、
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン

タ
ー
は
「
フ
レ
ン
ド
ピ
ー
ス
ハ
ウ
ス
―
―
ハ
ワ

イ
か
ら
同
志
社
へ
―
―
」
展
を
昨
秋
、
学
内
で

開
催
し
、
展
示
図
録
も
刊
行
し
た
。

ベ 

リ
ー
の
入
京
と
建
築

　

当
ハ
ウ
ス
の
出
発
は
ベ
リ
ー
（J.C

.Berry

）

家
の
住
宅
。
彼
は
一
八
八
二
年
に
来
日
し
た
医

療
宣
教
師
で
、
一
八
九
三
年
の
帰
国
ま
で
神
戸
、

岡
山
、
京
都
で
医
療
と
伝
道
に
従
事
し
た
。

　

彼
は
、
新
島
襄
が
医
学
部
を
夢
見
て
立
ち
上

げ
た
同
志
社
病
院
と
京
都

看
病
婦
学
校
の
管
理
の
た

め
一
八
八
六
年
一
月
に
岡

山
か
ら
呼
ば
れ
た
。
娘
は

「
一
年
の
仮
住
ま
い
の
あ

と
、
つ
い
に
家
族
は
新
居

に
移
れ
た
」
と
喜
ぶ
。

　

新
居
は
ベ
リ
ー
の
設
計

で
、
建
築
費
は
二
千
五
百

ド
ル
。
岡
山
で
住
宅
を
設

計
し
た
経
験
か
ら
、
京
都

で
も
居
宅
の
他
に
病
院
と

看
護
学
校
の
建
設
工
事
も

解 

体
さ
れ
た 

フ
レ
ン
ド
ピ
ー
ス
ハ
ウ
ス

　

二
〇
一
八
年
八
月
、
京
都
御
苑
東
の
フ
レ
ン

ド
ピ
ー
ス
ハ
ウ
ス
（
旧
ハ
ワ
イ
寮
）
に
元
寮
生

が
集
ま
っ
た
。
取
り
壊
し
直
前
の
緊
急
集
会
で

あ
る
。

　

翌
月
、
解
体
工
事
は
始
ま
っ
た
。
建
物
の
寿

命
は
百
三
十
二
年
。
夜
間
照
明
さ
れ
た
登
録
有

形
文
化
財
の
佇
ま
い
は
、
白
と
緑
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
が
映
え
て
美
し
か
っ
た
。
寺
町
通
と
梨
木

通
に
挟
ま
れ
た
敷
地
は
、
梨
木
神
社
に
も
近
く
、

ハワイ寮最期の雄姿
（2018年８月31日、大神あずさ氏撮影）

特 別 寄 稿

「梨
な し の き

木校地」の133年
梨木屋敷から同志社布

ハ ワ イ

哇寮、
そして同志社幼稚園へ

本
もと

井
い

 康
やす

博
ひろ

（元大学神学部教授）



特
別
寄
稿

61

あ
る
。
彼
女
は
初
め
て
入
洛
し
た
日
（
一
八
八

八
年
十
月
九
日
）
の
こ
と
を
い
つ
ま
で
も
覚
え

て
い
た
。

　

御
苑
の
東
側
、
大
き
な
銀
杏
の
樹
の
下
を
人

力
車
に
揺
ら
れ
な
が
ら
ゴ
ー
ド
ン
邸
に
入
る
と
、

「
ゴ
ル
ド
ン
家
は
広
い
庭
を
も
っ
た
大
き
い
宣

教
師
住
宅
で
、
御
所
の
静
か
な
東
側
の
道
〔
梨

木
通
〕
に
面
し
、
北
隣
り
に
ベ
リ
ー
宣
教
医
の

　

バ
ッ
ク
レ
ー
は
同
志
社
神
学
校
教
授
で
、
妻

は
医
師
（
京
都
看
病
婦
学
校
教
員
）。
赴
任
は

看
護
学
校
開
校
の
前
年
（
一
八
八
六
年
）、
帰

国
は
一
八
九
二
年
で
あ
る
。
一
八
八
八
年
三
月

の
時
点
で
、
夫
妻
が
梨
木
に
居
住
し
た
の
は
確

実
で
あ
る
の
に
、
そ
の
半
年
後
に
は
ゴ
ー
ド
ン

家
（M

.L.G
ordon

）
が
入
居
し
た
と
い
う
。

ゴ 

ー
ド
ン
の
入
居
と 

デ
ン
ト
ン
の
入
京

　

ゴ
ー
ド
ン
は
大
阪
か
ら
同
志
社
に
転
じ
た
医

療
宣
教
師
。
入
居
当
時
の
消
息
を
知
る
の
は
、

来
日
直
後
の
デ
ン
ト
ン
（M

.F.D
enton

）
で

監
督
し
た
と
い
う
。

　

家
族
は
夫
婦
と
子
ど
も
四
人
。
娘
に
よ
る
と
、

広
い
庭
で
は
犬
（
名
前
は
弁
慶
）
や
馬
、
複
数

の
乳
牛
が
飼
わ
れ
た
。
牛
は
病
院
用
に
も
搾
乳

さ
れ
、
馬
は
御
苑
西
（
現
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
）
の
病

院
・
看
護
学
校
へ
通
う
手
段
で
あ
っ
た
。

　

ベ
リ
ー
は
園
芸
以
外
に
も
庭
の
一
部
に
芝
を

張
り
、
子
ど
も
た
ち
と
目
隠
し
ご
っ
こ
や
陣
取

り
合
戦
を
し
て
遊
ん
だ
。

南
に
は
バ
ッ
ク
レ
ー
邸

　

実
は
梨
木
校
地
に
は
二
軒
あ
り
、
総
面
積

は
千
八
百
坪
近
い
。「
同
志
社
所
有
地
全
図
」

（
一
八
九
〇
年
六
月
）
や
神
戸
の
宣
教
師
に
よ

る
と
、
二
軒
は
ベ
リ
ー
邸
と
バ
ッ
ク
レ
ー

（S.C
.Buckley

）
邸
で
あ
る
。
後
者
も
ま
た

一
九
六
一
年
ま
で
女
子
寮
（
後
述
）
と
し
て
健

在
で
あ
っ
た
。

最初の住民、J・C・ベリー
（『現代語で読む新島襄』）

今出川に移され女子寮（香柏寮）となった旧ゴードン邸
（『同志社女子大学　寮の100年』）

小野英二郎夫妻に贈られた
S・C・バックレーの家族写真

（小野有五氏提供）
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住
宅
（
現
在
の
ハ
ワ
イ
寮
）
が
あ
っ
た
」。
デ

ン
ト
ン
は
こ
の
梨
木
通
を
「
世
界
中
で
一
番
好

き
な
道
」
と
生
涯
、
愛め

で
た
。

　

ゴ
ー
ド
ン
家
こ
そ
、
真
っ
先
に
訪と

う
べ
き
家

庭
で
あ
っ
た
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア（
パ
サ
デ
ナ
）

で
小
学
校
校
長
を
し
て
い
た
デ
ン
ト
ン
を
同
志

社
に
ス
カ
ウ
ト
し
た
人
こ
そ
、
日
本
か
ら
の
帰

国
休
暇
中
、
同
地
に
一
時
滞
在
し
た
ゴ
ー
ド
ン

だ
か
ら
で
あ
る
。

　

長
女
、
次
女
が
デ
ン
ト
ン
の
教
え
子
で
も
あ

っ
た
ゴ
ー
ド
ン
は
、
こ
の
新
人
を
自
宅
に
引
き

取
り
た
か
っ
た
が
、
看
護
学
校
か
ら
の
強
い
要

請
で
彼
女
は
翌
日
、
同
校
に
移
り
住
ん
だ
。

　

数
年
し
て
、
梨
木
校
地
の
二
軒
は
と
も
に
空

き
家
と
な
る
。
バ
ッ
ク
レ
ー
夫
妻
に
続
い
て
、

翌
一
八
九
三
年
に
は
ベ
リ
ー
家
が
、
つ
い
で
六

年
後
に
は
ゴ
ー
ド
ン
家
も
帰
国
に
及
ん
だ
。

デ 

ン
ト
ン
の
入
居
と 

出
町
幼
稚
園
の
開
園

　

三
家
族
が
立
ち
退
い
た
後
の
入
居
者
の
詳
細

は
不
明
だ
が
、
確
実
な
の
は
デ
ン
ト
ン
で
あ
る
。

一
八
九
五
年
に
同
志
社
と
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
宣
教

師
住
宅
所
有
権
を
め
ぐ
っ
て
抗
争
し
、
翌
年
、

宣
教
師
は
総
辞
職
に
及
ん
だ
。
デ
ン
ト
ン
も
女

学
校
内
の
教
師
館
（
学
寮
）
を
出
て
、
旧
ベ
リ

ー
邸
に
移
っ
た
。

　
「
ベ
リ
ー
家
の
人
た
ち
が
〔
こ
の
家
に
〕
い

な
い
の
が
、
残
念
で
す
。
学
校
を
去
る
の
が
辛

か
っ
た
、
と
あ
な
た
方
に
言
う
つ
も
り
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
何
か
別
の
方
法
で
あ
の
問
題
を
解

決
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
の
に
、
と
今
で
も
思

っ
て
い
ま
す
」
と
無
念
が
る
。
デ
ン
ト
ン
を
良

く
知
る
武ぶ

間ま

富
貴（
同
志
社
幼
稚
園
名
誉
園
長
）

も
、
先
生
は
「
梨
木
町
の
宣
教
師
邸
に
移
り
住

ん
で
い
た
」
と
証
言
す
る
。

　

同
志
社
を
去
っ
た
デ
ン
ト
ン
は
、
伝
道
所
と

出で

町ま
ち

幼
稚
園
（
現
同
志
社
幼
稚
園
）
の
開
設
に

力
を
注
い
だ
。
ラ
ー
ネ
ッ
ド
夫
人
が
一
八
九
七

年
二
月
頃
、
女
学
校
傍
の
借
家
に
設
け
た
出
町

講
義
所
（
伝
道
所
）
を
手
伝
っ
た
の
で
あ
る
。

　

日
曜
学
校
を
担
当
す
る
う
ち
に
、
し
だ
い
に

幼
児
教
育
に
目
覚
め
、
一
八
九
七
年
二
月
に
ミ

ッ
シ
ョ
ン
本
部
に
「
ラ
ー
ネ
ッ
ド
夫
人
と
私
は
、

幼
稚
園
を
始
め
ま
し
た
」
と
、
さ
ら
に
翌
月
に

も
「
私
が
ベ
リ
ー
医
師
の
家
〔
旧
宅
〕
に
住
み
、

女
生
徒
四
名
と
共
に
暮
ら
し
て
い
る
の
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。
三
名
は
幼
稚
園
の
仕
事
を
し
、

一
名
は
私
の
〔
日
本
語
の
〕
先
生
で
あ
り
、
ヘ

ル
パ
ー
で
す
」
と
報
じ
た
。

　

デ
ン
ト
ン
は
信
徒
で
医
師
の
佐
伯
理
一
郎
の

協
力
を
得
て
、
出
町
幼
稚
園
の
初
代
園
長
に
就

い
た
が
、
ま
も
な
く
鳥
取
行
き
が
決
ま
っ
た
の

で
、
園
長
を
辞
し
た
。

新
渡
戸
稲
造
が
入
居

　

二
十
世
紀
に
入
っ
て
も
、
梨
木
校
地
に
さ
し

た
る
変
化
は
な
い
。
た
だ
ベ
リ
ー
家
の
退
去
以

後
、建
物
は「
梨
木
屋
敷
」と
か「
梨
木
寮
」、「
梨

木
邸
」
と
呼
ば
れ
始
め
る
。

　

デ
ン
ト
ン
以
後
の
入
居
者
で
著
名
な
の
は
新

渡
戸
稲
造
で
あ
る
。
彼
は
一
九
〇
三
年
十
月
、

京
都
帝
国
大
学
法
科
大
学
教
授
を
命
じ
ら
れ
、

第
一
高
等
学
校
校
長
に
転
任
す
る
ま
で
の
三
年

間
、
旧
ベ
リ
ー
邸
か
ら
も
京
大
に
通
っ
た
。
彼

が
台
湾
の
後
藤
新
平
に
送
っ
た
手
紙
の
住
所
は

「
京
都
梨
木
町
通
今
出
川
」
で
あ
る
。

　

元
宣
教
師
館
だ
け
に
「
日
米
の
懸
け
橋
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
国
際
親
善
に
貢
献
し
た
彼
の
宿
舎

に
相
応
し
い
。

　

他
教
派
で
非
宣
教
師
の
彼
が
入
居
で
き
た
背

景
に
は
、
米
独
留
学
中
の
親
友
、
佐
伯
や
京
都

で
の
デ
ン
ト
ン
と
の
交
流
が
あ
っ
た
。
前
者
は

新
渡
戸
の
入
京
当
時
、
同
志
社
理
事
、
医
師
と

し
て
同
志
社
病
院
と
看
護
学
校
を
管
轄
す
る
立
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場
に
あ
っ
た
の
で
、
新
渡
戸
を
同
志
社
理
事
に

と
推
薦
し
た
。

　

一
方
、
デ
ン
ト
ン
の
来
客
名
簿
に
は
、
新
渡

戸
の
署
名
が
混
じ
る
。
夫
人
が
ア
メ
リ
カ
人
だ

け
に
デ
ン
ト
ン
と
の
交
流
は
万
事
好
都
合
、
住

宅
も
洋
館
が
相
応
し
か
っ
た
。

ギ
ュ
リ
ッ
ク
と
「
青
い
目
の
人
形
」

　

新
渡
戸
に
続
く
入
居
は
、
ギ
ュ
リ
ッ
ク
家
で

あ
る
。
一
族
か
ら
数
名
が
宣
教
師
と
し
て
来
日

す
る
が
、
同
志
社
と
の
関
係
が
濃
厚
な
の
は
、

シ
ド
ニ
ー
・
Ｌ
・
ギ
ュ
リ
ッ
ク
（S.L.G

ulick
）

で
あ
る
。
デ
ン
ト
ン
伝
に
も
「
ミ
ス
・
デ
ン
ト

ン
が
住
み
、
後
に
シ
ド
ニ
ー
・
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク

博
士
夫
妻
と
家
族
が
住
ん
だ
古
い
『
ベ
リ
ー
・

ハ
ウ
ス
』
は
、
美
し
い
た
た
ず
ま
い
を
し
て
い

た
」
と
あ
る
。

　

シ
ド
ニ
ー
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン（C

.R
.D

arw
in

）

と
も
親
交
し
た
生
物
学
者
で
、
一
九
〇
六
年
か

ら
一
九
一
三
年
ま
で
同
志
社
で
科
学
概
論
や
進

化
論
を
講
義
し
た
。
一
方
、
平
和
運
動
に
も
関

心
が
高
く
、
帰
国
後
は
排
日
法
案
反
対
運
動
に

熱
心
に
取
り
組
ん
だ
。
と
り
わ
け「
友
情
人
形
」

（Friendship D
olls

）、
す
な
わ
ち
「
青
い
目

の
人
形
」（A

m
erican Blue-eyed D

olls

）

を
日
本
に
贈
る
運
動
は
有
名
で
あ
る
。
日
本
側

の
受
け
入
れ
窓
口
に
な
っ
た
の
は
、
渋
沢
栄
一

で
あ
っ
た
。

　

同
志
社
普
通
学
校
に
在
学
中
、
同
志
社
教
会

の
日
曜
学
校
で
指
導
を
受
け
た
加
藤
延
雄
（
元

同
志
社
中
高
校
長
）
に
回
顧
が
あ
る
。

　
「
あ
る
時
、
我
ら
の
組
会
の
例
会
が
、
梨
木

町
の
ギ
ュ
リ
ッ
ク
先
生
の
居
ら
れ
た
宣
教
師
館

（
今
の
ハ
ワ
イ
寮
）
で
開
か
れ
た
。
そ
の
折
、

ギ
ュ
リ
ッ
ク
先
生
は
、
大
に
戦
争
反
対
を
と
な

え
、
か
つ
大
変
楽
観
的
な
将
来
に
対
す
る
展
望

を
述
べ
て
、
も
う
世
界
に
は
日
露
戦
争
を
最
後

と
し
て
大
き
な
戦
争
は
起
る
ま
い
と
言
わ
れ

た
」
の
で
、
ク
ラ
ス
で
論
争
に
な
っ
た
。

　

や
が
て
一
九
一
四
年
に
勃
発
し
た
第
一
次
世

界
大
戦
は
「
ギ
ュ
リ
ッ
ク
先
生
に
は
、
大
き
な

シ
ョ
ッ
ク
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
先
生
の
見
通
し

は
あ
ま
す
ぎ
た
。

　

先
生
は
同
志
社
を
や
め
て
帰
米
さ
れ
る
と
、

平
和
運
動
に
専
念
さ
れ
た
。
大
正
九
（
一
九
二

〇
）
年
、
米
国
加
州
の
排
日
土
地
法
案
が
可
決
、

成
立
し
て
排
日
運
動
が
盛
ん
に
な
る
と
、
ギ
ュ

リ
ッ
ク
先
生
は
ま
す
ま
す
日
米
親
善
の
た
め
に

懸
命
の
努
力
を
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
か
の
人
形

使
節
―
―
日
米
小
児
間
の
人
形
交
換
運
動
と
な

っ
た
の
で
あ
る
」。

バ
ー
ト
レ
ッ
ト
の
入
居

　

シ
ド
ニ
ー
が
去
っ
た
九
年
後
に
入
居
（
一
九

二
二
年
〜
定
年
退
職
の
一
九
三
五
年
）
し
た
の

が
、
宣
教
師
の
バ
ー
ト
レ
ッ
ト
で
あ
る
。

　

夫
人
は
ゴ
ー
ド
ン
の
長
女
で
、
少
女
時
代
を

梨
木
校
地
（
南
の
教
師
館
）
で
送
っ
た
。
バ
ー

ト
レ
ッ
ト
と
結
婚
後
、
同
志
社
女
学
校
で
英
会

話
を
教
え
る
傍
ら
、幼
稚
園
の
第
四
代
園
長（
一

九
三
三
年
〜
一
九
三
五
年
）
を
も
兼
ね
た
。
す

青い目の人形（右）と答札人形（左）を抱く渋沢栄一
（渋沢史料館提供）
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な
わ
ち
デ
ン
ト
ン
同
様
に
、
同
志
社
幼
稚
園
と

梨
木
校
地
の
双
方
に
所ゆ

か
り縁

が
あ
っ
た
。

梨
木
キ
ャ
ン
パ
ス
の
売
却

　

と
こ
ろ
で
同
志
社
は
、
バ
ー
ト
レ
ッ
ト
入
居

以
前
の
一
九
三
〇
年
頃
か
ら
、梨
木
校
地
を「
不

用
土
地
」
と
見
な
し
、
売
却
に
乗
り
出
す
。
最

低
価
格
を
坪
八
十
五
円
と
し
、「
可
成
善
キ
買

人
」
を
求
め
た
。

　

し
か
し
、
経
済
的
不
況
の
た
め
「
一
向
善
キ

買
人
、
出
現
セ
ザ
ル
現
状
」
が
続
い
た
。
翌
年
、

よ
う
や
く
「
バ
ー
ト
レ
ッ
ト
邸
南
部
五
百
坪
を

滋
賀
県
五
ケ
荘
村
塚
本
清
三
氏
に
坪
当
り
八
十

円
で
売
約
。
十
月
末
引
き
渡
し
予
定
」
に
漕
ぎ

つ
け
る
。

　

さ
ら
に
二
か
月
後
に
は
六
百
坪
を
坪
八
十
円

（
合
計
四
万
八
千
円
）
で
田
中
新
一
郎
に
売
却

で
き
た
。
一
九
三
二
年
、
土
地
売
却
に
伴
い
家

屋
は
女
子
部
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
築
、
改

修
さ
れ
、
宣
教
師
住
宅
、
つ
い
で
総
長
（
牧
野

虎
次
）
住
宅
、
最
後
は
女
子
大
香
柏
寮
と
な
っ

た
。

　

一
方
、
北
側
の
土
地
（
旧
ベ
リ
ー
邸
敷
地
）

約
七
百
坪
で
あ
る
が
、
待
つ
こ
と
四
年
、
願
っ

て
も
な
い
「
善
キ
買
人
」
が
出
現
す
る
。
ホ
ノ

ル
ル
の
フ
レ
ン
ド
ピ
ー
ス
奨
学
会
（F

riend 
Peace Scholarships

）
で
あ
る
。

リ 

チ
ャ
ー
ズ
（
フ
レ
ン
ド
ピ
ー
ス

奨
学
会
）
が
購
入

　

売
却
交
渉
は
一
九
三
五
年
十
二
月
十
五
日
に
、

土
地
六
万
一
千
円
、
建
物
一
万
二
百
三
十
五
円

で
成
立
。
翌
春
、購
入
者
は「
梨
木
邸
を
改
装
」

し
て
「
フ
レ
ン
ド
ピ
ー
ス
ハ
ウ
ス
」
に
す
る
、

と
同
志
社
理
事
会
が
公
表
し
た
。
新
聞
は
さ
っ

そ
く
「
同
志
社
に
布
哇
寮　

ホ
ノ
ル
ル
の
親
日

家
が
建
設
」
と
報
じ
た
。

　
「
親
日
家
」
と
は
、
奨
学
会
会

長
の
リ
チ
ャ
ー
ズ
（T

heodore 
R
ichards

）。
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
州
に
生
れ
、
本
土
で
教
育
を
受

け
た
後
、
ハ
ワ
イ
の
伝
道
と
教
育

に
使
命
を
感
じ
て
転
住
。
校
長
や

キ
リ
ス
ト
教
諸
団
体
幹
事
な
ど
の

傍
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
的
奉
仕
活
動

に
も
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
。

　

一
九
一
一
年
に
は
フ
レ
ン
ド
ピ

ー
ス
奨
学
会
創
設
の
た
め
に
来
日

し
、
大
隈
重
信
、
渋
沢
栄
一
、
成

瀬
仁
蔵
な
ど
の
賛
同
を
得
て
、
東

京
で
結
成
に
漕
ぎ
つ
け
た
。
同
志
社
か
ら
も
海

老
名
弾
正
と
原
田
助

た
す
く

が
支
援
し
た
。

　

日
米
親
善
を
夢
見
る
リ
チ
ャ
ー
ズ
が
、
か
ね

て
か
ら
念
じ
て
き
た
「
太
平
洋
の
か
け
橋
」
へ

の
想
い
が
、
結
実
し
た
の
で
あ
る
。

フ
レ
ン
ド
ピ
ー
ス
ハ
ウ
ス
の
設
置

　

奨
学
会
は
さ
っ
そ
く
留
学
生
五
人
を
選
び
、

ハ
ワ
イ
に
送
っ
た
。
そ
の
中
に
同
志
社
大
学
の

学
生
（
満
水
寅
一
）
と
卒
業
生
（
柏
木
義ぎ

円え
ん

）

の
子
、
隼
雄
が
混
じ
る
。
後
者
は
後
年
、
ハ
ワ

同志社の恩人、T・リチャーズ夫妻
（『フレンドピースハウス』）
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イ
寮
献
堂
式
で
祝
辞
を
述
べ
る
。

　

一
九
二
八
年
、
奨
学
会
は
逆
に
ハ
ワ
イ
の
日

系
青
年
を
同
志
社
に
フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
留
学
さ

せ
る
制
度
を
発
足
さ
せ
、
一
九
四
〇
年
ま
で
延

べ
十
二
人
を
送
り
込
ん
だ
。
彼
ら
の
宿
舎
兼
学

生
寮
が
、同
会
創
立
二
十
五
周
年
記
念
事
業（
一

九
三
六
年
）
の
一
環
と
し
て
設
け
ら
れ
た
フ
レ

ン
ド
ピ
ー
ス
ハ
ウ
ス
、
す
な
わ
ち
ハ
ワ
イ
寮
で

あ
る
。

　

驚
く
べ
き
こ
と
に
、
奨
学
会
は
同
志
社
か
ら

購
入
し
た
建
物
と
敷
地
を
そ
っ
く
り
同
志
社
に

返
却
（
寄
贈
）
し
、
日
本
名
を
「
同
志
社
布
哇

寮
」
と
し
た
。
土
地
・
建
物
の
購
入
費
（
七
万

余
円
）
と
改
修
費
（
一
万
五
千
円
）
は
同
会
会

長
、
リ
チ
ャ
ー
ズ
の
夫
人
が
実
母
の
遺
産
か
ら

出
費
し
た
。

　

後
に
同
志
社
は
、
リ
チ
ャ
ー
ズ
夫
妻
の
功
績

を
称
え
名
誉
職
の
「
社
友
」
に
推
奨
し
た
。

デ
ン
ト
ン
が
陰
で
働
く

　

夫
妻
に
よ
る
寄
贈
は
デ
ン
ト
ン
の
力
に
負
う
。

彼
女
の
評
伝
は
、「
同
志
社
に
寄
贈
さ
れ
た
の
は
、

実
に
ミ
ス
・
デ
ン
ト
ン
の
お
か
げ
で
あ
っ
た
」

と
称
賛
す
る
。
リ
チ
ャ
ー
ズ
夫
妻
に
も
証
言
が

あ
る
。

　
「
ミ
ス
・
デ
ン
ト
ン
の
提
案
に
よ
っ
て
そ
の

地
所
を
学
校
か
ら
買
い
受
け
、
相
当
の
金
額
を

追
加
し
て
完
全
に
再
建
〔
改
装
〕
し
、
フ
レ
ン

ド
ピ
ー
ス
ス
カ
ラ
ー
（
奨
学
金
受
給
者
）
の
た

め
の
寮
と
し
て
、
同
志
社
に
返
還
〔
寄
贈
〕
し

た
」。

　

デ
ン
ト
ン
の
貢
献
は
、
改
修
・
内
装
工
事
に

も
及
ぶ
。
イ
ギ
リ
ス
人
女
性
版
画
家
、
Ｅ
・
キ

ー
ス
（E.K
eith

）
の
協
力
で
あ
る
。
彼
女
は

妹
（J.K
eith

）
と
共
に
京
都
で
は
数
週
間
に

わ
た
っ
て
デ
ン
ト
ン
ハ
ウ
ス
に
滞
在
し
た
。
ほ

か
に
も
、
デ
ン
ト
ン
は
ハ
ワ
イ
寮
の
正
門
に
と

女
子
部
か
ら
門
を
移
築
し
た
。
女
子
部
校
内
に

残
る
旧
公
家
屋
敷
門
と
も
、
同
志
社
女
子
部
最

古
の
門
と
も
伝
わ
る
。

同
志
社
布
哇
寮
が
誕
生

　

フ
レ
ン
ド
ピ
ー
ス
ハ
ウ
ス
、
す
な
わ
ち
同
志

社
布
哇
寮
（
通
称
ハ
ワ
イ
寮
）
は
、
フ
ェ
ロ
ー

と
同
志
社
大
生
十
数
人
が
共
同
生
活
を
営
む
国

際
寮
で
あ
る
。

　

リ
チ
ャ
ー
ズ
夫
人
は
、
献
堂
式
で
「
新
島
襄

を
三
十
五
年
前
〔
一
九
〇
一
年
〕
に
知
っ
た
」

こ
と
を
明
か
し
た
う
え
、「
此こ

の

建
物
の
財
源
は
、

私
の
母
の
賜
物
」（
実
母
の
遺
産
）
で
あ
る
、

「
何ど

う
ぞ
こ
れ
が
『
平
和
の
お
宮
』
で
あ
る
や

う
に
」
と
表
明
し
た
。
寮
の
目
的
を
「
キ
リ
ス

ト
教
を
通
じ
て
国
際
親
善
に
貢
献
す
る
こ
と
」

と
定
め
た
の
も
夫
人
で
あ
っ
た
。

　

ハ
ワ
イ
か
ら
来
日
し
た
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
（
寮

監
）
の
黒
川
直
也
も
、
寮
を
「
キ
リ
ス
ト
教
的

国
際
親
善
の
増
進
機
関
」
に
す
る
と
宣
言
し
た
。

　

発
足
二
年
後
、
ボ
ス
ト
ン
近
隣
の
ウ
ー
ス
タ

ー
か
ら
同
志
社
に
来
客
が
あ
っ
た
。
帰
国
後
、

彼
は
同
地
に
住
む
ベ
リ
ー
の
息
子（G

.Berry

）

に
フ
レ
ン
ド
ピ
ー
ス
ハ
ウ
ス
の
視
察
談
を
し
た
。

息
子
は
、
五
十
年
前
の
「
わ
が
旧
宅
」
が
、「
学

生
た
ち
の
セ
ン
タ
ー
や
ホ
ー
ム
」
と
し
て
立
派

に
機
能
し
て
い
る
様
子
や
ら
、
父
親
の
名
前
が

今
な
お
記
憶
さ
れ
、
彼
が
愛
情
を
こ
め
て
管
理

し
た
住
宅
と
庭
が
、
き
れ
い
に
維
持
さ
れ
て
い

る
の
を
知
っ
て
喜
ん
だ
。

　

デ
ン
ト
ン
も
ま
た
、
か
つ
て
自
分
が
居
住
し

た
旧
ベ
リ
ー
邸
が
男
子
寮
に
転
化
し
た
の
を
目ま

の
当
た
り
に
し
て
、
こ
う
述
懐
す
る
。

　
「〔
昨
年
、
発
足
し
た
〕
フ
レ
ン
ド
ピ
ー
ス
ハ

ウ
ス
は
、
多
く
の
活
動
の
中
心
と
な
っ
て
い
ま

す
。〔
母
国
の
ウ
ー
ス
タ
ー
で
医
院
を
開
業
中

の
〕
ベ
リ
ー
博
士
夫
妻
が
、
ご
自
分
た
ち
の
家

が
新
し
い
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
を
ご
覧
に
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な
る
こ
と
が
出
来
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

一
八
八
八
年
以
前
に
宣
教
師
の
た
め
に
建
て

ら
れ
た
す
べ
て
の
家
の
中
で
、
そ
の
家
〔
ベ
リ

ー
邸
〕
だ
け
は
玄
関
に
備
え
付
け
の
椅
子
が
あ

り
、
そ
こ
で
人
力
車
の
車
夫
は
連
れ
て
き
た
客

を
待
つ
間
、
火
鉢
の
側
に
す
わ
っ
て
、
身
体
を

温
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
き
な
銀い

ち
ょ
う杏

の

あ
る
庭
は
、
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
そ
こ
へ
行
く
度た

び

に
い
つ
も
、
こ
の
よ
う

な
家
が
女
生
徒
た
ち
の
た
め
に
あ
っ
た
な
ら
ば
、

ど
ん
な
に
い
い
だ
ろ
う
か
と
思
う
の
で
す
」。

戦
時
中
は
日
赤
女
子
寮

　

開
寮
か
ら
閉
寮
ま
で
の
ハ
ワ
イ
寮
五
十
二
年

史
に
つ
い
て
は
、『
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ　

ハ
ワ

イ
寮　

五
十
年
の
あ
ゆ
み
』（
一
九
八
六
年
）

や
『
神
と
同
志
社
に
育
ま
れ
た
ハ
ワ
イ
寮　

創

設
期
か
ら
一
九
六
一
年
を
中
心
と
し
た
寮
史
・

写
真
集
』（
二
〇
〇
八
年
）
に
譲
る
。

　

こ
こ
で
は
戦
時
中
の
秘
話
を
一
件
。
日
米
戦

争
開
戦
三
日
後
の
一
九
四
一
年
十
二
月
十
一
日

に
同
志
社
は
早
々
と
フ
レ
ン
ド
ピ
ー
ス
ハ
ウ
ス

（
布
哇
寮
）
の
閉
鎖
を
決
定
し
た
。

　
「
日
米
友
好
の
た
め
に
活
用
す
る
よ
う
寄
付

さ
れ
た
も
の
だ
が
、
国
交
断
絶
に
よ
り
寄
付
目

的
消
滅
の
た
め
」
と
さ
れ
た
。
館
名
も
敵
性
語

の
英
語
名
を
退
け
「
梨
木
寮
」
と
改
め
た
。「
三

条
〔
実さ

ね

美と
み

〕
公
〔
公
爵
〕
鎮
座
せ
る
梨
木
神
社

と
同
一
町
内
」
に
あ
る
こ
と
が
、
こ
と
さ
ら
強

調
さ
れ
た
。

　

国
際
寮
を
断
念
後
、
寮
は
日
本
赤
十
字
社
京

都
支
部
の
要
請
で
看
護
婦
寮
と
な
っ
た
。
同
志

社
は
日
赤
に
月
額
百
五
十
円
で
二
年
間
、
貸
与

し
た
。
日
赤
寮
生
の
ひ
と
り
は
、「
一
年
生
の

時
は
、
御
所
の
東
の
梨
木
寮
で
、
二
年
生
に
な

っ
て
御
所
の
西
の
泉
寮
で
〔
あ
っ
た
が
、〕
設

備
も
よ
く
、
と
て
も
閑
静
な
環
境
で
申
し
分
な

か
っ
た
。
毎
日
、
梨
木
寮
か
ら
三
列
縦
隊
で
整

然
と
御
所
の
中
を
横
断
し
、〔
府
庁
前
の
〕
日

赤
京
都
支
部
へ
通
っ
た
」
と
懐
か
し
む
。

戦
後
に
ハ
ワ
イ
寮
再
開

　

戦
後
、
第
二
代
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
ヤ
ン
グ

（R
ev.J.G

.Y
oung

）
が
一
九
四
七
年
四
月
に

赴
任
し
て
、
男
子
寮
が
再
開
さ
れ
た
。
以
後
、

ラ
ッ
シ
ェ
（J.M

.R
asche, 

第
四
・
六
代
寮
監
）

を
含
め
て
数
人
が
次
々
と
派
遣
さ
れ
、
一
九
八

八
年
の
閉
寮
ま
で
四
十
年
余
り
、
寮
生
の
精
神

教
育
に
腐
心
し
た
。

戦時中は日赤看護婦寮に
（『五十年の歩み』京都第二赤十字看護専門学校）

梨木寮から御苑を抜けて通学する看護学生
（同前。いずれも岡山寧子教授提供）
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そ
の
間
、
敷
地
内
に
は
ハ
ワ
イ
ハ
ウ
ス
（
別

館
。
今
回
解
体
）
や
リ
チ
ャ
ー
ズ
ハ
ウ
ス
（
旧

北
志
寮
）
が
新
築
さ
れ
た
。
そ
し
て
今
度
は
同

志
社
幼
稚
園
（
園
舎
）
で
あ
る
。

デ
ン
ト
ン
ゆ
か
り
の
梨
木
校
地

　

幼
稚
園
と
言
え
ば
、
か
つ
て
デ
ン
ト
ン
が
梨

木
校
地
で
暮
ら
し
た
時
に
出
町
で
始
め
た
も
の

が
、
今
春
、
奇
し
く
も
梨
木
に
転
じ
る
。

　

彼
女
と
梨
木
校
地
と
の
繋
が
り
は
深
く
、
入

京
初
日
に
始
ま
る
。
彼
女
が
そ
の
日
宿
泊
し
た

梨
木
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
今
や
園
庭
で
あ
る
。
フ

レ
ン
ド
ピ
ー
ス
ハ
ウ
ス
の
取
得
や
改
修
に
も
デ

ン
ト
ン
は
貢
献
し
た
。
彼
女
が
女
子
部
か
ら
移

築
し
た
門
は
、
こ
れ
か
ら
は
幼
稚
園
の
門
と
な

る
。
こ
う
し
た
梨
木
と
の
繋
が
り
は
、
デ
ン
ト

ン
伝
で
も
知
ら
れ
ざ
る
秘
話
で
あ
ろ
う
。

シ
ャ
ロ
ー
ム
ハ
ウ
ス 

　
（
同
志
社
幼
稚
園
舎
）
が
竣
工

　

梨
木
校
地
の
建
物
は
、
百
三
十
三
年
を
通
し

て
名
称
や
用
途
、
居
住
者
や
所
有
者
が
異
な
る
。

け
れ
ど
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
や
軌
跡
に
は
不

思
議
に
も
時
代
を
超
え
た
共
通
点
が
あ
る
。

　

フ
レ
ン
ド
ピ
ー
ス
ハ
ウ
ス
は
一
貫
し

て
「
平
和
の
お
宮
」
を
志
向
す
る
。

　

そ
の
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
園
舎
名
は

「
シ
ャ
ロ
ー
ム
ハ
ウ
ス
」
が
相ふ

さ
わ応

し
い
。

　

シ
ャ
ロ
ー
ム
は
「
こ
ん
に
ち
は
」
と

「
平
和
」
を
意
味
す
る
ヘ
ブ
ラ
イ
語
（
英

語
で
はShalom

）。
ヤ
ン

グ
教
授
（
神
学
部
）
は
、

ハ
ワ
イ
寮
の
寮
監
時
代
、

同
志
社
教
会
の
礼
拝
で
友

人
た
ち
と
「
ア
ロ
ハ
」
の

よ
う
に「
シ
ャ
ロ
ー
ム
！
」

と
挨
拶
を
交
わ
し
て
い
た
。

　

こ
の
一
言
は
、「
友フ

レ
ン
ド好

と
平ピ

ー
ス和

」
の
拠
点
で
あ
り

続
け
た
フ
レ
ン
ド
ピ
ー
ス

ハ
ウ
ス
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
象
徴
し
て
や
ま
な
い
。

　

園
舎
名
に
リ
チ
ャ
ー
ズ
の
名
前
は
避
け
た
。

敷
地
内
に
す
で
に
リ
チ
ャ
ー
ズ
ハ
ウ
ス（
学
寮
）

が
立
地
す
る
の
で
、
代
わ
り
に
園
舎
最
大
の
広

間
を
「
リ
チ
ャ
ー
ズ
ホ
ー
ル
」
と
名
づ
け
た
。

　

園
舎
の
新
築
を
リ
チ
ャ
ー
ズ
夫
妻
に
感
謝
す

る
と
同
時
に
、
恩
人
に
は
こ
う
誓
い
た
い
。

　
「
シ
ャ
ロ
ー
ム
！
ご
夫
妻
の
志
は
け
っ
し
て

解
体
い
た
し
ま
せ
ん
！
」。

竣工まぢかのシャロームハウス
（2020年２月11日、筆者撮影）

同志社ギャラリー第20回企画展図録
（同志社社史資料センター刊）



講談社
1,000円（税抜）

王
家
の
遺
伝
子

石い
し

浦う
ら

章し
ょ
う

一い
ち（
大
学
生
命
医
科
学
部

特
別
客
員
教
授　
　

）著

　

私
の
専
門
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

を
は
じ
め
と
す
る
ヒ
ト
の
難
病
の
分

子
生
物
学
で
、
発
症
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

や
治
療
法
の
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
命
医
科
学
部
の
野
口
範
子

教
授
と
一
緒
に
、
同
志
社
大
学
初
め

て
の
文
理
融
合
・
学
部
横
断
型
の「
サ

イ
エ
ン
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
養
成

副
専
攻
」の
立
ち
上
げ
の
お
手
伝
い

を
し
て
お
り
、
４
年
目
に
入
っ
て
順

調
に
修
了
生
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
歴
史
を
分
子
生
物
学
で
読
み

解
く
と
い
う
試
み
を
紹
介
し
よ
う
と

思
い
、「
王
家
の
遺
伝
子
」と
い
う
本

を
上
梓
し
ま
し
た
。

　

本
書
は
、
王
家
の
墓
か
ら
見
つ
か

っ
た
微
量
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
情
報
か
ら
骨

同朋舎
4,200円（税抜）

新
島
襄
の
教
え
子
た
ち

（
出
身
地
別
）

本も
と

井い

康や
す

博ひ
ろ（

元
大
学
神
学
部
教
授
）著

　

昨
年
、
上
梓
し
た『
新
島
襄
の
教

え
子
た
ち
』の
い
わ
ば
下
巻
で
、
上

巻「
ジ
ャ
ン
ル
別
」に
対
し
て「
出
身

地
別
」と
し
た
。取
り
上
げ
た
人
物
は
、

合
わ
せ
て
約
1
8
0
名
。本
書
で「
新

島
襄
交
遊
録
」全
７
巻
が
完
結
す
る
。

既
刊
書
を
挙
げ
る
と
―

　

ま
ず『
新
島
襄
の
交
遊
―
維
新
の

元
勲
・
先
覚
者
た
ち
―
』。
非
キ
リ

ス
ト
教（
セ
キ
ュ
ラ
ー
な
）世
界
の
人

物
と
の
交
遊
を
紹
介
し
た
。
勝
海
舟

や
木
戸
孝
允
、
伊
藤
博
文
、
陸
奥
宗

光
、
大
隈
重
信
な
ど
と
の
繋
が
り
を

論
じ
た
。

　

以
後
は
、
キ
リ
ス
ト
教
世
界
に
移

り
、
ま
ず
は
他
教
派
指
導
者
を
取
り

扱
っ
た『
新
島
襄
と
明
治
の
キ
リ
ス

ト
者
た
ち
―
横
浜
・
築
地
・
熊
本
・

の
持
ち
主
の
正
体
が
分
か
っ
た
と
い

う
例
を
、
ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
王
、
ラ

メ
セ
ス
三
世
、
リ
チ
ャ
ー
ド
三
世
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
時
代
の
王
様
の
話
題

を
交
え
な
が
ら
、
ま
と
め
た
も
の
で

す
。
も
と
も
と
歴
史
が
好
き
な
も
の

で
す
か
ら
、
我
が
国
で
も
こ
う
い
う

解
析
が
で
き
た
ら
い
い
の
に
と
藤
原

氏
の
物
語
を
読
み
な
が
ら
思
い
ま
す
。

　

章
の
間
に
、
今
話
題
に
な
っ
て
い

る
ゲ
ノ
ム
編
集
や
人
種
の
ル
ー
ツ
の

話
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。
文
献
を
見

れ
ば
分
か
り
ま
す
が
、
本
当
は
大
学

院
生
向
け
の
レ
ベ
ル
な
の
で
す
が
、

ネ
ッ
ト
の
評
で
は
中
高
生
あ
た
り
が

「
や
さ
し
す
ぎ
る
」と
か「
Ｄ
Ｎ
Ａ
の

話
は
不
要
」と
書
き
込
ん
で
い
ま
す
。

多
分
内
容
が
理
解
で
き
な
か
っ
た
の

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
大

学
１
年
生
に
も
わ
か
る
よ
う
に
書
い

て
あ
り
ま
す
か
ら
、
是
非
、
お
読
み

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

つ
い
で
に
一
言
。
も
し
男
系
を
続

け
た
い
な
ら
妻
妾
が
多
く
い
な
い
限

り
難
し
い
と
い
う
事
実
が
、
こ
の
本

を
読
む
と
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

 

著
者
よ
り

札
幌
バ
ン
ド
と
の
交
流
―
』で
、
新

渡
戸
稲
造
や
内
村
鑑
三
な
ど
を
取
り

上
げ
た
。

　

つ
い
で
同
志
社
系
教
派（
会
衆
派
・

組
合
教
会
）に
特
化
し
た『
新
島
襄
の

師
友
た
ち
―
キ
リ
ス
ト
教
世
界
に
お

け
る
交
流
―
』。沢
山
保
羅（
ぽ
う
ろ
）

や
成
瀬
仁
蔵
は
も
ち
ろ
ん
、
Ｊ
・
Ｈ
・

シ
ー
リ
ー
や
Ａ
・
ハ
ー
デ
ィ
と
い
っ

た
ア
メ
リ
カ
の
恩
人
た
ち
に
も
光
を

当
て
た
。

　

そ
し
て
教
え
子
で
あ
る
。
中
で
も

一
番
弟
子
の
徳
富
蘇
峰
は
別
格
で
都

合
２
巻
、
す
な
わ
ち
、『
新
島
襄
と
徳

富
蘇
峰
―
熊
本
バ
ン
ド
、
福
沢
諭
吉
、

中
江
兆
民
を
め
ぐ
っ
て
―
』な
ら
び

に『
徳
富
蘇
峰
の
師
友
た
ち
―
「
神

戸
バ
ン
ド
」と「
熊
本
バ
ン
ド
」
―
』

に
及
ん
だ
。

　

最
後
は
そ
の
他
の
教
え
子
を
総
括

す
る『
新
島
襄
の
教
え
子
た
ち
』上
下

巻
。
結
局
、
教
え
子
篇
は「
新
島
襄

交
遊
録
」７
巻
中
、
４
巻
を
占
め
る
。

新
島
は
た
し
か
に「
生
徒
ひ
と
り
」を

大
切
に
し
た
。

　

な
お
、
本
書
は
第
22
回
日
本
自
費

出
版
文
化
賞
（
特
別
賞
）
を
受
賞

（
２
０
１
９
年
12
月
15
日
）し
た
。

 

著
者
よ
り

新 刊 紹 介
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新
刊
紹
介

日本経済評論社
3,700円（税抜）

ド
イ
ツ
に
お
け
る

運
輸
連
合
制
度
の

意
義
と
成
果

青あ
お

木き

真ま

美み
（
大
学
商
学
部
教
授
）著

　

本
書
は
、
１
９
６
０
年
代
か
ら
ド

イ
ツ
で
導
入
さ
れ
た
都
市
交
通
に
お

け
る
協
力
と
調
整
の
組
織
と
し
て
の

「
運
輸
連
合
」制
度
に
つ
い
て
、
初
期

か
ら
２
０
０
０
年
代
ま
で
に
わ
た
り

調
査
・
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

日
本
よ
り
も
は
る
か
に
自
動
車
交

通
が
盛
ん
で
あ
る
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
初
期
の
こ

ろ
か
ら
道
路
や
駐
車
場
の
整
備
で
自

動
車
交
通
に
対
応
す
る
だ
け
で
な
く
、

公
共
交
通
の
利
便
性
の
向
上
や
運
賃

水
準
の
引
き
下
げ
に
よ
る
利
用
の
増

大
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
都
市
全

体
の
移
動
可
能
性
を
高
め
る
、
と
い

英宝社
3,400円（税抜）

カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
に
恋
し
て

臼う
す

井い

雅ま
さ

美み
（
大
学
文
学
部
教
授
）著

　

本
書
が
出
版
さ
れ
る
約
一
か
月
前
、

二
〇
一
九
年
四
月
三
日
、
在
外
研
究

で
イ
ギ
リ
ス
に
滞
在
し
て
い
た
私
は
、

イ
シ
グ
ロ
に
会
う
こ
と
に
な
っ
た
。

イ
シ
グ
ロ
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

大
学
ボ
ド
リ
ア
ン
図
書
館
よ
り
ボ
ド

リ
ー
賞（B

odley M
edal

）を
受
賞
し

た
。
そ
の
授
業
式
と
講
演
会
場
と
な

っ
た
シ
ェ
ル
ド
ニ
ア
ン
・
シ
ア
タ
ー

は
満
員
で
、
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
た
。

二
〇
一
七
年
、
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ

が
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
、
世

界
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

本
書
で
は
、
イ
シ
グ
ロ
の
処
女
作

『
遠
い
山
な
み
の
光
』か
ら
最
新
作

『
忘
れ
ら
れ
た
巨
人
』ま
で
の
七
作
品

に
関
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
観

点
か
ら
論
じ
た
。
三
作
目
の『
日
の

名
残
り
』で
イ
シ
グ
ロ
が
大
ブ
レ
イ

う
政
策
方
針
が
掲
げ
ら
れ
た
。
主
に

大
都
市
圏
で
運
輸
連
合
が
導
入
さ
れ
、

国
営
鉄
道
と
公
営
交
通
事
業
者
と
の

共
通
運
賃
制
度
や
バ
ス
と
鉄
道
を
乗

り
継
い
で
も
同
じ
き
っ
ぷ
で
乗
れ
る

ゾ
ー
ン
運
賃
の
導
入
、
運
行
計
画
の

調
整
、
統
一
さ
れ
た
広
報
や
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
戦
略
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
。

　

本
書
で
は
、
ド
イ
ツ
ば
か
り
で
な

く
他
の
先
進
国
の
公
共
交
通
に
お
け

る
制
度
や
、
日
本
に
対
す
る
示
唆
な

ど
に
も
言
及
し
て
い
る
。

　

近
年
、
日
本
で
は
高
齢
者
の
移
動

可
能
性
を
保
証
す
る
た
め
に
公
共
交

通
の
維
持
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

い
る
が
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
公
共

交
通
の
投
資
や
運
営
費
に
対
し
て
助

成
を
行
い
、
自
動
車
を
保
有
し
な
く

て
も
十
分
に
移
動
手
段
が
確
保
さ
れ

る
よ
う
な
制
度
と
な
っ
て
い
る
。
現

代
の
社
会
で
は
、
高
齢
者
ば
か
り
で

な
く
、
全
て
の
年
齢
層
に
お
い
て
就

労
や
居
住
の
自
由
の
保
証
、
学
習
機

会
の
享
受
な
ど
に
つ
い
て
、
交
通
は

必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
社
会
的
包
摂

の
実
現
の
た
め
に
も
、
配
慮
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
要
素
と
な
っ
て
い
る

と
い
え
よ
う
。
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ク
し
た
時
に
は
、
私
は
ア
メ
リ
カ
で

博
士
論
文
の
執
筆
を
し
て
い
た
。
イ

シ
グ
ロ
の
創
作
の
軌
跡
を
た
ど
る
と
、

私
自
身
の
研
究
の
軌
跡
を
た
ど
る
こ

と
に
も
な
る
。
歴
史
が
大
き
く
塗
り

替
え
ら
れ
て
き
た
二
十
世
紀
後
半
か

ら
二
十
一
世
紀
に
か
け
て
、
過
去
の

記
憶
と
対
峙
し
、
忘
却
と
い
う
魔
物

を
相
手
に
、
歴
史
の
闇
を
え
ぐ
る
旅

を
イ
シ
グ
ロ
は
言
葉
で
紡
い
で
き
た
。

民
族
、
宗
教
、
文
化
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

な
ど
の
ボ
ー
ダ
ー
を
超
え
て
行
こ
う

と
す
る
イ
シ
グ
ロ
の
声
は
深
く
、
強

い
。
そ
の
声
を
、
研
究
者
の
立
場
か

ら
、
私
自
身
が
解
読
し
て
み
た
。

　

講
演
を
終
え
た
イ
シ
グ
ロ
に
、「
も

う
す
ぐ
、
私
の
本
が
出
る
ん
で
す
」

と
言
う
と
、
彼
は
、「
何
の
本
？　

小

説
？
」と
聞
い
て
き
た
。そ
こ
で
私
が
、

「
あ
な
た
に
つ
い
て
の
本
な
ん
で
す

け
ど
」と
言
う
と
、
彼
は
絶
句
し
て

し
ま
っ
た
。﹇
日
本
語
で
書
い
て
し
ま

っ
て
…
で
も
、
出
版
さ
れ
た
ら
送
り

ま
す
﹈と
告
げ
た
。
そ
の
後
新
刊
本

を
彼
に
郵
送
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

直
接
手
渡
す
こ
と
が
で
き
て
い
れ
ば

と
、
悔
や
ま
れ
る
。

　

今
は
、
イ
シ
グ
ロ
の
Ａ
Ｉ
に
関
す

る
新
作
の
出
版
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
。 
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岩波書店
860円（税抜）

奴
隷
船
の
世
界
史

布ふ

留る

川が
わ

正ま
さ

博ひ
ろ（
大
学　
　
　
　

経
済
学
部
教
授
）著

　
「
奴
隷
船
」と
は「
移
動
す
る
監
獄
」

で
あ
る
。
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
や
ナ
ン
ト

な
ど
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
奴
隷
貿
易
港

か
ら
出
帆
し
た
奴
隷
船
は
、
西
ア
フ

リ
カ
や
ア
ン
ゴ
ラ
な
ど
の
沿
岸
の
貿

易
拠
点
に
向
か
う
。
こ
こ
で
綿
織
物

や
ビ
ー
ズ
、
銃
な
ど
の
商
品
群
と
交

換
に
奴
隷
を
獲
得
す
る
。
奴
隷
た
ち

は
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
詰
め
に
さ
れ
た
状

態
で
大
西
洋
を
渡
る
の
で
あ
る
。
絶

望
的
に
な
っ
た
奴
隷
た
ち
は
し
ば
し

ば
船
上
で
叛
乱
を
企
て
た
。
分
か
っ

て
い
る
だ
け
で
も
そ
の
率
は
一
割
を

超
え
た
。
そ
れ
を
監
視
す
る
の
が
水

夫
で
あ
る
。
毎
日
二
回
の
食
事
を
与

え
、
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
ダ
ン

ス
を
さ
せ
た
。
下
の
処
理
も
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

近
年
、
奴
隷
船
の
航
海
デ
ー
タ
が

収
集
・
整
備
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
数

岩波書店
960円（税抜）

２
１
０
０
年
の
世
界
地
図

峯み
ね

陽よ
う

一い
ち（
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
・　
　
　

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
研
究
科
教
授
）著

　

日
本
社
会
は
内
向
的
に
な
り
、
暗

い
雰
囲
気
が
漂
う
よ
う
に
な
っ
た
。

繰
り
返
す
災
害
に
加
え
て
、
少
子
高

齢
化
も
あ
る
だ
ろ
う
。
対
照
的
な
の

が
ア
フ
リ
カ
で
あ
る
。
現
地
を
訪
問

す
る
た
び
に
、
若
者
が
増
え
、
耕
地

が
広
が
り
、
ビ
ル
が
増
え
て
い
く
の

を
実
感
す
る
。
国
連
の
人
口
予
測
に

よ
れ
ば
、
21
世
紀
を
通
じ
て
ア
フ
リ

カ
の
人
口
は
５
倍
増
す
る
と
い
う
。

　

そ
の
結
果
、
２
１
０
０
年
の
世
界

で
は
、
ア
ジ
ア
で
40
億
人
、
ア
フ
リ

カ
で
40
億
人
、
そ
の
他
の
地
域
で

20
億
人
が
暮
ら
す
よ
う
に
な
る
。
ア

ジ
ア
と
ア
フ
リ
カ
の
住
人
が
世
界
の

人
口
の
８
割
を
占
め
る
。
成
熟
し
た

ア
ジ
ア
が
、
若
い
ア
フ
リ
カ
に
向
か

い
合
う
の
で
あ
る
。

三
万
六
〇
〇
〇
件
を
超
え
て
い
る
。

し
か
も
、
簡
単
に
無
料
で
ア
ク
セ
ス

で
き
る（https:// w

w
w
. slavevoyages.

org

）。
ひ
と
つ
の
航
海
ご
と
に
、
船

舶
名
・
ト
ン
数
、
船
主
・
船
長
名
、

船
員
数
、
出
帆
港
、
出
帆
日
、
ア
フ

リ
カ
の
停
泊
地
、
積
み
出
さ
れ
た
奴

隷
数
、
荷
揚
げ
港
、
荷
揚
げ
さ
れ
た

奴
隷
数
、
帰
還
日
な
ど
が
記
さ
れ
て

い
る
。
一
五
〇
〇
―
一
八
六
七
年
に

ア
フ
リ
カ
か
ら
積
み
出
さ
れ
た
奴
隷

数
は
一
二
五
〇
万
人
、
荷
揚
げ
さ
れ

た
奴
隷
数
は
一
〇
七
〇
万
人
、
死
亡

率
は
一
四
・
五
％
に
の
ぼ
っ
た
。
ま

た
、
船
員
の
な
か
で
も
水
夫
の
死
亡

率
が
奴
隷
の
死
亡
率
と
同
等
か
そ
れ

以
上
で
あ
っ
た
の
だ
。

　

本
書
の
後
半
で
は
イ
ギ
リ
ス
の
奴

隷
貿
易
・
奴
隷
制
廃
止
運
動
に
つ
い

て
詳
述
し
て
い
る
。
そ
の
主
力
を
な

し
て
い
た
の
は
ク
ウ
ェ
イ
カ
ー
教
徒

と
イ
ギ
リ
ス
国
教
会
福
音
主
義
派
で

あ
っ
た
。「
ア
メ
ー
ジ
ン
グ
・
グ
レ
ー

ス
」を
作
詞
し
た
ジ
ョ
ン
・
ニ
ュ
ー

ト
ン
も
そ
の
な
か
に
い
た
。

　

一
八
八
八
年
の
ブ
ラ
ジ
ル
の
奴
隷

制
廃
止
に
よ
っ
て
南
北
ア
メ
リ
カ
の

奴
隷
制
は
完
全
に
な
く
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
き
た
が
、
現
代
で
も
奴
隷

制
は
な
く
な
っ
て
い
な
い
。
そ
の
数

四
〇
〇
〇
万
人
以
上
と
見
積
も
ら
れ

て
い
る
。 
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ア
フ
リ
カ
の
成
長
を
助
け
つ
つ
、

ア
フ
リ
カ
か
ら
元
気
を
も
ら
お
う
。

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
こ
の

新
書
を
執
筆
し
た
。
豊
富
な
カ
ラ
ー

地
図
の
作
成
に
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ（
地
理

情
報
シ
ス
テ
ム
）を
専
門
と
す
る
地

理
学
者
が
協
力
し
て
く
れ
た
。
歴
史

学
や
哲
学
の
知
見
も
盛
り
込
ん
だ
。

　

２
１
０
０
年
の
世
界
の
姿
は
予
想

で
き
る
と
し
て
、
そ
の
後
の
世
界
は

ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
人
口
が
増

え
る
ア
フ
リ
カ
で
も
、
都
市
部
の
出

生
率
は
低
下
傾
向
に
あ
る
。
気
候
変

動
の
対
策
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
資

源
の
浪
費
を
減
ら
す
一
番
の
近
道
は
、

人
類
社
会
が
小
さ
く
な
る
こ
と
だ
。

未
来
に
向
か
う
出
生
率
の
低
下
は
、

環
境
危
機
に
対
す
る
人
類
の
無
意
識

の
適
応
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

新
書
に
は
書
か
な
か
っ
た
が
、

２
２
０
０
年
の
世
界
で
は
、
ウ
ェ
ア

ラ
ブ
ル
端
末
を
身
に
つ
け
た
無
数
の

小
集
団
が
自
然
に
囲
ま
れ
て
狩
猟
採

集
生
活
を
展
開
し
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
。
そ
ん
な
人
類
の
未
来
も
悪

く
な
い
と
、
個
人
的
に
は
思
っ
て
い

る
。
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新
刊
紹
介

平凡社
840円（税抜）

人
類
の
起
源
、

宗
教
の
誕
生

小こ

原は
ら

克か
つ

博ひ
ろ（

大
学
神
学
部
教
授
）他
著

　

本
書
は
、
霊
長
類
学
者
・
山
極
寿

一
氏（
京
都
大
学
総
長
）と
私
と
の
対

談
に
、
二
人
に
よ
る
補
論
を
加
え
た

も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
山
極
氏
は
霊

長
類
学
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
人
間

や
人
間
集
団
の
特
性
を
も
明
ら
か
に

し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
が
、
本
書
に
お

い
て
も
、
そ
の
よ
う
な
力
量
が
い
か

ん
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。
山
極

氏
の
豊
富
な
知
見
に
助
け
ら
れ
な
が

ら
、
私
も
ま
た
人
類
の
特
性
に
対
し
、

専
門
の
宗
教
研
究
の
視
点
か
ら
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
ま
す
。

　

動
物
と
し
て
は
、
き
わ
め
て
非
力

な
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
が
、
ア
フ
リ

カ
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
を
離
れ
、
移
動
を

続
け
る
中
で
、
い
か
に
集
団
を
形
成

新日本出版社
1,500円（税抜）

小
さ
き
者
の
幸
せ
が

守
ら
れ
る
経
済
へ

浜は
ま

矩の
り

子こ
（
大
学
ビ
ジ
ネ
ス

研
究
科
教
授　

）著

　

元
来
、
経
済
活
動
は
人
間
の
営
み

だ
。
人
間
に
よ
る
人
間
の
た
め
の
、

人
間
し
か
行
わ
な
い
営
み
だ
。
だ
か

ら
、
経
済
活
動
は
人
間
を
幸
せ
に
出

来
な
け
れ
ば
、
そ
の
名
に
値
し
な
い
。

人
間
た
ち
の
中
で
、
そ
の
幸
せ
が
最

も
脆
く
て
危
う
い
の
は
ど
の
よ
う
な

者
た
ち
か
。
そ
れ
が
、
小
さ
き
者
た

ち
だ
。
小
さ
く
て
弱
い
人
々
に
は
、

強
大
な
る
者
ど
も
の
よ
う
な「
自
助

力
」が
備
わ
っ
て
い
な
い
。
そ
の
よ

う
な
人
々
さ
え
も
、
い
や
、
そ
の
よ

う
な
人
々
を
こ
そ
、
幸
せ
に
出
来
る
。

人
間
の
営
み
で
あ
る
経
済
活
動
に
は
、

そ
の
よ
う
な
特
性
が
備
わ
っ
て
い
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。

し
、
言
語
や
想
像
力
を
駆
使
し
て
、

困
難
な
環
境
を
生
き
抜
い
て
き
た
の

か
が
本
書
で
は
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

ヒ
ト
が
目
に
見
え
る
現
実
を
超
え
て
、

他
者
と
の
つ
な
が
り
を
想
像
し
、
共

同
体
を
形
成
す
る
上
で「
宗
教
」は
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

広
い
意
味
で
の「
宗
教
」は
人
類
史
と

同
じ
だ
け
の
来
歴
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
大
き
な
パ
ー
ス
ペ
ク
テ

ィ
ブ
か
ら
、
現
代
社
会
に
お
け
る
暴

力
・
戦
争
、
人
工
知
能
が
も
た
ら
す

問
題
、
身
体
性
の
再
評
価
な
ど
を
扱

っ
て
い
る
の
も
本
書
の
特
徴
で
す
。

特
に
、
大
学
教
育
が
今
日
果
た
す
べ

き
役
割
に
関
し
て
、
山
極
氏
と
私
の

考
え
が
強
く
響
き
合
っ
て
い
る
の
を

読
者
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
教
育
の
画
一
化
が
、
知
の

あ
り
方
を
む
し
ば
ん
で
い
る
の
で
は

な
い
か
、
む
し
ろ
、
大
学
は
、
高
校

ま
で
の
規
範
化
さ
れ
た
学
び
を
ご
破

算
に
し
、
学
ぶ
者
を
多
様
性
の
る
つ

ぼ
へ
と
投
げ
込
む「
知
の
ジ
ャ
ン
グ

ル
」で
あ
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

考
え
る
べ
き
素
材
を
大
量
に
含
ん
だ

本
書
を
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。
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経
済
学
の
生
み
の
親
で
あ
る
ア
ダ

ム
・
ス
ミ
ス
は
、
人
間
が
人
間
で
あ

る
こ
と
の
本
質
を
そ
の
共
感
力
に
見

出
し
た
。
他
者
の
喜
び
を
喜
び
と
し
、

他
者
の
悲
し
み
を
悲
し
み
と
す
る
。

そ
れ
が
人
間
の
本
性
だ
。
経
済
学
の

始
祖
は
、
そ
う
言
っ
て
い
る
。
共
感

力
を
言
い
換
え
れ
ば
、
も
ら
い
泣
き

力
だ
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
経
済

活
動
が
そ
の
よ
う
な
人
々
に
よ
っ
て

営
ま
れ
て
い
る
時
、
経
済
活
動
は
幸

せ
の
波
紋
で
世
界
を
一
杯
に
す
る
。

　

三
章
編
成
の
本
書
に
お
い
て
、
第

一
章
は
上
記
の
謎
解
き
を
進
め
て
行

く
た
め
の
い
わ
ば
基
礎
編
で
あ
る
。

第
二
章
と
第
三
章
が
応
用
編
だ
。

　

各
章
の
内
容
は
、
い
ず
れ
も
、
二

つ
の
連
載
コ
ラ
ム
向
け
に
筆
者
が
こ

れ
ま
で
執
筆
し
て
来
た
原
稿
に
基
づ

い
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
朝
日
新

聞
社
の
ア
エ
ラ
誌
掲
載
コ
ラ
ム

「
e
y
e
s
浜
矩
子
」、
そ
し
て
集

英
社
の
情
報
・
知
識
＆
オ
ピ
ニ
オ
ン

i
m
i
d
a
s
掲
載
の「
経
済
万

華
鏡
」で
あ
る
。
自
分
で
言
う
の
は

図
々
し
い
が
、
改
め
て
テ
ー
マ
の
並

び
具
合
を
み
れ
ば
、
な
か
な
か
盛
沢

山
だ
と
思
う
。
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ミネルヴァ書房
3,800円（税抜）

子
ど
も
の
貧
困
／
不
利
／

困
難
を
考
え
る
Ⅲ

―
施
策
に
向
け
た
総
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ

埋う
ず

橋は
し

孝た
か

文ふ
み（
大
学　
　
　
　

社
会
学
部
教
授
）他
編
著

　
「
子
ど
も
の
貧
困
」に
ど
う
立
ち
向

か
う
か
を
テ
ー
マ
に
し
た
、
２
期
に

お
よ
ぶ
科
学
研
究
費
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
成
果
で
あ
り
、
２
０
１
５
年
に
出

版
さ
れ
た
Ⅰ
、
Ⅱ
の
続
編
で
あ
る
。

　

子
ど
も
の
貧
困
と
い
う
問
題
に
立

ち
向
か
う
う
え
で
、
当
事
者
で
あ
る

子
ど
も
へ
の
福
祉
・
教
育
的
働
き
か

け
が
必
要
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問

い
か
け
は
私
た
ち
が
共
有
す
る
問
題

意
識
で
あ
っ
た
。

　

私
た
ち
は
、
子
ど
も
の
自
己
肯
定

感
や
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
に
注
目
し
て
子

ど
も
に
対
し
て
貧
困
が
及
ぼ
す
影
響

を
最
小
限
に
く
い
止
め
る
た
め
の
サ

ポ
ー
ト
の
あ
り
方
を
福
祉
と
教
育
の

山川出版社
3,500円（税抜）

１
５
７
１
年 

銀
の
大
流
通
と

国
家
統
合

城じ
ょ
う

地ち

孝た
か
し（

大
学
文
学
部
助
教
）・　

堀ほ
り

井い

優ゆ
た
か（

大
学
文
学
部
教
授
）他
著

　

本
書
は
、
世
界
史
上
の
さ
ま
ざ
ま

な
時
代
に
見
ら
れ
た
共
時
性
に
重
点

を
お
い
て「
歴
史
の
転
換
期
」を
考
え

る
シ
リ
ー
ズ
の
第
六
巻
と
し
て
編
集

さ
れ
ま
し
た
。
一
五
七
一
年
お
よ
び

そ
の
前
後
の
時
代
に
居
合
わ
せ
た

人
々
の
具
体
的
な
営
み
が
、
ス
ペ
イ

ン
領
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
明
帝
国
、
ム
ガ

ル
帝
国
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
、
フ
ラ
ン

ス
王
国
、
そ
し
て
海
洋
に
お
け
る
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
人
の
掠
奪
活
動
を
対
象

に
活
写
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
全
体

を
一
読
す
れ
ば
、
世
界
貿
易
の
活
発

化
や
各
地
域
の
国
家
統
合
へ
の
動
き

両
面
か
ら
考
え
て
き
た
。
自
己
肯
定

感
や
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
い
っ
た
、
子

ど
も
の
心
の
働
き
が
力
と
な
っ
て
、

貧
困
に
対
し
て
防
御
機
能
を
も
つ
の

で
は
な
い
か
、
と
の
仮
説
が
出
発
点

と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
ら
を
高
め
る

こ
と
で
、
子
ど
も
が
個
人
と
し
て
は

も
と
よ
り
、
子
ど
も
同
士
を
含
む
人

と
の
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
性
の
中
で
子

ど
も
が
貧
困
に
負
け
な
い
状
況
を
作

り
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
が
私
た
ち
の
研
究
を
通
底
す
る

モ
チ
ー
フ
で
あ
っ
た
。

　

子
ど
も
の
貧
困
は
親
の
貧
困
か
ら

切
り
離
し
て
は
あ
り
え
ず
、
親
の
貧

困
が
第
一
次
的
に
重
要
で
あ
り
、
立

ち
向
か
う
べ
き
問
題
で
あ
る
。
し
か

し
、
親
の
貧
困
へ
の
対
策
が
子
ど
も

の
貧
困
を
す
べ
て
解
消
し
て
く
れ
る

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
親
の
貧
困

に
対
処
す
る
こ
と
と
並
ん
で
子
ど
も

へ
の
働
き
か
け
が
必
要
な
ゆ
え
ん
で

あ
る
。

　

本
書
は「
子
ど
も
の
貧
困
に
対
す

る
総
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」を
提
示
し

え
た
こ
と
で
、
施
策
に
向
け
た
政
策

論
議
を
深
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
る
。

 

著
者
よ
り

を
つ
う
じ
て
形
成
さ
れ
た
近
世
世
界

を
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
思

い
ま
す
。

　

第
二
章「
北
虜
問
題
と
明
帝
国
」

（
城
地
孝
）で
は
、
近
年
の
研
究
成
果

を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
長
城
ラ
イ
ン
の

「
辺
境
社
会
」を
構
成
す
る
諸
ア
ク
タ

ー
や
明
朝
の
中
央
・
地
方
の
政
府
当

局
者
の
動
き
を
具
体
的
に
描
き
だ
す

こ
と
に
重
点
を
お
き
ま
し
た
。
国
家

と
社
会
の
乖
離
や
持
て
る
者
と
持
た

ざ
る
者
の
二
極
分
化
な
ど
、
現
代
の

中
国
に
も
あ
て
は
ま
り
そ
う
な
何
か

を
読
み
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

　

第
四
章「
東
地
中
海
の
オ
ス
マ
ン

帝
国
と
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
人
」（
堀
井

優
）で
は
、
こ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
国
家

の
領
域
お
よ
び
対
外
関
係
の
広
が
り

の
な
か
で
形
成
さ
れ
た
政
治
外
交
お

よ
び
国
際
商
業
上
の
秩
序
を
、
オ
ス

マ
ン
条
約
体
制
、
オ
ス
マ
ン
・
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
間
の
行
政
網
、
エ
ジ
プ
ト

の
商
港
社
会
か
ら
論
じ
ま
し
た
。
異

質
性
を
強
調
さ
れ
が
ち
な
イ
ス
ラ
ー

ム
圏
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
間
の
異
文

化
接
触
を
支
え
た
、
結
合
的
な
関
係

を
読
み
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。
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新
刊
紹
介

ミネルヴァ書房
2,400円（税抜）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・ 

市
民
活
動
実
践
論

上う
え

野の

谷や

加か

代よ

子こ
（
大
学　
　
　
　

社
会
学
部
教
授
）

木き

原は
ら

活か
つ

信の
ぶ（
大
学　
　
　
　

社
会
学
部
教
授
）他
著

　

本
書
は
、
今
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
、
市
民
活
動
の
行
方
を「
憂
う

者
」た
ち
に
よ
る
作
品
で
あ
る
。
地

方
自
治
、
民
主
主
義
が
崩
れ
そ
う
な

事
柄
が
多
い
中
で
、
ま
た
、
中
央
政

府
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
住
民
活

用
を
あ
て
に
し
た
種
々
の
政
策
が
出

さ
れ
る
中
で
、
今
こ
そ
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
市
民
活
動
の
本
質
を
考
察
し
、

語
り
合
う
材
料
を
だ
し
あ
い
、
運
動

と
し
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
大

切
に
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
様
々

な
分
野
で
の
活
動
、
幅
広
い
活
動
者

（
当
事
者
を
含
む
）に
よ
る
実
践
、
そ

し
て
先
達
者
た
ち
の
勇
気
あ
る
実
践

東信堂
1,200円（税抜）

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
法
の
諸
課
題

―
グ
ロ
ー
バ
ル
法
学
の
す
す
め
―

川か
わ

嶋し
ま

四し

郎ろ
う（

大
学
法
学
部
教
授
）他
著

　

日
本
法
の
領
域
は
、
現
在
様
々
な

局
面
で
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
を

強
く
迫
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
日

本
学
術
会
議
法
学
委
員
会
で
は
、

「『
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
法
』分
科
会
」を

設
け
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
と
も
な
う

法
的
な
諸
問
題
に
つ
い
て
、
様
々
な

角
度
か
ら
検
討
を
行
っ
て
き
た
。
本

書
は
、
そ
の
分
科
会
の
委
員
の
中
の

９
名
が
、
各
自
の
問
題
関
心
か
ら
自

由
に
選
択
し
た
現
代
的
な
課
題
に
つ

い
て
執
筆
し
た
研
究
成
果
で
あ
り
、

論
文
か
ら
エ
ッ
セ
イ
ま
で
多
様
な
も

の
を
含
ん
で
い
る
。

　

本
書
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
の

部
分
か
ら
な
る
。
一
つ
は
、「
グ
ロ
ー

バ
ル
化
を
め
ぐ
る
法
的
諸
問
題
」の

部
分
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、「
グ
ロ

ー
バ
ル
化
の
中
の
法
学
教
育
」で
あ

る
。
前
者
に
は
、「
法
の
比
較
」、「『
法

の
市
場
化
』論
」、「
国
際
経
済
法
の
課

を
確
か
め
な
が
ら
、
迷
い
な
が
ら
、

今
後
の
進
む
べ
き
実
践
の
方
向
を
皆

で
探
ろ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

執
筆
者
た
ち
を
こ
の
よ
う
な
思
い

に
導
い
た
の
は
、
監
修
者
の「
岡
本

榮
一
」先
生
で
あ
る
。
岡
本
先
生
の

人
と
な
り
は
本
書
を
お
読
み
い
た
だ

く
と
し
て
、
先
生
は
戦
後
の
混
乱
期

に
同
志
社
大
学
の
門
を
た
た
き
、
大

学
院
で
社
会
福
祉
学
専
攻
の
嶋
田
啓

一
郎
先
生
や
多
く
の
神
学
者
の
方
々

か
ら
学
ん
だ
そ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、

様
々
な
先
駆
的
実
践
を
通
し
て
、
今

日
の
学
と
し
て
の
社
会
福
祉
や
実
践

の
根
源
と
な
る
価
値
を
理
論
と
し
て

わ
か
り
や
す
く
初
学
者
や
実
践
者
に

提
示
し
、
一
緒
に
行
動
し
て
く
だ
さ

っ
た
方
で
あ
る
。
執
筆
者
た
ち
は
、

岡
本
先
生
か
ら
多
く
を
学
び
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
師
と
仰
ぎ
尊
敬
し
て

い
る
。
本
書
は
３
部
構
成
か
ら
な
り
、

第
Ⅰ
部
で
は
岡
本
先
生
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
人
生
に
つ
い
て
、
第
Ⅱ
部
で
は

活
動
の
価
値
、
思
想
、
歴
史
を
踏
ま

え
て
の
今
日
的
意
義
、
第
Ⅲ
部
で
は

実
践
を
参
加
・
学
び
、
そ
し
て
協
働

と
い
う
視
点
か
ら
論
じ
て
い
る
。
す

べ
て
の
市
民
に
読
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。 

上
野
谷
加
代
子
よ
り

題
」、「
犯
罪
論
体
系
の
法
比
較
」お
よ

び「
健
康
関
係
の
国
際
法
」の
論
考
が

含
ま
れ
、
後
者
に
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル

化
と
法
学
教
育
」、「
海
外
の
大
学
で

の
日
本
人
教
員
の
法
学
教
育
」お
よ

び「
司
法
制
度
改
革
と
法
曹
養
成
の

国
際
化
」を
具
体
的
に
紹
介
し
考
察

し
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

私
は
、
二
一
世
紀
の
日
本
の
司
法

に
つ
い
て
二
〇
〇
一
年
に『
司
法
制

度
改
革
審
議
会
意
見
書
』が
示
し
た

具
体
的
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
中
の
法
曹

（
裁
判
官
・
検
察
官
・
弁
護
士
）の
国

際
化
、
特
に「
法
科
大
学
院
に
お
け

る
国
際
的
な
法
曹
養
成
の
課
題
」に

つ
い
て
論
じ
た
。『
意
見
書
』は
、
法

曹
を「
社
会
生
活
上
の
医
師
」と
考
え
、

国
民
主
権
・
法
の
支
配
の
観
点
か
ら
、

国
民
の
国
民
に
よ
る
国
民
の
た
め
の

司
法
の
構
築
を
目
指
し
、
法
曹
の
国

際
化
を
重
要
課
題
の
一
つ
と
位
置
付

け
た
が
、
そ
の
達
成
の
た
め
の
道
の

り
は
ま
だ
遠
く
、
法
学
部
お
よ
び
法

科
大
学
院
教
育
を
通
じ
て
、「
ゆ
っ
く

り
着
実
に（slow

 and steady
）」に

実
現
す
る
た
め
の
様
々
な
道
を
探
求

し
た
。

　

本
書
は
、
日
本
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
つ
い
て
の
現
状
と
課
題
を
多
様
な

視
角
か
ら
概
観
す
る
分
か
り
や
す
い

読
み
物
で
あ
り
、
よ
り
多
く
の
人
々

に
手
に
取
っ
て
も
ら
い
共
に
こ
れ
か

ら
の
日
本
の
あ
り
方
を
考
え
て
も
ら

え
れ
ば
と
願
う
研
究
者
に
よ
っ
て
執

筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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ミネルヴァ書房
2,200円（税抜）

い
じ
め

：  

10
歳
か
ら
の「
法
の
人
」へ
の

旅
立
ち村む

ら

瀬せ

学ま
な
ぶ（
女
子
大
学
生
活
科
学
部

特
別
任
用
教
授　
　
　

）著

　

い
じ
め
は
、
子
ど
も
た
ち
同
士
で

「
違
反
者
」を
見
つ
け
、そ
の
友
を「
裁

く
」意
識
を
持
ち
始
め
る
10
歳
頃
か

ら
は
っ
き
り
と
出
て
き
ま
す
。
相
手

が「
違
反
者
」と
し
て「
非
」が
あ
る
の

だ
か
ら「
罰
」を
与
え
る
と
い
う
意
識

で
す
。
大
事
な
こ
と
は
、
こ
う
い
う

子
ど
も
同
士
の
身
勝
手
な「
私
設
の

裁
き
」に
対
抗
し
て
、
教
室
の
中
で
、

し
っ
か
り
と
立
ち
向
か
え
る
子
ど
も

を
、「
公
の
人
」「
法
の
人
」と
し
て
育

て
る
必
要
性
が
あ
り
ま
す
。こ
の「
公

の
人
」を
育
て
る
た
め
に
は
、
教
室

に「
外
＝
社
会
」に
開
か
れ
た「
話
し

合
い
の
場
＝
広
場
」を
つ
く
る
努
力

を
教
師
が
指
導
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

日本評論社
5,000円（税抜）

ク
ィ
ア
と
法

菅か
ん

野の

優ゆ
う

香か
（
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
研
究
科
准
教
授
）他
著

　

２
０
１
５
年
に
渋
谷
区
と
世
田
谷

区
で
は
じ
ま
っ
た
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
制
度
は
、
現
在
、
32
の
地
方

自
治
体
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
、
さ
ら

に
24
の
自
治
体
が
今
後
の
導
入
を
予

定
・
検
討
し
て
い
る
こ
ろ
で
あ
る
。

同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
勢
い
を

得
て
、
同
性
婚
や
婚
姻
平
等
へ
の
動

き
が
活
発
化
し
て
い
る
日
本
。
他
に

も
、
性
同
一
性
障
害
特
例
法
、
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
理
解
増
進
法
お
よ
び
差
別
解
消

法
導
入
の
試
み
、
一
橋
大
学
ア
ウ
テ

ィ
ン
グ
裁
判
な
ど
、
実
に
多
様
な
事

柄
が
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
と
法
に
関
わ
る
領

域
に
は
満
ち
て
い
る
。
そ
し
て
、
伝

統
的
な
法
学
が
扱
っ
て
き
た
狭
義
の

「
法
」を
超
え
、
わ
た
し
た
ち
の
日
常

せ
ん
。そ
こ
で
、子
ど
も
た
ち
が
、「
私

設
の
裁
き
＝
い
じ
め
」を「
公
の
場
」

で
訴
え
る
力
を
付
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
何
よ
り
も

そ
う
い
う
方
向
を
教
師
が
し
っ
か
り

と
支
え
ら
れ
る
力
を
身
に
つ
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

も
め
事
に
は
必
ず「
小
さ
な
正
義
」

が
絡
ん
で
お
り
、
そ
う
い
う
こ
と
の

起
こ
る
と
こ
ろ
に
は
生
徒
同
士
の

「
言
い
分
」が
あ
り
ま
す
。
大
事
な
こ

と
は
そ
の「
言
い
分
」を
聞
く「
場
」を

設
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
も

当
事
者
だ
け
を「
別
室
」に
呼
ん
で
話

を
聞
く
の
で
は
な
く
、
み
ん
な
の
聞

い
て
い
る
中
で「
言
い
分（
小
さ
な
正

義
）」を
み
ん
な
が
考
え
る
と
い
う

「
場
」（
私
は
そ
れ
を「
教
室
に
広
場

を
」と
呼
ん
で
い
ま
す
）を
作
る
こ
と

な
の
で
す
。

　

こ
の
本
で
は
、
事
例
の
分
析
も
交

え
な
が
ら
、
生
徒
と
教
師
の
両
方
に
、

し
っ
か
り
と
役
立
つ
た
め
の
対
策
を

提
示
し
て
い
ま
す
。
と
く
に
、
教
室

で
実
際
に
使
っ
て
頂
け
る
よ
う
な
９

歳
10
歳
か
ら
の「
二
分
の
一
成
人
式

パ
ス
ポ
ー
ト
」の
ア
イ
デ
ィ
ア
も
出

し
て
い
ま
す
。「
法
の
世
界
」に
入
っ

て
ゆ
く
準
備
の
た
め
の「
パ
ス
ポ
ー

ト
」で
す
。 
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生
活
を
取
り
巻
く
社
会
規
範
と
し
て

の
法
を
対
象
と
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や

セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
規
範
性
を
批

判
的
に
問
い
直
す
ク
ィ
ア
と
い
う
視

点
、
方
法
論
と
接
続
し「
論
争
誘
発

的
な
テ
ー
マ
」を
集
め
て
編
ま
れ
た

の
が
本
書
で
あ
る
。
そ
こ
で
展
開
さ

れ
る
の
は
、「
ア
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
」「
ペ

ド
フ
ィ
リ
ア
」「
オ
ー
プ
ン
・
リ
レ
ー

シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
」「
ハ
ッ
テ
ン
場
」「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」「
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ

ー
」「
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
」「
マ
ス
キ
ュ

リ
ニ
テ
ィ
」「
パ
ト
リ
シ
ア
・
ハ
イ
ス

ミ
ス
映
画
」と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド

を
め
ぐ
る
、
挑
戦
的
で
ス
リ
リ
ン
グ

な
議
論
で
あ
る
。
１
９
９
０
年
前
後

に
ア
メ
リ
カ
で
開
始
さ
れ
た
ク
ィ
ア

研
究
は
現
在
に
至
る
ま
で
領
域
横
断

的
な
分
野
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
ク

ィ
ア
研
究
と
法
学
を
架
橋
し
、
ク
ィ

ア
な
視
点
か
ら
法
に
か
か
わ
る
さ
ま

ざ
ま
な
事
象
を
読
み
と
く
本
書
に
よ

っ
て
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
を
め
ぐ
る
生
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
文
化
、
歴
史
に
つ

い
て
新
た
な
視
座
を
読
者
に
届
け
る

こ
と
が
で
き
た
ら
嬉
し
く
思
う
。

 

著
者
よ
り

新 刊 紹 介

74



新
刊
紹
介

花伝社
1,500円（税抜）

バ
ブ
ル
世
代
教
師
が
語
る

平
成
経
済
30
年
史

西に
し

村む
ら

克か
つ

仁ひ
と（　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

）著

　

令
和
と
元
号
が
あ
ら
た
ま
り
ま
し

た
が
、
今
か
ら
30
年
前
の
平
成
の
始

ま
り
は
バ
ブ
ル
の
絶
頂
期
に
あ
た
り

ま
す
。

　

振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
今
の
社
会

は
バ
ブ
ル
と
そ
の
後
の
長
い
不
況
の

果
て
に
生
み
出
さ
れ
た
と
言
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
か
つ
て
の

日
本
を
知
る
我
々
大
人
は
、
い
つ
か

ら
か「
バ
ブ
ル
前
」と「
バ
ブ
ル
後
」と

い
う
風
に
時
代
区
分
を
し
て
い
る
こ

と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。
私
自
身
、

平
成
の
始
ま
り
に
若
き
日
を
過
ご
し

た「
バ
ブ
ル
世
代
」の
一
人
で
す
。

　

そ
の
一
方
で
若
い
世
代
に
は
、
何

が
ど
の
よ
う
に
今
に
つ
な
が
っ
た
の

香
里
中
高

社
会
科
教
諭

実業之日本社
950円（税抜）

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
わ
か
る

平
成
社
会
風
俗
史

影か
げ

山や
ま

貴た
か

彦ひ
こ（
女
子
大
学　
　

学
芸
学
部
教
授
）著

　
「
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
は
時
代
を
映
す

鏡
」で
あ
る
と
、
折
に
触
れ
て
語
っ

て
い
ま
す
。
た
か
が
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
、

さ
れ
ど
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
あ
り
ま
し

て
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
推
移
を
考
察

す
る
こ
と
は
、
メ
デ
ィ
ア
研
究
だ
け

に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
時
代
の
変
化

や
、
社
会
の
流
行
、
人
々
の
嗜
好
が

垣
間
見
え
て
く
る
も
の
で
は
な
い
か
、

と
以
前
よ
り
考
え
て
い
ま
し
た
。「
平

成
の
ド
ラ
マ
」を
一
冊
の
本
に
ま
と

め
て
み
ま
せ
ん
か
？
と
い
う
光
栄
な

依
頼
を
頂
戴
し
た
の
は
、
平
成
の
時

代
が
終
わ
ろ
う
と
す
る
頃
で
し
た
。

　

本
書
で
は
、
平
成
の
30
年
余
り
を

彩
っ
た
代
表
的
な
ド
ラ
マ
作
品
の

か
、
ほ
と
ん
ど
伝
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
バ
ブ
ル
と
い
え
ば
派
手
な

お
姉
さ
ん
が
扇
子
を
振
り
回
し
て
踊

っ
て
い
た
景
気
の
良
い
時
代
、
崩
壊

後
は
一
気
に
不
況
に
な
っ
た
。
そ
ん

な
程
度
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

平
成
が
終
わ
り
を
む
か
え
た
今
、

私
た
ち
大
人
は
社
会
の
あ
り
方
が
大

き
く
変
わ
っ
た
こ
の
30
年
を
子
ど
も

達
に
伝
え
て
も
い
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
こ
数
年
、
私
は
昭
和

末
期
か
ら
の
社
会
の
変
化
を「
歴
史

の
授
業
」と
し
て
生
徒
た
ち
に
教
え

て
き
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
時
代
を
歴
史
と

し
て
語
る
に
は
ま
だ
ま
だ
新
し
す
ぎ

る
の
で
す
が
、
こ
の
間
の
社
会
の
歩

み
を
知
る
こ
と
は
生
徒
自
身
に
と
っ

て
は
、「
自
分
に
つ
な
が
る
現
代
史
」

を
知
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
翻
っ

て「
平
成
っ
て
ど
ん
な
時
代
だ
っ
た

の
？
」と
子
ど
も
に
問
い
か
け
ら
れ

た
と
き
、
私
た
ち
大
人
は
自
分
の
身

に
お
こ
っ
た
こ
と
を
含
め
て
ど
う
答

え
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
？

令
和
に
つ
な
ぐ
現
代
史
と
し
て
ご
一

読
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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数
々
を
取
り
上
げ
解
説
し
て
い
ま
す
。

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
ド
ラ
マ
に
つ
い
て

長
く
触
れ
る
こ
と
は
物
理
的
に
難
し

か
っ
た
の
で
す
が
、
コ
ン
パ
ク
ト
な

が
ら
も
的
外
れ
と
な
ら
な
い
コ
メ
ン

ト
を
重
ね
て
い
く
こ
と
を
心
掛
け
ま

し
た
。
正
直
、
か
な
り
手
間
暇
の
か

か
る
作
業
で
し
た
。

　

執
筆
前
か
ら
予
想
し
て
い
ま
し
た

が
、
ド
ラ
マ
は
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ

ン
ト
と
し
て
人
々
に
愛
さ
れ
て
い
る

だ
け
で
な
く
、
そ
の
時
代
を
象
徴
す

る
社
会
の
出
来
事
や
市
井
の
人
々
の

生
活
、
風
俗
を
色
濃
く
滲
ま
せ
て
い

る
と
い
う
事
実
を
さ
ら
に
深
く
再
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
比
較

的
マ
イ
ナ
ス
な
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
ら

れ
、
印
象
薄
め
に
解
釈
さ
れ
る
こ
と

も
あ
る
平
成
と
い
う
時
代
で
す
が
、

果
た
し
て
そ
う
で
し
ょ
う
か
？
私
は

そ
う
は
思
い
ま
せ
ん
。
ド
ラ
マ
を
見

る
限
り
、
そ
こ
に
あ
る
の
は
ま
ぎ
れ

も
な
く
30
年
と
い
う
濃
密
な
日
々
な

の
で
す
。

　

肩
肘
張
ら
ず
、
柔
ら
か
く
ド
ラ
マ

を
通
じ
て
平
成
を
振
り
返
っ
て
み
た

い
、
そ
ん
な
皆
さ
ま
に
手
に
取
っ
て

頂
け
た
ら
、
こ
の
上
な
い
喜
び
で
す
。
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お 知 ら せお 知 ら せ

　かつて新島襄がグレイス教会で献金を訴えた際、多くの聴衆から多額の寄付の申し入
れがありました。その中で、年老いた農夫と寡婦がそれぞれ手渡した2ドルは、殊更に
彼の心を打ち、そしてこの2ドルこそが同志社の核となった、と新島は書き記しています。
この時に集まった5000ドルの献金はもちろん、それと同時に、多くの人々から頂いた
善意によって同志社は設立されました。
　同志社大学・同志社女子大学では、「古本募金」プロジェクトを開始いたしました。
古本募金とは、皆さまのお手元にある不要となった書籍等（CD・DVD・ゲームソフト
を含む）の買取金額が大学に寄付される仕組みです。その寄付金は、同志社大学では学
生の奨学金に、同志社女子大学では図書館の図書購入費用に充てられ、これからの社会
を担う学生の未来に繋がります。2ドルの精神をお持ちの皆様からのご支援・ご協力を
心よりお願い申し上げます。
期　　　　間：随時
寄  付  方  法：下記をご参照ください。
　　　　　　　同志社大学（https://www.furuhon-bokin.jp/doshisha/）
　　　　　　　同志社女子大学（https://www.furuhon-bokin.jp/dwc/）
寄 付 の 流 れ：
　①  まずは寄付者ご自身で本・CD・DVD・ゲームソフトの梱包をお願いいたします。
　②  各大学のウェブサイト（上記）からお申し込みください。
　　宅配便の集荷日時を指定できますので、あとは集荷を待つだけです。
　　※合計5冊（5点）から送料無料です※
　③  集荷を指定した日時に宅配業者がご指定場所まで取りに来ます。送り状もウェブサ
イトから申込いただいた内容を印刷して持ってきますので手間がかかりません。

　④  上記①～③の3ステップで手続き完了です。
　　後日お手元に届く「寄付受領書」でご確認ください。

お問い合わせ先：同志社大学　学生生活課
　　　　　　　　　TEL：075-251-3280
　　　　　　　　　E-mail：ji-kosei@mail.doshisha.ac.jp
　　　　　　　　同志社女子大学　図書館
　　　　　　　　　京田辺キャンパス　TEL：0774-65-8481
　　　　　　　　　今出川キャンパス　TEL：075-251-4145
　　　　　　　　　E-mail：tosho-i@dwc.doshisha.ac.jp

同志社大学古本募金　同志社女子大学DWCLA古本募金同志社大学古本募金　同志社女子大学DWCLA古本募金
ご協力のお願いご協力のお願い

FLOW  古本募金の流れ

〉 〉

1. 本・CD・DVD・ゲームを梱包

合計5冊（5点）から送料無料

2. 古本の集荷・仕分け・査定 3. 買取金額の寄付
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　ハリス理化学館同志社ギャラリーは、創立者新島襄の志と同志社の歴史等を、資料で
紹介する展示施設です。ハリス理化学館は、J.N.ハリスの寄附をもとに1890（明治23）
年に竣工し、長らく同志社における理化学教育の拠点となった建物です。現在、国の重
要文化財に指定されています。
【常 設 展】ギャラリー内には6つの常設展示室が設けられています。1階には「新島

襄の人と思想」、「同志社のあゆみ」、「世界の中の同志社」、「同志社の今」、
2階には「J.N.ハリスと同志社」、「京都の中の同志社」と、部屋ごとにテ
ーマがあり、創立以来の歴史と共に、京都や世界と共に歩んできた同志社
の足跡をたどることができます。（2か月に1回程度の展示替え有）

【企 画 展】第21回企画展
タイトル：「古代計帳に載るムラ―山背国愛宕郡出雲郷をめぐる考古学―」
期　　間：2020年3月20日（金）～4月26日（日）（月曜は休館）
場　　所：ハリス理化学館同志社ギャラリー2階企画展示室（今出川キャンパス）
主　　催：同志社大学歴史資料館
第22回企画展
タイトル：「「支え合う志」をつないで―障がい学生支援制度発足20周年―」
期　　間：2020年6月2日（火）～8月2日（日）（月曜・祝日は休館）
場　　所：ハリス理化学館同志社ギャラリー2階企画展示室（今出川キャンパス）
主　　催：同志社大学学生支援センター障がい学生支援室・同志社大学同志社社史資料センター
協　　力：全国高等教育障害学生支援協議会（AHEAD Japan）、 

大学コンソーシアム京都、日本学生支援機構（JASSO）、日本財団、 
日本聴覚障害学生高等教育支援ネットワーク（PEPNet-Japan）

【入 場 料】無料
【開館時間】10：00～17：00（最終入館16：30まで）
【閉 館 日】  日曜日（企画展開催中は開館）、月曜日、祝日、ゴールデンウィーク、夏期

休暇中の一定期間、年末年始。
※  開館日等を変更する場合があります。お越しになる前にホームページ等でご確認ください。

【場　　所】同志社大学　今出川キャンパス
※駐車場、駐輪場はありません。公共交通機関を利用してお越しください。

お問い合わせ先
ハリス理化学館同志社ギャラリー事務室（日・月・祝日は閉室）
ホームページ：https://harris.doshisha.ac.jp/
TEL：075-251-2716　FAX：075-251-2736
E-mail：ji-harjm@mail.doshisha.ac.jp

ハリス理化学館同志社ギャラリー展示ご案内ハリス理化学館同志社ギャラリー展示ご案内

お 知 ら せお 知 ら せ

入場無料



78

お 知 ら せお 知 ら せ

　新島旧邸の敷地には、幕末まで京都大工頭中井家の屋敷があり、明治初年には中井屋
敷を堂上華族の高松保実が所有していました。1875（明治8）年11月29日、新島襄は、
この高松邸の半分を賃借して仮校舎とし、生徒8名で同志社英学校を開校しました。翌
年、英学校は薩摩藩邸跡地の専用校舎に移りますが、その後、新島は高松邸を購入し、
自宅を1878（明治11）年に建築しました。これが、現在の新島旧邸です。同志社発祥の
地に建つ新島旧邸を、同志社の建学の理念を体感する場として公開します。

【公開期間】①通常公開 
　2020年4月7日～7月30日、9月1日～11月28日、3月2日～3月30日
　毎週　火・木・土曜日（祝日は除く）
②特別公開
　4月1日～5日（春の特別公開）
　7月26日、8月2日（オープンキャンパス）
　11月8日（ホームカミングデー）
　11月29日（創立記念日）
　2021年3月20日～22日（卒業式）
※公開日の詳細はHPをご覧ください。https://archives.doshisha.ac.jp

【公開時間】10：00～16：00（入館受付は15：30まで）
【見学対象】①通常公開

　旧邸周囲から建物内部を見学（建物内部には入場できません）
②特別公開
　旧邸周囲及び建物内部（母屋1階と附属屋）に入場できます。
　※旧邸建物内に一度に入れる人数は20名程度とします。

【入 場 料】無料
【場　　所】京都市上京区寺町通丸太町上ル松蔭町

※駐車場、駐輪場はありません。公共交通機関を利用してお越しください。
【団体見学申込】  10名以上の団体は、予約が必要です。団体予約は、見学日の1週間前

までに電話・FAX・E-mailにて下記にお申し込みください（電話受付
は10：00～16：30）。

お問い合わせ先
ハリス理化学館同志社ギャラリー事務室（日・月・祝日は閉室）
TEL：075-251-2716　FAX：075-251-2736
E-mail：n-kyutei@mail.doshisha.ac.jp

新島旧邸公開のお知らせ新島旧邸公開のお知らせ

入場無料
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同志社女子教育と体育・スポーツ同志社女子教育と体育・スポーツ

お 知 ら せお 知 ら せ同志社女子大学史料センター
第24回企画展

　３つの正三角形からなる同志社徽章は、知・徳・体の三位一体の教育理念の象徴であ
ると言われています。同志社の女子教育の中でも、心身に健康をもたらすための教育は
常に重視されてきました。それは、正課の授業に加えて、スポーツフェスティバルや課
外活動など多面的に展開されています。今回の企画展では、本学の体育教育およびスポ
ーツの歩みを振り返り、それが果たしてきた役割を見直していきます。

期　　　　間：2019年11月22日㈮～2020年7月31日㈮
時　　　　間：10:00～16:00
閉　室　日： 土・日・祝日　および2020年4月30日、5月1日 

（ただし、2020年5月6日、7月23日、24日は開室しております）
場　　　　所：同志社女子大学史料センター
　　　　　　　（今出川キャンパスジェームズ館１階展示室）
主　　　　催：同志社女子大学

同志社女学校でのなぎなたの稽古 同志社社史資料センター提供

お問い合わせ：同志社女子大学史料センター
　　　　　　　〒602-0893　京都市上京区今出川通寺町西入
　　　　　　　TEL：075-251-4200　FAX：075-251-4201
　　　　　　　E-mail：shiryo-i@dwc.doshisha.ac.jp
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●同志社広報委員会小委員会委員
ABC順・〇印委員長

○大学商学部教授 青木　真美
大学経済学部准教授 本領　崇一
大学広報部広報課長 今西　　覚

女子中学校・高等学校事務長 磯田　信行
大学広報部長 岩田　　喬

女子大学学芸学部教授 影山　貴彦
中学校・高等学校事務長 鎌田　伸一

大学法学部教授 川嶋　四郎
女子大学看護学部准教授 木村　洋子

国際中学校・高等学校事務長 貴志　浩行
大学神学部助教 木谷　佳楠

女子大学表象文化学部教授 北尾キャスリーン
大学生命医科学部准教授 小林　耕太

大学スポーツ健康科学部助教 松倉　啓太 
女子大学薬学部准教授 松元　加奈

幼稚園教諭 森田　清子
大学政策学部教授 中田　喜文
大学理工学部准教授 小武内清貴
大学心理学部准教授 及川　昌典 

女子大学生活科学部教授 奥田　紫乃
女子大学現代社会学部教授 大西　秀之

大学グローバル地域文化学部教授 ROBERT JOHN CROSS
小学校事務長 齋藤　道子

大学文化情報学部助教 田中　　雄
法人事務部校友同窓課長 田中　裕一

大学グローバル・コミュニケーション学部助教 唐　　顥芸 
国際学院事務長 谷口　隆秀
大学文学部准教授 塚田　雄一

香里中学校・高等学校事務長 内山　一栄
大学社会学部教授 浦坂　純子

女子大学広報部広報室広報課長 渡邉　一郎
法人事務部長 柳井　　望
●編集協力　 アルカダッシュ

●同志社時報の申し込み
・送料（ゆうメール着払い：１冊236円）のみのご負担で

ご講読いただけます。
・お申し込みは、綴じ込みハガキをご利用ください。
・宛先　〒602-8580 京都市上京区今出川通烏丸東入
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本
号
の
特
集
は
「
大
学
入
試
改
革
の

今
後
に
つ
い
て
」で
あ
り
、毎
日
新
聞
の

中
根
氏
を
司
会
に
お
迎
え
し
、２
０
１

９
年
度
中
に
な
に
か
と
話
題
と
な
っ
た

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
な
ど
の
入
試
改

革
を
中
心
に
お
話
い
た
だ
い
た
。

　

時
報
１
４
７
号
の
特
集
「
一
貫
教
育

探
求
セ
ン
タ
ー
始
動
」で
も
取
り
上
げ

た
よ
う
に
、小
中
高
で
は
、学
習
指
導
要

領
に
よ
り
全
体
的
な
方
向
転
換
が
図
ら

れ
、学
力
の
三
要
素
が
重
視
さ
れ
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
そ
れ
が
大
学
へ
の
進
学
の
際

に
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
の
か
、あ

る
い
は
大
学
に
お
け
る
学
び
と
ど
の
よ

う
に
連
携
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
ま
だ
検
討
が
必
要
で
あ
る
。「
知

識
・
技
能
の
確
実
な
習
得
」「
思
考
力
、

判
断
力
、表
現
力
」「
主
体
性
を
持
っ
て

多
様
な
人
々
と
協
働
し
て
学
ぶ
態
度
」

と
い
う「
学
力
の
三
要
素
」に
つ
い
て
は
、

同
志
社
の
教
育
に
お
い
て
大
切
に
さ
れ

て
い
る
新
島
襄
先
生
が
示
さ
れ
て
い
た

教
育
方
針
に
は
、個
性
を
尊
重
し
、画
一

的
で
な
い
総
合
的
な
教
養
人
を
育
て
る
、

と
い
う
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、

ま
さ
に
こ
の
学
習
の
三
要
素
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、入
試
改
革
に
加
え
て
、入
学
後

ど
の
よ
う
な
社
会
人
に
育
て
る
の
か
と

い
う
の
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
（
入
学

者
受
入
方
針
）、デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ

ー
（
学
位
授
与
の
方
針
）、カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
・
ポ
リ
シ
ー
（
教
育
課
程
編
成
・
実

施
の
方
針
）の
連
携
が
話
題
と
な
っ
て

い
た
が
、自
立
し
て
問
題
発
見
や
問
題

解
決
方
法
の
探
究
を
行
え
る
よ
う
な
生

徒
・
学
生
を
一
人
ひ
と
り
丁
寧
に
育
て

て
い
く
と
い
う
の
が
、幼
小
中
高
大
の

14
の
学
校
を
通
じ
た
大
き
な
課
題
で
あ

り
、そ
の
た
め
に
は
、入
試
制
度
ば
か
り

で
な
く
、日
常
の
教
育
活
動
に
お
け
る

さ
ま
ざ
ま
な
環
境
整
備
や
教
職
員
の
仕

事
内
容
の
検
討
な
ど
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

　

今
号
も
、鼎
談
に
参
加
さ
れ
た
方
々

を
は
じ
め
多
く
の
方
々
か
ら
の
玉
稿
を

い
た
だ
い
た
。紙
面
を
借
り
て
お
礼
申

し
上
げ
た
い
。年
末
の
お
忙
し
い
期
間

に
お
い
て
の
原
稿
の
執
筆
、真
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
青
木
）
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（購読申請書をお送りいたします）





 Doshisha college song   Words by W. M. Vories  Music by Carl Wilhelm

One purpose, Doshisha, thy name

Doth signify; one lofty aim:

To train thy sons in heart and hand

To live for God and Native Land.

Dear Alma Mater, sons of thine

Shall be as branches to the vine;

Th o’ through the world 

we wander far and wide,

Still in our hearts thy precepts shall abide!

同志社よ、その名は一つの目的を意味する。

その学徒の精神的、肉体的に、

神のため、祖国のため、生きんという

一つの崇高な目的を。

親愛なる母校よ、同志社の学徒は、

ぶどうの枝のごとくつながりゆくことであろう。

たとえ、世界くまなく、広くはるかに、

われらさまようとも、汝の教訓は、

われわれの心に永遠に生き続けるであろう。

 （訳：児玉　実英）

同志社の一貫教育体制
Th e Integrated Educational System of the Doshisha

同志社
中学校・高等学校
Doshisha

Junior & Senior High School

同志社香里
中学校・高等学校
Doshisha Kori

Junior & Senior High School

同志社女子
中学校・高等学校
Doshisha Girls’

Junior & Senior High School

同志社大学・大学院 
Doshisha University
Doshisha Graduate School

同志社女子大学・大学院
Doshisha Women’s
College of Liberal Arts/
Graduate School 

同志社小学校
Doshisha

Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

同志社国際学院 初等部
Doshisha

International Academy
Elementary School

同志社国際
中学校・高等学校

Doshisha International
Junior & Senior High School

同志社国際学院 国際部
Doshisha International School, Kyoto

＊一定の条件があります（帰国生の要件）

＊
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